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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

 

自ら学ぶ意味を創造できる生徒の育成 

～情報活用能力育成の視点から～ 

 

 

研究の概要

本事業では，平成 年 月に示された新学習指導要領において，「情報活用能力」を各学校段階・各教科

等の学習活動を通じて体系的に育成する重要性が高まっていることを受けて，北海道教育大学附属釧路中学

校における教科等横断的な情報活用能力の育成に係るカリキュラム・マネジメントの在り方の開発のための

実践的な研究を実施するものである。

具体的には，情報活用能力の育成のためのカリキュラム・マネジメントの方法等の整理を実施する。本校

で作成している横断的なカリキュラム見取り表をベースとして，情報活用能力の育成について教科等横断的

な視点でカリキュラム・マネジメントを行い，カリキュラム見取り表を評価・改善，作成していく。また，

情報教育の目標設定や校内における サイクルの確立も目指していく。さらに，本校の研究をベースとし

ながら情報教育（情報活用能力の育成）に係る授業設計（単元指導計画，指導案等）を実践するとともに，

アンケートを中心とした実践の検証を進めていく。加えて，情報教育実践校等への視察研修やセミナーへの

参加を行うことで最新の動向や情報をキャッチしながら，今年 年の実践をまとめていく。まとめたものは，

地域のセンター校としての役割からも，公開研究会等を活用しながら，地域の学校へ発信し，普及に努める

こととする。

こうしたカリキュラム・マネジメントの評価・改善，授業実践，各種検証，実践校等の視察研修の成果に

基づき 年間の研究成果とする。

 

１．はじめに

現在，技術革新が凄まじい勢いで進展している。人工知能（AI）や Internet of Things（IoT），ビッグデ

ータなどの先端技術が高度化する中，生活や社会が劇的に変化し，便利で快適な超スマート社会（Society5.0）

の到来が予想されている。平成 30 年 6 月に行われた Society5.0 に向けた人材育成に係る大臣懇談会の中で

は，この変化を「人類がこれまで経験したことのない急激な変化」と位置付け，未来への大きな期待や希望

を感じる一方で「漠然とした不安の声」もあがっていることを示した。今後，これからの社会を生きる児童・

生徒には夢と志を持ち，可能性に挑戦するために必要となる力が求められるとともに，私たちにとって

Society5.0 の社会を生き抜く力を児童・生徒に育てることが急務である。 

平成 30 年 6 月 15 日に閣議決定された第 3 期教育振興基本計画では，子供たちを取り巻く状況として，「情

報通信技術（ICT）を利用する時間は増加傾向にある一方，授業においてコンピュータを使っている生徒の

割合は OECD 加盟国で最も低い水準にある」ことが課題として示された。また，平成 29 年度に示された新

学習指導要領では，情報活用能力（プログラミング的思考や ICT を活用する能力を含む）を，言語能力や問

題発見・解決能力と同様に，学習の基盤となる資質・能力と位置づけ，教科等横断的な視点から教育課程の
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自ら学ぶ意味を創造できる生徒の育成

編成を図り，各学校のカリキュラム・マネジメントの実現を通じて育成することが明示された。これらのこ

とから，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の中で，情報活用能力の育成の視点から，コン

ピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を適切に活用した学習活動の充実を図ることは，本校のみ

ならず全国的に重要なことだと捉えることができる。 

本校は平成 26 年より「自ら学ぶ意味を創造できる生徒の育成」を目指してきた研究を推進してきている。

自ら学ぶ意味を創造できる姿，すなわち様々な「学び」の中で，生徒が他者との対話を通して自律的に学び

を進めていく姿の実現が，新学習指導要領が目指す「主体的・対話的で深い学び」につながると考えてきた。

そして，今年度は生徒の自律性の高まりに関連する資質・能力を獲得していく過程をカリキュラム・マネジ

メントすることを研究主題に据えることで授業改善を図ってきた。このことは，情報活用能力の育成の視点

とも重なるところもあることから，本事業では本校 5 ヶ年計画である「自ら学ぶ意味を創造できる生徒の育

成」の延長線上にあると捉え，情報活用能力の育成の視点からも教育課程を整理することとした。また，本

事業において IE-School の過去の事業成果を十分に活用した研究の推進を委託されていることから，本校は

委託初年度ではあるが，昨年度まで事業に参加していた北海道教育大学附属函館中学校の実践例を中心に，

その成果を活用すると共に，他の学校の実践例を大いに参考にしながら研究を推進することとした。 

 

２．本校の 環境状況と実施体制

（１）ICT の環境状況 

本校では，平成 24 年よりこれからの教育活

動を支えるツールの一つとしての ICT に注目

し，iPad を中心としたタブレット PC を導入

してきた。翌年，平成 25 年度より学校経営の

方針の中でも，教科を窓口とした ICT 教育の

推進を掲げ，初年度 45 台だった iPad も，現

在では総数 80 台以上が常時使用できる状態

にある（図 1）。このことは，全校生徒が 300

人程度の本校が，現状において 2 学級が同時

に教育活動を推進できる環境であることを示

し，これは，文部科学省が「2020 年代に向け

た教育の情報化に関する懇談会」で提示した，

「全国の学校(普通教室)における ICT 環境整

備のステップ（図 2）」において，早急に整備

が必要な Stage3 について達成できている状

況と言える。しかし，本校としては，より一層 ICT の活用推進を目指すにあたり，全校生徒一人一台にはま

だ及んでいないところが課題であるとともに，iPad 自体が消耗品で，3～5 年で更新が必要となることから，

今後新しいものへと更新しなければならないことがすでに予想されており，継続的な環境整備の事務的な面

からも課題がある。 

○無線 LAN：校内全域 
○情報処理室：可動式 PC40 台 
○音楽室・美術室・技術室・情報処理室・体育館にプロジェクタ

ー完備 
○各教室に TV 設置 
○iPad81 台 
 

図 1．平成 30 年 12 月現在の本校の ICT 環境 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2．全国の学校(普通教室)における ICT 環境整備のステップ 
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

（２）実施体制 

本校では学校の校務を円滑に進めるため，

また，本校ならではの教育課程を編成するた

めに，従来から主幹教諭を要とした運営委員

会および教育課程編成委員会が組織されて

いる。また，研究推進にあたっては研究主任

を中核にしたチームが組織化されている。 

今回本事業におけるカリキュラム・マネジ

メントの研究を推進する組織を立てるにあ

たり，本校に従来備わっている組織を活用す

る形で体制を整えることで（図 3），学校体制

における過度な負担感を削減し，円滑に研究

を推進することを目指した。また，本校の特色でもある北海道教育大学の各キャンパスを組織内に明確に位

置づけることで，昨年度まで推進校であった北海道教育大学附属函館中学校とのつながりも見えるようにし

た。 

① 推進委員会 

本事業にかかわる推進委員会は，本校における研究部を位置づけた。

本年度の研究部は講師も含めて 11 名体制であり，美術科，技術・家

庭科を除く全ての教科担当が揃っている体制である。通常本校の研究

部は，図 4 左にある本校の研究ベースにおける推進を複数名で

担当することで組成されている。本事業では，新たに図 4 右の

ように担務を位置づけて組織立ててスタートした。7 月にこの事業に

参画することがわかった段階で明確に組織の中に位置づけたことに

よって，部員の中での役割分担が明確になり，責任を持った取組を推進することができた。 

② 拡大推進委員会 

本事業を推進するにあたって検討したことの一つに，どのように学校全体のものにするかという点がある。

業務が推進委員会，あるいはごく一部だけのものになってしまうことは学校全体の財産につながらず，大変

残念なことと考えた。また，推進委員会で検討した計画や提案が学校の業務全体においてスムーズに進行で

きるようマネジメントするためには，管理職を含め主任クラスの意見を集約する必要があった。 

以上のことから拡大推進委員会の構成委員は本校における運営委員会（主幹教諭，教務主任，生徒指導主

事，研究主任，学年主任で組成される委員会）が兼ねることが適切であると判断し，運営委員会をそのまま

拡大推進委員会として設置することとした。このことによって，推進委員会での検討事項が運営委員会でも

検討，周知を図ることができた。また，運営委員会が拡大推進委員会を兼ねることによって，新たに会議を

設ける必要が無く，業務の効率化も同時に図ることができた。 

③ 推進委員会および拡大推進委員会の実施と内容 

推進委員会及び拡大推進委員会の実施計画と内容は次掲図 5 のとおりである。本校における研究部と運営

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3．IE-School 推進にむけた本校の組織体制 

従来型 新たに組成 
・研究推進 ‐‐‐ カリマネ 
・渉外 ‐‐‐ 渉外 
・各種検査 ‐‐‐ アンケート 
・研修だより‐‐‐ 情報提供 
・授業公開 ‐‐‐ 授業づくり 
・道徳推進 ‐‐‐ 体系表作成 
・職能研修 ‐‐‐ スポット研修 
・情報収集 ‐‐‐ 資料調査等 
図 4．研究推進の役割分担 
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自ら学ぶ意味を創造できる生徒の育成

委員会を基に組織された委員会なので，両委員会とも毎月定期的

に実施してきた。推進委員会では各担務において全体への周知の

タイミングや資料作成締切のアナウンスの検討，本事業推進に関

わる情報収集の整理や発信の方向性を検討した。また，体系表や

横断的カリキュラム見取り表の作成に関わっては，どのような示

し方が適切であるかなど実際に作成した資料を持ち寄るなどし

て検討を重ねた。 

拡大推進委員会では主に提案内容や今後の見通しの確認に重

点を置いてきた。管理職からも進捗状況の確認や，全体への周知

の状況を報告するなどのタイムマネジメントを図るとともに，体

系表や横断的なカリキュラム見取り表のよりよい示し方の助言

を受け，推進委員会にフィードバックしてきた。運営委員会を通

った提案内容は同月に実施される職員会議にて提案されるため，

推進委員会→拡大推進委員会→職員会議という一連の流れの中

で職員全体に周知し，事業を推進することができた。 

このような体制を組むことで，職員の過度な業務の負担を増や

すこと無く，効率的に業務を推進すると共に，多くの目で評価・改善を繰り返し行い，学校全体で IE-School

の事業に参画している意識の醸成をはかり，本事業を推進すること

ができたと考える。 

 

３．研究内容

（１）本校で目指す資質・能力 

本校は昭和 44 年に開校以来，授業で人（人間性）を育てることを

目指してきている。図 6 は，本校の学校教育

目標である。開校当時より本校が目指すべく

生徒に培う資質・能力としている。 

本校における情報教育の目標，目指すべき

資質・能力は，この学校教育目標の理念と右

図 7 の情報教育の目標を受け，図 8 のように

本校における情報教育で育てたい資質や能力

及び態度を設定し，P.43 に示す，情報教育の

全体計画を作成に至った。 

全体計画作成にあたっては，学校教育目標

とのつながりを強く意識するとともに，各学

年の指導の重点をどのように捉えるかについ

て検討を重ねてきた。また，今回の事業参入

教育目標 
一，たくましく生きる人間 
一，創造することのできる人間 
一，個性をつくりあげていく人間 
一，共に高まろうとする人間 
一，広く豊かな心を持つ人間 
 
図 6． 本校の教育目標 

）情報活用の実践力

課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて，必要

な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し，受け手の状況

などを踏まえて発信・伝達できる能力

）情報の科学的な理解

情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と，情報を適切に扱っ

たり，自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法

の理解

）情報社会に参画する態度

社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている

影響を理解し，情報モラルの必要性や情報に対する責任について考

え，望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度

図 7．情報教育の目標

○様々な情報手段から情報を適切に読み取り，活用することができる人間 
○情報モラルを尊重し，自ら得た情報を適切に活用できる人間 
○情報の意義や価値を考え，自らも主体的に情報を発信できる人間 
○他者と共に情報を創造的に活用していく人間

図 8．本校の情報教育で育てたい資質や能力及び態度
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

によって，各教科において情報活用能力育成の重点を検討・整備することで，教科担当それぞれが，自教科

において育むべき資質・能力の方向性を確認できたことは，教科経営上も有意義であった。 

なお，この全体計画は，今後，随時見直しを図り，修正・更新していくこととしている。 

 

（２）情報活用能力育成のためのカリキュ

ラム・マネジメント 

本研究では前掲図 8 の本校における情

報教育で育てたい資質・能力を育成するこ

とを目指すと共に，情報活用能力育成のた

めのカリキュラム・マネジメントモデルを

整理・提案することを目的としている。 

今回は，本事業の研究を効果的かつ効率

よく推進するために，過年度の IE-School

の成果を十分に踏まえ，本校の研究推進過

程を設定することとした。 

平成 29 年度「情報活用能力を育成する

ためのカリキュラム・マネジメントの在り

方と授業デザイン」では，新学習指導要領

解説総則編で示されたカリキュラムの三

つの側面（図 9）をもとに，図 10 で示す

【準備期・実践期・改善期】を設け，長期的な視点でカリキュラム・マネジメントを捉えることができるよ

う示された。そこで，本校でもこれらを適用し本校におけるカリキュラム・マネジメントを進めることとし

た。本校は IE-School 委託初年度のため，【準備期】にあたると考えられるが，前年度北海道教育大学附属函

館中学校が委託を受けた実践例があることや，全国の実践事例等が豊富にあるために，準備期を中心とする

が，１年間のスパンを短い準備期・実践期および改善期として計画を立てることで，効果的且つ即効性のあ

るカリキュラム・マネジメントができるような取組を目指すこととした。 

 

４．研究の計画

本研究の具体的な計画は，新学習指導要領

解説 総則編に示される教育課程の編成や改

善に取り組む際の手順の一例（図 11）を参考

にして【黎明期・準備期・実践期・改善期】

として計画を以下のように立て，実践するこ

ととした。 

 

 

（1）教育課程の編成に対する学校の基本方針を明確にする。 
（2）教育課程の編成・実施のための組織と日程を決める。 
（3）教育課程の編成のための事前の研究や調査をする。 
（4）学校の教育目標など教育課程の編成の基本となる事項を定める。 
（5）教育課程を編成する。 
（6）教育課程を評価し改善する。 
 
図 11．教育課程の編成や改善に取り組む際の手順の一例 

・準備期

情報活用能力を育成するためのカリキュラム・マネジメントの初年度を

想定している。

情報活用能力を育成するための教育課程の編成を行う。

・実践期

準備期で編成した教育課程を各教科等で実践する時期。

・改善期

実践期における各教科等での実践を評価し，成果と課題を把握する。そ

の上で，改善した教育課程の元，各教科等での実践を再び行う時期。

図 10． で示す【情報活用能力育成のためのカリキュラム・マネ

ジメントモデル】

○教科等横断的な視点での取組

児童や学校、地域の実態を適切に把握し、教育の目的や目標の実現に必

要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと

○実施状況の評価と改善

教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと

○人的物的体制の確保

教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその

改善を図っていくこと

図 9．カリキュラム・マネジメントの三つの側面（新学習指導要領解説総則編） 
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時

期 内 容 図 11 の位置付け 
(1) (2) (3) (4) (5) (6) 

黎
明
期 

５月 拡大研究推進委員会（運営委員会）周知       
６月２１日 大学に送る。 

２２日 第１回研究推進委員会（研究部会）にて周知 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

準
備
期 

７月 ２日 第１回拡大研究推進委員会（運営委員会）状況報告 
４日 職員会議・全校研修で全体周知  

・情報教育・情報活用能力についての研修 
・情報活用能力の要素の視点に基づき，各教科整理 
・アンケート集約周知※自律性アンケートと共に集約 
・教科横断的なカリキュラム表の整理 等 

６日 次世代の教育情報化推進事業 第 1 回連絡協議会参加 
１３日 アンケート作成〆切 
２０日 アンケート実施〆切 
２３日 第２回研究推進委員会（研究部会） 
３１日 第２回拡大研究推進委員会（運営委員会）状況報告 

○ 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

○ 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
○ 

○ 
○ 
 
 
 
 
 
 
○ 

○ 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
○ 

 
 
 
 
 

 

８月 １日 職員会議・全校研修 
横断的なカリキュラム見取り表の第一次整理〆切（推進委員会） 

●午前中視察日調整シート提出〆切 
１６日 全校研修 
横断的なカリキュラム見取り表の第二次整理〆切（全体） 
２３日 第３回研究推進委員会（研究部会）  

横断的なカリキュラム見取り表 
２４，５日 東京 セミナー参加 

２９日 第３回拡大研究推進委員会（運営委員会）状況報告 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 

  ○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 

○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 

９月 ４日 附属函館中学校から研究主任来校 
６日 ●最終的に提出する 5 事例程度の指導案の教科一覧〆切 
７日 職員会議 全校研修 

１１日 ●①情報活用能力育成の体系表フォーム 
③カリキュラム・マネジメントにおける 
評価・改善の考え方や手立て作成・提出〆切 

２７日 第４回研究推進委員会（研究部会） 

 
 
○ 
 
 
 
 

 
 
○ 
 
 
 
○ 

   
 
○ 
 
 
 
○ 

 
 
○ 
 
 
 
○ 

実
践
期 

１０月 １日 第４回拡大研究推進委員会（運営委員会）状況報告 
●視察スケジュール〆切 

３日 職員会議・全校研修 
１８日 ●５事例程度の全指導案〆切 
２６日 第５回研究推進委員会（研究部会） 
２９日 第５回拡大研究推進委員会（運営委員会）状況報告  

○ 
 
○ 
 
 
○ 

○ 
 
○ 
 
○ 
○ 

  ○ 
 
○ 
 
○ 
○ 

○ 
 
○ 
 
○ 
○ 

１１月 ５日 職員会議・全校研修 
●視察日 

２７日 第６回研究推進委員会（研究部会） 
２９日 第６回拡大研究推進委員会（運営委員会）状況報告 

●修正版指導案提出〆切 

○ 
 
 
○ 
 

○ 
 
○ 
○ 

  ○ 
 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
 

改
善
期 

１２月１０日 職員会議・全校研修 
●修正案指導案返却 

２７日 第７回研究推進委員会（研究部会） 

○ ○ 
 
○ 

  ○ 
 
○ 

○ 
○ 

１月 ４日 第８回研究推進委員会（研究部会） 
９日 第７回拡大研究推進委員会（運営委員会）状況報告 

１０日 職員会議・全校研修 
１６日 ●修正版指導案，原稿〆切 
２８日 第９回研究推進委員会（研究部会） 
３１日 第８回拡大研究推進委員会（運営委員会）状況報告 

 
○ 
○ 
 
 
○ 

○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 

  ○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 

２月 ６日 職員会議・全校研修 
２２日 研究推進委員会（研究部会） 
２６日 拡大研究推進委員会（運営委員会）状況報告 

○ 
 
○ 

○ 
○ 
○ 

  ○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

３月 １日 職員会議・全校研修 
中旬に報告 

○ ○   ○ ○ 

●は IE-School 業務関係 
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５．カリキュラム・マネジメントによる情報活用能力育成に関する取組

本校の教育課程は全職員が参画すると共に，主幹教諭を要とした教育課程編成委員会の中で検討が進めら

れ，これまで「本校ならではの教育課程」を目指し編成してきた。今回，本事業での情報活用能力の育成の

視点から教育課程を編成するにあたり，教育課程編成委員会での理念をもとに情報活用能力育成の視点をプ

ラスして編成することを目指した。 

今回の編成では，前年度の事業に参画していた附属函館中学校の取組を中心としながらも，平成 28 年，

29 年度の本事業の成果報告を十分に活用することとし，特に横断的カリキュラム見取り表（以下見取り表）

と体系表の作成をもって教育課程の編成を進めた。作成においては，推進委員会を中心とした体制（P.4 参照）

を構築すると共に，アンケートや全校研修を通じた現状把握，情報活用能力育成について情報共有等の研修

を実施し，作成後も，不断の評価改善を推進委員会，拡大推進委員会にて実施し，随時修正，改善を行った。 

 

（１）年間指導計画，横断的カリキュラム見取り表の作成 

新学習指導要領総則では，学習の基盤となる資質・能力を育成するために，教科等横断的な視点で教科等

の編成を図るものとすることが示されている。そこで，本事業では，本校にて昨年度整理した見取り表を活

用し，情報活用能力育成の視点においても整理を進めた。これは，本校が従来取り組んでいた研究をベース

として情報活用能力の育成を目指すための教育課程を編成・整理することにつながるとともに，教科横断的

に整理することで，学校全体で情報活用能力の育成を目指すことにつながると考えたからである。 

作成では前年度の実績から記載している単元・題材等の加除修正を行うと共に，資質・能力ベースで各教

科記すこととした。その際，教科との横断的なつながりを見いだす事が可能な教科担当どうしで話し合いな

がら進めていった。検討の中では，一方的なつながりでは関連が図れないことから，お互いに学びとしての

関連を図れそうなものを提案しながら内容を修正するとともに，同時に情報活用能力の育成に関わる視点に

ついても整備を進めていった。 

 

（２）体系表の作成 

体系表は①体制構築，②現状把握，③各種研修，④評価改善のステ

ップを踏み，研修を実施し，作成した。 

① 体制構築 

最初の研修（第一回スポット研修）では本事業での本校の役割と作

成物のイメージの共有化，作成期限や役割分担等を説明した。研修を

通して，学校全体でこの事業に参画することを示すと共に，情報活用

能力育成の捉えや，取組が「作業」にならないように，上述の見取り表の改善を含め，従来の「授業改善」

の視点をベースとした修正・改善を進められるように配慮した。 

② 現状把握 

最初に各教科の現状を把握するために，年間指導計画の中で，本事業に関連する重点的な単元に印をつけ，

現在すでに「無意識的」に取り組んでいる情報活用能力育成に関わる学習単元及び学習方法を「意識化」す

ることから始めた。このことで，職員が何か新しいことを「始める」という負担感を持つことなく，従来の
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取組を「意図的」「意識的」に取り組む活動に切り替えることができた。そして，推進委員会の担当者から各

教科に体系表作成フォームを振り分けて教科ごとに体系表の作成を推進した。 

③ 各種研修 

各教科において作成された体系表を推進委員会の担当者がまとめ，推進委員会および全体の場で周知する

ことで，全職員が各教科の内容や情報活用能力の段階（ステップ）を交流しながら記載内容の整理を進めて

いった。検討では，各教科の段階（ステップ）の捉え方がバラバラになっていたり，記載の仕方，表記等が

統一されなかったりなどしたため，研修を通して記載の統一や段階の共有化を図り，整備を進めた。 

④ 評価改善 

研修を通して整備を進めた体系表は，随時拡大推進委員会で提案，報告を行い，主幹教諭を核としたメン

バーで確認をし，助言を受けながら評価改善を進めた。まとめ

方や示し方などの交流を受け，再度体系表を整備した。 

（３）スポット研修 

今回カリキュラム・マネジメントの視点で研究を推進するに

あたり，大切にしたことの一つに情報の共有化がある。新学習

指導要領においても全教職員が共通の理解をもつことや，適切

に役割を分担することが必要とされている。このことから，共

通の理解をもち，共通の目的に向かうことができるようにスポ

ット研修の手法を取り入れる工夫を行った。 

スポット研修とは H27 年 3 月に文部科学省「21 世紀を生き抜

く児童生徒の情報活用能力育成のために」に示された 15 分程度

の短い研修のことである。本校における従来の職員会議後に，

IE-School に関連するスポット研修を設定することで，全教職員

が同時期に共通理解のもとに研究を推進することができた。 

また，従来の会議後に設定することで，IE-School のために研

修日を新たに設定することで生じる業務負担や時間的な調整等

を大きく軽減し，効率化を図ることにもつながった。 

スポット研修の内容は図 12 に示すとおりである。12 月まで

に 7 回のスポット研修を終えており，3 月までには 10 回程度の

研修となる見込みである。 

研修の中身に関してはフレキシブルではあるが大きく，①情報提供 ②体系表等作成 ③講習の 3 つの内

容を実施した。 

① 情報提供 

今回，IE-School 事業に参画にあたり，円滑に事業を推進するために，初期の段階において職員全体で「情

報活用能力とは何か」について共有する必要があった。また，それを捉えた上で，カリキュラム・マネジメ

ントの視点から作成・整備すべき「横断的なカリキュラム見取り表」「体系表」「全体計画」「授業案」等の目

第１回 
IE-School とは何か 
情報活用能力とは何か 
プログラミング的思考とは何か 
組織と実施内容の説明 

第２回 
授業案作成について 
各教科における情報教育に係る指導の重点に
ついて 
横断的なカリキュラム見取り表の作成につい
て 
体系表作成について 
今後の予定 

第３回 
アンケート集計の結果報告 
横断的なカリキュラム見取り表の整理 
体系表の整理 

第４回 
横断的なカリキュラム見取り表の整理 
体系表の整理 
「伝えるチカラ育成セミナー」報告 

第５回 
横断的なカリキュラム見取り表の整理 
体系表の整理 

第６回 
文部科学省視察について 
横断的なカリキュラム見取り表の整理 
体系表の整理 

第７回 
横断的なカリキュラム表の整理 
体系表の整理 
授業案の修正について 
アンケートの実施について 

 
図 12．12 月までのスポット研修内容 
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指すべき姿などを共有することとした。そのため，平成 28 年，29 年の IE-School 事業の成果報告や北海道

教育大学附属函館中学校の研究成果報告書を中心として，本事業

に関わる情報を担当者が収集し，研修の中で情報提供を図ること

で，学校全体で学習を進めていった。 

また，計画の中では，本事業の一環として各地域のセミナー等

に参加（図 13）した先生方から A４用紙１枚程度の研修報告書

を準備してもらい，報告を義務付けることを通して情報共有を適

時行い，学校全体で情報活用能力育成の視点で教育活動を推進す

ることの継続を図ることができた。 

② 体系表等作成 

スポット研修では「横断的なカリキュラム見取り表」や「体系表」

等の作成時間や交流時間などの時間も確保してきた。そのことによ

り，教科ごとの進捗状況の把握や，作成するにあたっての課題の共

有をしながら，同一歩調，同一方向で整備することができた。特に

作成前半においてはこのスポット研修を用いることで，作成のイメ

ージを全体で共有したり，どういった段取りで進めていけばいいの

かを共有できたことは整備を進めるに当たり有意義だったと考える。 

③ 講 習 

本事業中には，２つの講習を実施することができた。 

一つは昨年度 IE-School 事業に参画していた，北海道教育大学附

属函館中学校から研究主任を講師として招き，事業全体の把握と，

事業実にあたっての評価・改善をお話いただいた。講演によって本

事業の全体概要，他校の実践，実施における具体的な評価・改善の

話を聞くことができたことは，深い学びとなった。 

もう一つは，東京都のアップル認定校（三田国際学園中学校）か

ら講師をお招きし，本校の主力タブレット PC である iPad の活用事例をお話いただくとともに，今後必要に

なると思われる環境整備，業務の仕方，取組等について研修を進めることができた。 

全職員で共通の話を聞くことができたことにより，共通の方向と共通の歩調で進めるため有意義な実践と

なった。 

 

（４）アンケート作成と実施 

カリキュラム・マネジメントには事前の準備が不可欠である。新学習指導要領総則にも，教育課程の編成

のために事前の研究や調査をすることが「カリキュラム・マネジメントの充実」における手順の一例として

示されている。このことから，まず過去の IE-School の実践をもとに，生徒用のアンケート及び教員用のア

ンケート（P.44～P.47）を作成し，本校における情報活用能力の現状を把握することとした。 

・伝えるチカラ育成セミナー 
8 月 25 日 東京都 

・未来の教育コンテンツ EXPO2018 
12 月 23,24 日 東京都 

・学校と ICT フォーラム  
1 月 26 日 大阪府 

・Apple School 認定校視察 
1 月 28 日 東京都 Apple 認定校視察 

・三田国際学園中学校 
・東京成徳大学中学校  
図 13．参加した各種研修 
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① 実践前  

図 14．生徒用アンケートの結果（7 月）  

上図 14 は 7 月に実施した結果である。本校の全校生徒の約 83％が，項目

１「インターネットで必要な情報を検索して調べるためにコンピュータやタ

ブレット PC を使用している」実態があり，日常的に ICT に触れ，活用して

いる状況下にあることがわかった。しかし，インターネットで必要な情報を

検索して調べることが得意と答えた生徒（4 の段階）は，全体の 30％，発表

するための資料を ICTを用いて作成することが得意と答えた生徒（4の段階）

は全体で 10％程度であり，学習等には十分に活用されているとは言えない現

状が見られた。 

一方，項目１の「インターネットで必要な情報を検索して調べるために･･･」において「ほぼ毎日利用する」

と回答した生徒は学年ごとに第 1 学年 2.8％，第 2 学年 16.1％，第 3 学年 33.7％となっていることから，学

年を追うごとに活用度合いは上がる傾向にあることもわかった。（図 15） 

教職員の実態は図 16，17 に示した。アンケートは 2 つの側面を持ち，「指導実績」の側面を図るものと（図

16），「指導スキル」（図 17）の側面をみとるものに分けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

番号項目 平均値 全平均
インターネットで必要な情報を検索して調べるためにコンピュータやタブレットPCを使うこと。
発表するためのスライドや資料を作るためにコンピュータやタブレットPCを使うこと。
目的に応じて、辞書やインターネットなどの情報収集方法を検討し、実際に情報収集させること。
インターネットで収集した情報の客観性、信頼性、妥当性を読み取らせること。
いろいろな情報を比較・関連付けさせたり、多角的に考察させたりするなどして判断させること
コンピュータやタブレットPCなどを活用して、生徒同士が教え合い学び合う学習（協働学習）を行わせること。
集めた情報と自分の知識・経験をもとに、新たな情報や価値ある情報を創造し提案させること。
コンピュータやタブレットPCなどを活用して、生徒に課題発見・解決型の学習を行わせること。
学習活動の記録や成果物を活用して、学習や活動について振り返りながら、新たな課題や改善点に気づかせること。

番号項目 平均値 全平均
インターネットで必要な情報を検索して調べるためにコンピュータやタブレットPCを使うこと。
発表するためのスライドや資料を作るためにコンピュータやタブレットPCを使うこと。
目的に応じて、辞書やインターネットなどの情報収集方法を検討し、実際に情報収集させること。
インターネットで収集した情報の客観性、信頼性、妥当性を読み取らせること。
いろいろな情報を比較・関連付けさせたり、多角的に考察させたりするなどして判断させること
コンピュータやタブレットPCなどを活用して、生徒同士が教え合い学び合う学習（協働学習）を行わせること。
集めた情報と自分の知識・経験をもとに、新たな情報や価値ある情報を創造し提案させること。
コンピュータやタブレットPCなどを活用して、生徒に課題発見・解決型の学習を行わせること。
学習活動の記録や成果物を活用して、学習や活動について振り返りながら、新たな課題や改善点に気づかせること。

番号 43の割合
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯

項目

コンピュータやタブレットPCを使って、発表するためのスライドや資料を作ることは得意である。

問題を見つけたときは、解決方法を考えるようにしている。
調べたことをもとに新しいものをつくりだしたり、自分の考えを出したりするようにしている。
自分の聞いた話や集めた資料が本当に正しいのかについて、よく考えるようにしている。
学習活動の後は、よかったことや悪かったことについて、ふり返るようにしている。
意見があわないときは、両方の意見を聞いてから、どちらの意見が正しいのかを自分なりに決めるようにしている。

インターネットで必要な情報を検索して調べることは得意である。
発表するためのスライドや資料を作るためにコンピュータやタブレットPCを使う。
インターネットで必要な情報を検索して調べるためにコンピュータやタブレットPCを使う。

課題に取り組むとき、筋道を立てて考えるよりは、思いつきで結論を出すことが多い。
いろいろなことを人とはちがった面から考えたり、自分なりの考えを持つようにしたりしている。
いろいろな資料を比べて共通点やちがいを見つけ出すようにしている。
文章を読んだだけではわからないとき、図や表に書き直してみるようにしている。
調べものをするとき、できるだけ多くの資料を集めてから、自分の探していることを見つけるようにしている。
わからないことがあったら、辞書やインターネットなどの調べる方法を考えて、いろいろな方法で調べるようにしている。
コンピュータやタブレットPCを使った授業では、情報機器を使用しない授業より興味や関心を持って取り組むことができている。

図 15．「ほぼ毎日利用する」の

各学年の割合 （単位は％） 

図 16．教員用アンケート（指導実績） 

図 17．教員用アンケート（指導スキル） 
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すべての項目より，「指導実績」の全平均値は 2.4，「指導スキル」は 3.1 となり，教職員の ICT 活用への

意識や活用技量の実態が明らかとなった。項目別に見ると，特に項目 5「いろいろな情報を比較・関連…」

に関しては平均値 3.5 となり，どの教員においても授業で実践していることがわかった。一方，項目 2「…

発表するための…」では平均値 1.7 となり，他に比較すると実践が少ない現状が見られた。また，「指導スキ

ル」に関わっては，項目 15「…協働学習…」項目 17「…課題発見・解決型…」に関しては平均値が他より

も低い数値となっており，課題の一つであることがわかった。 

② 実践後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18，19 は教師用のアンケートの結果である。多くの項目でプラスに転じたことが認められた。特に「指

導実績」の部分では項目 6「…教え合い学び合う学習を…」の平均値が上昇したことから，多くの教科等に

おいて，ICT を活用した協働的な学習を実践してきたことがわかる。また，項目 8「…生徒に課題発見・解

決型の学習…」の項目の上昇から，情報活用能力の育成に寄与する授業改善が行われたことがわかった。 

「指導スキル」の部分に関しては（図 19），特に項目 15「…教え合い学び合う学習を…」，項目 17「…生

徒に課題発見・解決型の学習…」の部分の上昇が顕著に見られ，職員が授業において ICT を活用し，協働的

な学習に取り組んだことにより，指導スキルの向上に実感が得られていると考えられる。 

教職員の変化を受け，生徒実態にも変化が認められた。7 月と 12 月のアンケート結果（生徒用）において

は多くの項目においてわずかではあるが増加が認め

られた。学年ごとに見ると第 1 学年では多くの項目で

減少が見られ（図 20），第 2 学年，第 3 学年では多く

の項目において伸長した結果となった（次掲図 21，22）。 

特に第 2 学年，第 3 学年の項目 1，2 の割合が上昇

しているのは，第 2 学年第 3 学年において，授業にお

いて活用の割合が高まったことが起因していると思

われる。また，項目 4 の「…資料を作ること」や項目

7「…できるだけ多くの資料を集めてから…」の割合

番号 項目 7月 12月 7月 12月 7月 12月 7月 12月 7月 12月
インターネットで必要な情報を検索して調べるためにコンピュータやタブレットPCを使うこと。 △
発表するためのスライドや資料を作るためにコンピュータやタブレットPCを使うこと。 △
目的に応じて、辞書やインターネットなどの情報収集方法を検討し、実際に情報収集させること。 ▼
インターネットで収集した情報の客観性、信頼性、妥当性を読み取らせること。 △
いろいろな情報を比較・関連付けさせたり、多角的に考察させたりするなどして判断させること ▼
コンピュータやタブレットPCなどを活用して、生徒同士が教え合い学び合う学習（協働学習）を行わせること。 △
集めた情報と自分の知識・経験をもとに、新たな情報や価値ある情報を創造し提案させること。 ▼
コンピュータやタブレットPCなどを活用して、生徒に課題発見・解決型の学習を行わせること。 △
学習活動の記録や成果物を活用して、学習や活動について振り返りながら、新たな課題や改善点に気づかせること。

平均値

図 20．第 1 学年のアンケート結果の比較 

番号 項目 7月 12月 7月 12月 7月 12月 7月 12月 7月 12月
インターネットで必要な情報を検索して調べるためにコンピュータやタブレットPCを使うこと。
発表するためのスライドや資料を作るためにコンピュータやタブレットPCを使うこと。 △
目的に応じて、辞書やインターネットなどの情報収集方法を検討し、実際に情報収集させること。 △
インターネットで収集した情報の客観性、信頼性、妥当性を読み取らせること。 △
いろいろな情報を比較・関連付けさせたり、多角的に考察させたりするなどして判断させること △
コンピュータやタブレットPCなどを活用して、生徒同士が教え合い学び合う学習（協働学習）を行わせること。 △
集めた情報と自分の知識・経験をもとに、新たな情報や価値ある情報を創造し提案させること。 △
コンピュータやタブレットPCなどを活用して、生徒に課題発見・解決型の学習を行わせること。 △
学習活動の記録や成果物を活用して、学習や活動について振り返りながら、新たな課題や改善点に気づかせること。 △

平均値
図 18．教員用アンケート（指導実績）比較 

図 19．教員用アンケート（指導スキル）比較 
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が高まったことは，情報活用能力育成に向けた授業を通

して，生徒一人ひとりがその効果を強く実感している可

能性がある。特に顕著な伸びが見られたのは第 2 学年

である（図 21）。いくつかの項目で 10％以上の上昇が

見られ，特に項目 5「…興味や関心を持って…」，項目

6「…いろいろな方法で調べる…」，項目 16「…解決方

法を…」の伸長はプログラミング的思考の育成に向けた

ICT を活用した授業等の影響があったのではないかと

考えられる。 

一方，第 1 学年は減少の傾向が見られた。このこと

は推測ではあるが，小学校時に最高学年として ICT を

使う機会を多くもってきた生徒達が，中学校の段階的な

カリキュラムにおいて，使用頻度や活用状況が小学校時

に比べ低かったのではないかと考えられる。これは，今

後カリキュラムを編成する際に留意する必要があるこ

とがわかった。 

アンケートの結果，本事業を通して，職員全体で情

報活用能力育成の視点からカリキュラム・マネジメン

トを推進するための共通の目的を，研修等を通じて実施

できたことが大きな影響を与えたと考える。また，本事

業を受けて，本校では，技術科と美術科で合科の取組【TA

（Technology & ART）】の立ち上げ，Apple Teacher プ

ログラムへの参加などが行われた。このことは，校内外

の研修で研鑽したことなどが寄与したと考えられる。 

さらに，本校独自の学習アンケート「スクールサーベ

イ」（図 23）では，質問 1「今まで関係がないと思って

いたことにも，こんなつながりがあるかとはじめて知っ

た」，質問 2「わからない（できない）こととわかった（で

きた）ことがはっきりした」の数値がともに昨年度比での上昇が見られた。情報活用能力育成のためのカリ

キュラム・マネジメントを通して教科横断的な実践や，各教科で学習活動の振り返りを行う活動を取り入れ

た今年度の取組が，一端を担っている部分もあると考えられる。 

 

６．代表的な実践

（１） TA（Technology＆ART）の実践 

① 目指す情報活用能力について 

本実践は，中学校生活を充実させるためのプロダクトを創造し，それを発信するという題材を通して情報

図 21．第 2 学年のアンケート結果の比較 

図 22．第 3 学年のアンケート結果の比較 

図 23．スクールサーベイの経年比較 
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活用能力を培うことを目標とした。題材前半はプロダクトデザイン，後半は

web デザインという 2 つの課題探求のサイクルにおいて技術・家庭科の技術

分野ではユーザビリティ，美術科では UI（ユーザーインターフェイス）デザ

インというそれぞれの観点から情報収集や整理，解決策や改善案を見出し新

たな価値を創造しようとする力の育成を目指した。 

② 実 践 

題材前半は，中学校生活を充実させるためのプロダクトを創造する

ために，自らの生活を振り返り，TA シートを用いて充実させるため

に課題となるものや，必要となるものの視点を見出し，グループで共

有することで思考を広げた。交流では，課題を明確にするために，な

ぜそれが課題となり，それが解決されることでどうなるのかを議論す

ることに重点を置いた。その後，それぞれの視点から解決策を個人で

考えた後グループで再検討し，中学校生活を充実させるために最も解決したい課題や必要となるものを選択

していった。技術分野では製品の進歩の過程を取り上げ，材料と加工に関する技術やエネルギー変換に関わ

る技術などの内容を振り返りながらプロダクトデザインに必要な観点を見出し，それらの観点からグループ

で検討を重ねた。 

題材後半は，デザインしたプロダクトを架空のクラウドファンディングを利用して出資者を募ることを目

的とし，web デザインツールを用いてプロダクトを紹介するサイトを作成した。充実した UX（ユーザーエ

クスペリエンス）を達成するために，実際の web サイトを比較しどのような工夫がされているか見出し，技

術分野ではユーザビリティ，美術科では UI デザインの観点を持たせ，グループ内での中間発表や交流を通

してサイトの再考を重ねた。 

③ 成果と課題 

本実践を通して，合科によって重なり合う資質・能力を効果的に育成

することが可能であると考える。そのためには題材前に各教科で獲得し

ておかなければならない資質・能力があり，またそれぞれの教科がその

題材を通して，どのような資質・能力を育成していくかを明確にしてい

なければ効果的な実践には成り得ない。したがって，各教科の題材や単

元において，どのような資質・能力を獲得させるかを明確にした教科の

カリキュラムを構築していく必要があると考える。 

 

（２） 数学科の実践 

① 目指す情報活用能力について 

数学科では，特に問題解決・探究における情報を活用する力の育成を意識して取り組んできた。本単元で

は，実測から見いだした図形の性質を，図及び式を用いて，他者が理解できる一般化された形で表現する能

力を意図的・計画的に育成することに視点をあて実践した。 
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自ら学ぶ意味を創造できる生徒の育成

① 
・平行線の同位角の性質 
・平行線の錯角の性質 
・二等辺三角形の定義 
・平行線と比の定理 

① 
・平行線の同位角の性質 
・平行線の錯角の性質 
・二等辺三角形の定義 
・三角形の相似 
② 
・平行線と比の定理 

② 
・平行線の錯角の性質 
・二等辺三角形の定義 
・三角形の相似条件 

③ 
・三角形の相似条件 

② 実 践 

本時の目標は，「既習の定理を活用して，三角形の角の二等分線と線分の比の定理についての証明の方針を

説明することができる」である。まずは Before 指導案で授業をし，事後研究をした。そして，After 指導案

のように情報活用能力（実測から見いだした図形の性質を，図及び式を用いて，他者が理解できる一般化さ

れた形で表現すること）を育成する視点で授業改善し，もう一度授業研究をした。 
指導案  指導案

学習活動（🔴🔴：教師，◯：生徒）  学習活動（🔴🔴：教師，◯：生徒） 
１．問題提示（上の問題） 
●教師が図を板書するのと同時に，生徒にもノート
に図をかかせ，「BD：CD は？」と問い板書し，
問題提示する。 

 
 

 １．問題提示（上の問題） 
●二等辺三角形の頂角の二等分線は，底辺を 2 等分

することを確認した後，教師が図を板書するのと
同時に，生徒にもノートに図をかかせ，「BD：CD
は？」と問い板書し，問題提示する。 

２．予想 
●「予想しよう」 ◯「2:1」（「見た目で」「10:5=2:1 だから」など） 
●「どのように確かめればよいのかな？」 
◯実測する（どうやら 2:1 っぽい，みんな図は違うのに不思議） 
３．課題把握 
 
 
 
４．個人思考・集団思考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●定理についてまとめる。 

 ３．課題把握 
 
 
 
４．個人思考・集団思考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●どんな既習の定理を利用したのか問い返し，考え

を広げ深めていき，その後，定理についてまとめ
る。 

●「ほかの補助線のひき方でも，証明できないか
な？」 

５．練習問題 
 
 
 
 
 
 

第一に，Before では，課題「どんな図でも AB:AC＝BD:CD は成り立つのかな？」では，「生徒にとって

飛躍した課題となってしまっていて，下げ降ろしのようになってしまっている。実測から見いだした図形の

性質を一般化しようという意欲を高める課題となっていないのではないか」という意見が上がった。そこで，

After では，数人の実測の考えを取り上げて，「いつでも BC:DC＝2:1 になるのかな？」と問いかけ，課題把

握につなげた。こちらの課題の方が生徒の思考の流れに沿っており，自然な文脈をつくることができた。 

第二に，Before では，「集団思考ができる生徒の発表会のようになってしまっている」という意見があっ

た。そこで，After では，考えの一部や途中までを取り上げて，生徒どうしで説明し合うことを通して，証明

の方針の説明に至るように問い返しの工夫をした。この改善により，After では，一部の生徒だけではなく，

学級全体で本時の目標達成に向かう授業となった。なお，本時の板書は次の通りである。 

③ 成果と課題 

「実測から見いだした図形の性質を，図及び式を用いて，他者が理解できる一般化された形で表現するこ

答 2：1 

どんな図でもAB:AC＝BD:CDは成り立つ
のかな？証明の方針を説明しよう。 

いつでも BD:CD＝2：1 は成り立つのか
な？証明の方針を説明しよう。 

答 2：1 

次の図を使って三角形の角の 
二等分線と線分の比の定理につ 
いての証明の方針を説明しなさ 
い。 

15－ －



平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

と」の情報活用能力

の視点による授業改

善を図った本実践の

成果は，課題の改善

により，文脈が自然

となったことや，問

い返しの改善により

他者が理解できる一般化された形で表現しようとする意欲を高めることができたことである。本実践の課題

は，単元の他の授業でも日常的に継続して本時のような授業改善をしていくことと考える。 

 

７．おわりに

今年度は IE-School に参画し，本校でかねてから推進してきた「自ら学ぶ意味を創造できる生徒の育成」

という主題を，情報活用能力育成の視点を通してカリキュラム・マネジメントすることを目指した研究を進

めてきた。委託初年度ということもあり手探りで始めた本研究ではあったが，カリキュラム・マネジメント

の手順を生かし，また昨年度までの成果報告書を活用し，組織を確立し，計画を立て，アンケートを通した

実態把握及びスポット研修等を行うことで，一定の成果を見ることができた。しかし，本校においては研究

初年度であり，まだ十分な成果と言い切れるものではない。また，今回の事業を通して作成した体系表や横

断的なカリキュラム見取り表のよさや役割は，次年度以降にどのように評価改善をしながら，「本校ならでは

の教育課程」へと持続的につなげることが重要だと考える。さらに，新学習指導要領では情報活用能力は言

語活動，問題発見・解決能力等と並ぶ学習の基盤となる資質・能力と位置づけられていることからも，今後

も継続して取り組むことで本校の「自ら学ぶ意味を創造できる生徒の育成」につながると考えられるため，

これからもカリキュラム・マネジメントを進めると共に，実践的な教育活動を推進していきたい。 

拙い実践ではありますが，諸先生の奇譚の無いご指導，ご指摘をいただければ幸いです。 
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

横断的カリキュラム見取り表　2018　　

国語 対象月 社会 対象月 数学 対象月 理科 対象月 音楽 対象月

年

◇●「言葉のゆれを考える」
・図表データの事実・意見との関連

◆「花の形に秘められた不思議」
1年「植物の世界」
◆「電子レンジの発想」
3年「化学変化とイオン」

２
年

◇◆古文・漢文教材と歴史との関連 全 ◆「ガイアの知性」
2年「動物の世界と生物の変遷」

３
年

◇●「歴史は失われた過去か」
「文化としての科学技術」
3年「私たちの暮らしと現代社会」

◆「新しい博物学の時代」
・科学的な知識に関連した教材

全

年

◇「中世の日本」
2年「平家物語」

◇●「世界の諸地域」「日本の諸地域」

１年「アジアにおける日本の魅力」
◆◇「世界の諸地域」
2年「コール&レスポンス」
2年「情景と音楽Ⅱ」
3年「音に込められた思い」

２
年

◇「日本の地域構成」
１年「正の数、負の数」

◇●「日本の諸地域」
３年「自然の恵みと気象災害」

◇●「日本の諸地域」
２年「発見！日本の魅力Ⅱ」

３
年

年

◆◇「正の数、負の数」
2年「日本の地域構成」

◇◆「方程式」
2年「電流」
◇◆「比例と反比例」
1年「身のまわりの物質」
◇◆「平面図形」
1年「光の反射・屈折」

２
年

◇◆「連立方程式」
1年「身のまわりの物質」

３
年

◇◆「関数ｙ＝ａｘ2」
3年「運動とエネルギー」

年

◆「火山活動と火成岩」
「地震と大地の変化」
・自然災害によって起こった災害と歴
史について

◆◇「水溶液の性質」
2年「連立方程式」
具体的な場面で活用
◆◇「物質の状態変化」
1年「関数」
◆◇「光の反射・屈折」
1年「平面図形」

２
年

◇「電流と電圧」
1年「方程式」

３
年

◇「自然の恵みと災害」
2年「日本の諸地域」

◇●「力と運動」
「エネルギーと仕事」
1年「関数」

年

◆◇「日本の民謡」
1年世界の諸地域
2年日本の諸地域

２
年

◇「モチーフと音楽」
「絵画と音楽」
1年「芸術作品の鑑賞文を書く」

５
１２

◆◇「発見！日本の魅力Ⅱ」
2年日本の諸地域
◆◇「コール&レスポンス」
1年世界の諸地域
北アメリカ
◆◇「情景と音楽」
1年世界の諸地域
ヨーロッパ

３
年

◇「学校CM」
1年「自分CM」とのつながり
◇「発見！日本の魅力Ⅲ」

５
６
１

◇●「曲にこめられた思い」
1年「世界の諸地域」ヨーロッパ
◇●「発見！日本の魅力Ⅲ」
1年「」
中世・近代の日本の文化の特色

年

◆「フチュウブル美術館をつくろう」
鑑賞における自己の考えのまとめか
た・書き方

●◆◇「moment by moment」多角形
1年「空間図形」

「季節を味わう」
1年「植物の世界」
「色を贈る」
2年「動物の世界と植物の変遷」

８

２
年

◆「日本の美術」
古文・漢文の関わり
◆「動きのある４コマ漫画」オノマトペ

「美しく光を透かすランプシェード」
１年「光の性質」

３
年

●「トリックアート」 ◇◆●学校CMを作ろう
3年「学校CM」

年

◇「心身の機能の発達」
2年「動物の行動の仕組み」
◇「バレーボール」
1年「光の性質」
◇「マット運動」
◇「走り幅跳び」
3年「運動とエネルギー」

７

◇「ダンス・YOSAKOIソーラン」表現
力を高めよう

２
年

◇体つくり運動
1年「資料の分析と活用」

◇走り高跳び
3年「運動とエネルギー」

◇「HIPHOPダンス」表現力を高めよう

３
年

◇体つくり運動
1年「資料の分析と活用」

◇「柔道」
1年「力の働き」
3年「運動とエネルギー」

◇「シンクロパフォーマンス」表現力
を高めよう

年

２
年

３
年

◇●「電気エネルギーの利用と変換」
運動とエネルギー

年

◇Listening　Tips「話すこと〔発表〕」
1年「自分をCMしよう」
◇Time for Wold5「話すこと〔発表〕」
「フリップを用いてお気に入りの・・・」
目的や場面に応じて
1年「自己紹介をしよう」

●「オーストラリアの観光地から」
オセアニア

●「Ploject3」
表やグラフを用いた発表・資料の活
用

２
年

　◇●「Writing Tips」書くこと
2年「お礼の手紙を書くこと」

●「Spring Vacation inOkinawa」
日本の様々な地域
●「Guide Dogｓ」
時事問題を取り上げた内容
●「Lesson7 Through the Internet」
世界の諸地域

４
５

●「Through the Internet」
比較表現

●「Water Problems」気象とその変化
 ●「Optional Reading　Six Amazing
Things about Penguins」

２

３
年

◇●話すこと〔やりとり〕
「Lesson6 Why do you have to
work?」
・根拠を上げて述べる
・話すこと

●「アンネの日記」
●「John Mung」

８
３

技

術

・

家

庭

科

英
語

◆英語詩の歌の理解 全

音
楽

美
術

「地域の美術や日本の美術作品に関
わる鑑賞」文化や時代背景の側面

保
健
体
育

◇「協働の場面における論理的に説
明する力」
・アイディアを出して話し合う
・友達の話を聞く
・話し合うこと考えること

国
語

社
会

数
学

理
科

◇「レポートの考察場面において、論
理的に記述する力」

全
（通）

作成までの取組 ①H29年度作成 ②H30.3までに各教科見直し ③H30.6各教科資質能力ベース

で具体的なつながりを再確認 ④H30.7.8夏休みを活用し、各教科間において修正・検討

例１
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研究成果物　横断的カリキュラム見取り表

美術 対象月 保健体育 対象月 技術・家庭科 対象月 英語 対象月 総合 対象月

◇●「ﾒﾃﾞｨｱ・写真と言葉が生み出す
世界」【読】

2年「ファインダーをのぞいて」
3年「記憶に残したい風景と言葉」

◇「自分をCMしよう」
「ﾌﾘｯﾌﾟを用いてお気に入りの古典を
紹介する」【話】
1年「自己紹介をしよう」
「好きな漫画やアニメなどについて発
表しよう」

◇書くこと「お礼の手紙を書く」
　2年「Writing Tips」

◆「無言館の青春」鑑賞全般 ◇●「少年の主張in附中」【話】
「根拠をあげて述べる。ディベート②」
3年「Lesson6」

◆「世界の諸地域」各国の文化との
関連

◆地理的側面から「くしろ再発見」

◆日本の文化
◆海外の文化に関わる歴史的視点
からの理解

◆地理的側面から「他都市を見つめ
て」

◇●「私たちの暮らしと現代社会」
２年「情報の技術」

●福祉の課題を追究しよう　卒業研
究との関連

◇◆「空間図形」
1年「moment by moment」

◇◆「資料の分析と活用」
1年「体つくり運動」

●「資料の分析と活用」 全
（通）

●「確率」 全
（通）

●「標本調査」 全
（通）

◆「光の性質」
・光を波長などの科学的に捉える事と
色の見え方について

●「植物の世界」くしろ再発見（釧路
湿原）

●「動物のなかま」
●「気象とその変化」

◇●「力と運動」
「エネルギーと仕事」
1年、3年「バレーボール」
2年、3年「柔道」

●「エネルギーの移り変わり」
電気エネルギーの利用と変換

◇「ダンス・YOSAKOIソーラン」表現
力を高めよう

◇「HIPHOPダンス」表現力を高めよう

◇◆●「学校CMをつくろう」
◆「発見！日本の魅力Ⅲ」

「絵巻物の世界」
日本の美術作品から

伝統や文化のよさや美しさ

６
１

◇「シンクロパフォーマンス」表現力を
高めよう

●「季節を味わう」植物の育成 ◆「フチュウブル美術館」
・海外の美術館とその地域について

◆「くしろ再発見」
・プレゼンテーションにおける他者に
伝えるための見せ方

◆「諸外国の美術や文化に触れる」 ◆「他都市を見つめて」
・座談会資料の制作

●「remake restyle」
製作品の製作

●「健康の成り立ち」色の役割と食生
活の見直し

◆アンケート・インタビューなどの情報
収集
●「Lesson7 Through the Internet」
　職業調べ

全

◆project1ミニ英字新聞を作ろう ●「Soccer Robot」プログラミング、イ
ンターネットの構成

◆「internship」職場体験活動報告
●「Lesson7 Through the Internet」
　他都市を見つめて

◆スピーチ・プレゼンテーションなど
の表現活動
◆「Lesson7 Through the Internet」
　卒業研究

全

北海道教育大学附属釧路中学校

◇オノマトベや論理的に説明する力 全 ◇アンケート、インタビューなどの情
報収集・スピーチ、プレゼンテーショ
ンなどの表現活動・手紙の書き方

全
（通）

●単元での関わり ◆教科の見方・考え方とのつながり

◇協働や各教科の資質・能力を培うための基礎としてのつながり

【特別の教科 道

徳】との関連

●別葉にて、各教科と

の関連を記載してい

る。

●各教科の年間指導

計画に、道徳との関

連を記載している。

●次年度、道徳を含

めた教科主任会議を

行い、本カリキュラム

に追記していく方向性

である。

【横断的カリキュラ

ム見取り表】の使い

方と整備の方向性に

ついて

●本カリキュラムは、

各教科において資

質・能力をより効果的

に培うために、他教

科等との関連を意識

した方が良いと思わ

れる単元や教科の内

容について、一覧に

まとめたものである。

●各教科において関

連をもたせた方が効

果が上がる授業につ

いて太枠で示した。

また、太枠で示した各

教科の関連の詳細は

次のページより示す

学年ごとのカリキュラ

ム内に記載した。

●横軸に自教科を据

え、縦軸にある他教

科との関わりが考え

られる単元について

自教科の単元を上に、

他教科の単元等を下

に記載している。

●左頁例1
・数学科において理

科との横断が効果的

であると認識している

のは、

1年

「方程式」－「2年電

流」

「比例と反比例」－「1
年身の回りの物質」

「平面図形」－「1年光

の反射・屈折」

2年

「連立方程式」－「1年

身のまわりの物質」

3年

「関数y=ax2」－「3年

運動とエネルギー」

であることを示してい

る。

●この一覧は、職員

室に掲示し、随時赤

を入れたり、計画を立

てる際の参考とする。

実施時期を移動でき

るものに関しては、効

果的な時期を検討し

て行う。
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囲

や
変

化
や

そ
の

特
色

な
ど

を
基

に
，

日
本

の
地

域
構

成
を

大
観

し
，

理
解

す
る

こ
と

・
【
読

】
河

童
と

蛙
・
ふ

し
ぎ

C
1
①

第
1
章

 世
界

の
地

域
構

成
A

2
①

1
　

正
負

の
数

　
1
章

　
物

質
の

区
別

・
附

属
釧

路
中

学
校

校
歌

カ
メ

レ
オ

ン
を

隠
せ

〔
表

現
・
鑑

賞
〕

A
　

体
つ

く
り

運
動

○
製

図

・
【
話

・
聞

・
書

】
少

年
の

主
張

を
聞

く
2
　

加
法

と
減

法

・
【
言

】
日

本
語

の
音

声
C

2
①

・
喜

び
の

歌

・
【
言

】
漢

字
の

広
場

1
部

首
第

2
章

 世
界

各
地

の
人

々
の

生
活

と
環

境
A

1
②

3
　

乗
法

と
除

法
　

1
章

　
物

質
の

区
別

L
1
.　

ア
ヤ

の
新

し
い

ク
ラ

ス
【
S
O

U
N

D
 T

R
A

C
K

】
本

物
は

ど
っ

ち
？

〔
表

現
〕

Ｈ
　

体
育

理
論

○
材

料
と

丈
夫

な
構

造

・
【
読

】
オ

ツ
ベ

ル
と

象
第

1
章

 歴
史

の
と

ら
え

方
A

1
②

4
　

正
負

の
数

の
利

用
・
映

画
「
ジ

ョ
ー

ズ
」
か

ら
ジ

ョ
ー

ズ
の

テ
ー

マ
他

A
　

体
つ

く
り

運
動

○
道

具
の

使
い

方
と

け
が

き

・
【
話

・
聞

】
聞

き
方

入
門

B
1
①

第
1
節

 時
代

の
区

分
と

移
り

変
わ

り
　

2
章

　
気

体
の

性
質

・
オ

リ
ジ

ナ
ル

サ
ウ

ン
ド

ト
ラ

ッ
ク

○
ペ

ン
ス

タ
ン

ド
の

製
作

・
【
書

】
体

験
し

た
こ

と
を

文
章

に
す

る
A

2
①

第
2
節

 身
近

な
地

域
の

歴
史

を
調

べ
る

L
2
. 
ボ

ブ
と

ケ
ン

タ
の

休
日

表
そ

う
と

し
て

い
た

こ
と

は
何

だ
っ

た
の

か
〔
鑑

賞
〕

A
2
①

B
1
②

○
　

保
健

・
【
読

】
「
音

を
追

い
か

け
て

」
B

1
②

第
3
節

 各
時

代
の

特
色

5
月

①
,

②
,

③
,④

①
,②

A
2
①

①
,

③
,④

C
1
①

A
2
①

B
1
①

B
1
②

5
月

第
1
学

年
　

横
断

的
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
見

取
り

表

4
月

A
2
①

A
3
②

4
月

A
1
①

B
1
①

C
1
①

年
社

会

●
こ

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
表

は
前

掲
の

「横
断

的
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
見

取
り

表
２

０
１

８
」
の

学
年

ご
と

の
詳

細

を
示

し
た

表
で

あ
る

。

●
矢

印
は

各
教

科
に

お
け

る
資

質
・
能

力
ベ

ー
ス

で
の

つ
な

が
り

・
関

わ
り

を
示

し
た

。

●
こ

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
表

は
、

前
掲

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
表

と
併

用
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
縦

の
つ

な
が

り
だ

け
で

な
く
、

横
の

つ
な

が
り

を
意

識
す

る
た

め
の

も
の

で
あ

る
。

●
こ

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
表

は
前

掲
の

「
横

断
的

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

見
取

り
表

２
０

１
８

」
と

同
様

に
、

随
時

赤

を
い

れ
な

が
ら

更
新

し
て

い
く
も

の
で

あ
る

。

◇
【
情

活
】
の

欄
は

本
校

に
お

け
る

情
報

活
用

能
力

育
成

の
観

点
を

記
載

し
て

い
る

。
各

教
科

に
お

い
て

情
報

活
用

能
力

育
成

の
観

点
か

ら
特

に
該

当
す

る
単

元
に

、
右

図
の

表
を

元
に

記
載

し
た

。

【
情

活
】
：
情

報
活

用
能

力
の

育
成

の
観

点
を

記
載

体
系

表

Ａ
１

②
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
３

★
話

し
言

葉
と

書
き

言

葉 （
ＩＣ

レ
コ

ー
ダ

ー
）

体
系

表

Ｂ
１

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

３

正
負

の
数

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

等
）
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研究成果物　横断的カリキュラム見取り表

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

・
【
読

】
「
音

を
追

い
か

け
て

」
B

1
②

第
2
章

 古
代

ま
で

の
日

本
2
章

　
文

字
と

式
　

3
章

　
水

溶
液

の
性

質
A

2
①

L
2
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
1

自
分

の
宝

場
所

〔
表

現
〕

C
　

陸
上

競
技

○
自

己
評

価

・
【
読

】
構

成
や

展
開

「
笑

顔
と

い
う

魔
法

」
・
【
言

】
言

葉
の

単
位

C
1
①

第
1
節

 世
界

の
文

明
の

お
こ

り
1
　

文
字

を
使

っ
た

式
2
　

文
字

式
の

計
算

3
　

文
字

式
の

利
用

①
,

②
,

③
,④

①
,②

理
科

イ
　

水
溶

液
（
ア

）
　

物
質

の
溶

解
 　

物
質

が
水

に
溶

け
る

様
子

の
観

察
を

行
い

，
水

溶
液

の
中

で
は

溶
質

が
均

一
に

分
散

し
て

い
る

こ
と

を
見

い
だ

す
こ

と
数

学
科

　
第

2
学

年
　

5
月

「
連

立
方

程
式

」
イ

(イ
)　

連
立

二
元

一
次

方
程

式
を

具
体

的
な

場
面

で
活

用
す

る
こ

と

【
Ｒ

ｅ
ｐ
ｅ
A

ｔ　
ｏ
ｆ　

Ｍ
ｕ

ｓｉ
ｃ
】

「
短

距
離

走
・
リ
レ

ー
」

B
1
②

○
マ

ル
チ

ラ
ッ

ク
の

構
想

・
【
読

】
メ

デ
ィ

ア
・
写

真
と

言
葉

が
生

み
出

す
世

界
日

本
の

国
家

形
成

　
4
章

　
物

質
の

状
態

変
化

国
語

科
読

む
こ

と
（
1
）
エ

 　
文

章
の

構
成

や
展

開
，

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
，

根
拠

を
明

確
に

し
て

考
え

る
こ

と
。

美
術

科
　

第
2
学

年
7
月

「
フ

ァ
イ

ン
ダ

ー
を

覗
い

て
」

　
　

　
　

　
　

第
3
学

年
2
月

「
記

憶
に

残
し

た
い

風
景

と
言

葉
」

B
　

鑑
賞

（
1
）
ア

（
イ

）
　

目
的

や
機

能
と

の
調

和
の

と
れ

た
美

し
さ

な
ど

を
感

じ
取

り
，

作
者

の
心

情
や

表
現

の
意

図
と

工
夫

な
ど

に
つ

い
て

考
え

る
な

ど
し

て
，

見
方

や
考

え
方

を
広

げ
る

こ
と

。

②
,C

2
②

理
科

ウ
（
イ

）
　

物
質

の
融

点
と

沸
点

物
質

の
状

態
が

変
化

す
る

と
き

の
温

度
の

測
定

を
行

い
，

物
質

は
融

点
や

沸
点

を
境

に
状

態
が

変
化

す
る

こ
と

や
沸

点
の

違
い

に
よ

っ
て

物
質

の
分

離
が

で
き

る
こ

と
を

見
い

だ
す

こ
と

数
学

科
　

第
1
学

年
　

1
0
月

「
関

数
」

イ
(イ

)　
比

例
，

反
比

例
を

用
い

て
具

体
的

な
事

象
を

捉
え

考
察

し
表

現
す

る
こ

と

L
3
. 
メ

イ
の

好
き

な
も

の
A

1
①

・
主

人
は

冷
た

い
土

の
中

に
他

○
　

保
健

○
マ

ル
チ

ラ
ッ

ク
の

け
が

き

・
【
読

】
古

典
の

と
び

ら
第

2
節

 国
家

の
仕

組
み

の
整

備
　

4
章

　
物

質
の

状
態

変
化

L
3
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
2

【
曲

想
を

生
か

し
て

】
C

　
陸

上
競

技
○

マ
ル

チ
ラ

ッ
ク

の
部

品
取

り

・
【
書

】
構

成
を

工
夫

し
て

書
く

天
皇

・
貴

族
の

政
治

　
・
夢

の
世

界
を

　
他

対
比

す
る

2
枚

〔
鑑

賞
・
表

現
〕

「
短

距
離

走
・
リ
レ

ー
」

○
マ

ル
チ

ラ
ッ

ク
の

部
品

加
工

・
【
読

】
「
ベ

ン
チ

」
C

1
①

3
章

　
方

程
式

「
植

物
の

世
界

」
P
ro

je
ｃ
t1

「
走

幅
跳

び
」

・
【
言

】
文

の
成

分
1
　

方
程

式
と

そ
の

解
き

方
　

1
章

　
身

の
ま

わ
り

の
生

物
を

観
察

し
よ

う
英

語
科

（
4
）
話

す
こ

と
〔
発

表
〕
　

イ
　

日
常

的
な

話
題

に
つ

い
て

，
事

実
や

自
分

の
考

え
，

気
持

ち
な

ど
を

整
理

し
，

簡
単

 な
語

句
や

文
を

用
い

て
ま

と
ま

り
の

あ
る

内
容

を
話

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
国

語
科

　
第

1
学

年
4
月

　
「
自

分
を

Ｃ
Ｍ

し
よ

う
」

話
す

こ
と

（
1
）
ア

 目
的

や
場

面
に

応
じ

て
，

日
常

生
活

の
中

か
ら

話
題

を
決

め
，

集
め

た
材

料
を

整
理

し
，

伝
え

合
う

内
容

を
検

討
す

る
こ

と
。

の
構

成
や

展
開

，
表

現
の

仕
方

に
つ

い
て

，
根

拠
を

明
確

に
し

て
考

え
る

こ
と

。

○
　

保
健

○
マ

ル
チ

ラ
ッ

ク
の

部
品

加
工

・
【
読

】
要

約
・
「
言

葉
が

つ
な

ぐ
世

界
遺

産
」

第
3
節

 国
際

的
な

要
素

を
持

っ
た

　
文

化
，

文
化

の
国

風
化

2
　

1
次

方
程

式
の

利
用

　
2
章

　
花

の
つ

く
り

と
は

た
ら

き
【
詩

と
音

楽
】

季
節

を
味

わ
う

〔
表

現
〕

C
　

陸
上

競
技

「
走

り
幅

跳
び

」
B

①
，

②

・
【
言

】
漢

字
の

広
場

2
画

数
と

活
字

の
字

体
・
【
伝

】
書

写

　
数

学
科

イ
(イ

)　
一

元
一

次
方

程
式

を
具

体
的

な
場

面
で

活
用

す
る

こ
と

理
科

　
第

2
学

年
　

1
月

　
「
電

流
と

そ
の

利
用

」
ア

　
電

流
（
ア

）
　

回
路

と
電

流
・
電

圧
 　

回
路

を
つ

く
り

，
回

路
の

電
流

や
電

圧
を

測
定

す
る

実
験

を
行

い
，

回
路

の
各

点
を

流
れ

る
電

流
や

各
部

に
加

わ
る

電
圧

に
つ

い
て

の
規

則
性

を
見

い
だ

す
こ

と
。

（
イ

）
　

電
流

・
電

圧
と

抵
抗

 　
金

属
線

に
加

わ
る

電
圧

と
電

流
を

測
定

す
る

実
験

を
行

い
，

電
圧

と
電

流
の

関
係

を
見

い
だ

す
と

と
も

に
金

属
線

に
は

電
気

抵
抗

が
あ

る
こ

と
を

見
い

だ
す

こ
と

A
1
①

A
3
②

B
1
③

C
2
①

・
魔

王
○

　
保

健

8
月

8
月

①
,

②
,

③
,④

①
,②

L
4
.キ

ン
グ

先
生

の
家

族
L
4
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
3

A
2
①

①
,③

C
1
①

A
1
①

B
1
①

7
月

7
月

A
1
①

①
,

③
,④

C
1
①

A
1
①

B
1
①

B
1
②

6
月

A
1
②

B
1
①

A
1
①

A
2
①

B
2
②

B
1
①

6
月

A
2
①

年
数

学

・
年

美
術

年
理

科

体
系

表

Ａ
２

①
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
３

水
溶

液
の

性
質

体
系

表

Ａ
１

①
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
３

W
rit

in
g

tip
s１

（
Ｐ

Ｃ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

Ｃ
１

①
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
３

Pr
oj

ec
t１

（
電

子
辞

書
）

体
系

表

Ｂ
１

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

３

方
程

式

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

等
）

Ｂ
１

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

４

方
程

式

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

）

体
系

表

Ａ
２

①
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
３

状
態

変
化

と
温

度

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

）

体
系

表

Ａ
１

②
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
３

花
の

形
に

秘
め

ら

れ
た

ふ
し

ぎ
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

・
【
読

】
要

約
・
「
言

葉
が

つ
な

ぐ
世

界
遺

産
」

B
1
①

第
3
章

 中
世

の
日

本
B

1
①

　
3
章

　
根

・
茎

・
葉

と
水

の
ゆ

く
え

【
役

割
を

生
か

し
て

】
B

　
器

械
運

動
「
マ

ッ
ト
運

動
」

B
1
②

○
マ

ル
チ

ラ
ッ

ク
の

組
立

社
会

科
（
2
）
中

世
の

日
本

中
世

の
日

本
を

大
観

し
て

，
時

代
の

特
色

を
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
し

，
表

現
す

る
こ

と
国

語
科

　
第

2
学

年
　

平
家

物
語 （
3
）
ア

作
品

の
特

徴
を

生
か

し
て

朗
読

す
る

な
ど

し
て

，
古

典
の

世
界

に
親

し
む

こ
と

　

・
カ

リ
ブ

夢
の

旅
　

　
他

・
【
書

】
行

事
な

ど
の

案
内

文
を

書
く

B
1
③

第
1
節

 武
家

政
治

の
成

立
と

広
ま

り
新

し
い

和
の

模
様

〔
表

現
〕

○
仕

上
げ

・
【
伝

】
書

写
第

2
節

 諸
産

業
の

発
達

4
章

　
比

例
と

反
比

例
　

4
章

　
葉

と
日

光
L
5
. 
中

華
街

に
行

こ
う

○
　

保
健

○
自

己
評

価

都
市

や
農

村
の

自
治

1
　

関
数

○
ま

と
め

・
【
話

・
聞

】
フ

リ
ッ

プ
を

用
い

て
お

気
に

入
り

の
古

典
を

紹
介

す
る

。
A

2
①

第
3
章

 世
界

の
諸

地
域

A
1
②

2
　

比
例

3
　

反
比

例
4
　

比
例

と
反

比
例

の
利

用

　
5
章

　
植

物
の

な
か

ま
A

2
①

L
5
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
4

【
パ

タ
ー

ン
・
ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

】
B

　
器

械
運

動
「
マ

ッ
ト
運

動
」

B
1
②

○
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

国
語

科
話

す
こ

と
（
1
）
ウ

 相
手

の
反

応
を

踏
ま

え
な

が
ら

，
自

分
の

考
え

が
分

か
り

や
す

く
伝

わ
る

よ
う

に
 表

現
を

工
夫

す
る

こ
と

。
英

語
科

　
第

1
学

年
2
月

「
P

ro
je

c
t 

3
 好

き
な

マ
ン

ガ
や

ア
ニ

メ
な

ど
に

つ
い

て
発

表
し

よ
う

！
」

（
4
）
話

す
こ

と
〔
発

表
〕
　

イ
　

日
常

的
な

話
題

に
つ

い
て

，
事

実
や

自
分

の
考

え
，

気
持

ち
な

ど
を

整
理

し
，

簡
単

 な
語

句
や

文
を

用
い

て
ま

と
ま

り
の

あ
る

内
容

を
話

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

数
学

科
イ

(イ
)　

比
例

，
反

比
例

を
用

い
て

具
体

的
な

事
象

を
捉

え
考

察
し

表
現

す
る

こ
と

理
科

　
第

1
学

年
　

6
月

　
「
身

の
回

り
の

物
質

」
ウ

（
イ

）
　

物
質

の
融

点
と

沸
点

物
質

の
状

態
が

変
化

す
る

と
き

の
温

度
の

測
定

を
行

い
，

物
質

は
融

点
や

沸
点

を
境

に
状

態
が

変
化

す
る

こ
と

や
沸

点
の

違
い

に
よ

っ
て

物
質

の
分

離
が

で
き

る
こ

と
を

見
い

だ
す

こ
と

A
2
①

①
,

②
,

③
,④

①
,②

・
【
読

】
物

語
の

始
ま

り
「
竹

取
物

語
」

第
1
節

 ア
ジ

ア
「
光

・
音

・
力

」
木

片
の

音
楽

本
の

一
節

か
ら

〔
表

現
〕

A
2
①

B
1
②

Ｅ
　

球
技

「
サ

ッ
カ

ー
」

B
1
②

○
食

の
役

割
と

食
生

活
の

見
直

し

社
会

科
　

1
年

世
界

の
諸

地
域

ア
ジ

ア
の

地
域

的
特

色
を

大
観

し
理

解
す

る
こ

と
音

楽
科

　
第

1
学

年
　

3
月

「
日

本
の

民
謡

」
鑑

賞
ア

（
ウ

）
音

楽
表

現
の

共
通

性
や

固
有

性
。

イ
（
ウ

）
ア

ジ
ア

地
域

の
諸

民
族

の
音

楽
の

特
徴

と
多

様
性

理
科

ア
（
ア

）
　

光
の

反
射

・
屈

折
光

の
反

射
や

屈
折

の
実

験
を

行
い

，
光

が
水

や
ガ

ラ
ス

な
ど

の
物

質
の

境
界

面
で

反
射

，
屈

折
す

る
と

き
の

規
則

性
を

見
い

だ
す

こ
と

数
学

科
　

第
1
学

年
　

1
0
月

「
平

面
図

形
」

イ
(ウ

)　
基

本
的

な
作

図
や

図
形

の
移

動
を

具
体

的
な

場
面

で
活

用
す

る
こ

と

・
【
書

】
意

見
文

を
読

み
合

う
第

2
節

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
○

栄
養

を
考

え
る

・
【
伝

】
書

写
社

会
科

　
世

界
の

諸
地

域
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
地

域
的

特
色

を
大

観
し

理
解

す
る

こ
と

音
楽

科
　

第
3
学

年
　

5
月

「
ア

ラ
ン

フ
ェ

ス
協

奏
曲

」
，

第
2

学
年

　
1
1
月

「
ブ

ル
タ

ヴ
ァ

」
ア

（
ウ

）
曲

や
演

奏
に

対
す

る
評

価
と

そ
の

根
拠

イ
（
イ

）
音

楽
の

特
徴

と
そ

の
背

景
と

な
る

文
化

や
歴

史

　
1
章

　
光

の
性

質
A

2
①

L
6
．

外
国

の
学

校
と

日
本

の
学

校
①

,③

①
,③

C
2
①

海
外

研
修

に
出

か
け

よ
う

〔
鑑

賞
〕

A
2
①

C
1
①

○
　

保
健

○
栄

養
の

バ
ラ

ン
ス

を
考

え
る

9
月

9
月

A
1
①

B
1
②

月
月

A
2
①

①
,③

①
,②

年
国

語

体
系

表

Ｂ
１

①
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
４

中
世

の
日

本

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

Ａ
１

②
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
３

★
話

し
言

葉
と

書
き

言

葉 （
ＩＣ

レ
コ

ー
ダ

ー
）

体
系

表

Ｂ
１

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

３
・
４

比
例

と
反

比
例

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

等
）

体
系

表

Ｂ
１

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

４

世
界

の
様

々
な

地
域

の
調

査

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

Ａ
２

①
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
３

光
の

性
質

（
Ｐ

Ｃ
/ タ

ブ
レ

ッ
ト

）

体
系

表

Ｂ
１

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

４

世
界

の
様

々
な

地
域

の

調
査

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）
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研究成果物　横断的カリキュラム見取り表

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

・
【
書

】
意

見
文

を
読

み
合

う
第

3
節

 ア
フ

リ
カ

5
章

　
平

面
図

形
L
6
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
5

【
情

景
と

音
楽

Ⅰ
】

フ
チ

ュ
ウ

ブ
ル

美
術

館
を

つ
く

る
〔
鑑

賞
・
表

現
〕

B
1
②

C
1
①

Ｅ
　

球
技

「
サ

ッ
カ

ー
」

B
1
②

○
1
週

間
の

献
立

を
考

え
る

・
【
読

】
故

事
成

語
第

4
節

 北
ア

メ
リ
カ

1
　

図
形

の
移

動
P
ro

je
ｃ
t2

・
四

季
よ

り
「
春

」
　

　
他

Ｇ
　

ダ
ン

ス
「
Y

O
S
A

K
O

Iソ
ー

ラ
ン

」
○

食
品

の
選

び
方

・
【
伝

】
書

写
C

1
①

2
　

基
本

の
作

図
　

2
章

　
音

の
性

質
A

2
①

L
7
. 
マ

ン
ガ

大
好

き

3
　

お
う

ぎ
形

数
学

科
イ

(ウ
)　

基
本

的
な

作
図

や
図

形
の

移
動

を
具

体
的

な
場

面
で

活
用

す
る

こ
と

 理
科

　
第

1
学

年
　

1
0
月

「
身

近
な

物
理

現
象

」
ア

（
ア

）
　

光
の

反
射

・
屈

折
光

の
反

射
や

屈
折

の
実

験
を

行
い

，
光

が
水

や
ガ

ラ
ス

な
ど

の
物

質
の

境
界

面
で

反
射

，
屈

折
す

る
と

き
の

規
則

性
を

見
い

だ
す

こ
と

○
　

保
健

・
【
読

】
説

明
を

比
べ

る
「
言

葉
の

ゆ
れ

を
考

え
る

」
「
電

子
レ

ン
ジ

の
発

想
」

「
花

の
形

に
秘

め
ら

れ
た

ふ
し

ぎ
」

C
1
①

第
5
節

 南
ア

メ
リ
カ

L
7
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
6

Ｇ
　

ダ
ン

ス
「
Y

O
S
A

K
O

Iソ
ー

ラ
ン

」
○

調
理

の
基

礎
技

能
の

習
得

・
【
書

】
芸

術
作

品
の

鑑
賞

文
を

書
く

A
2
①

第
6
節

 オ
セ

ア
ニ

ア
　

3
章

 力
の

は
た

ら
き

優
し

さ
の

形
～

U
D

～
〔
鑑

賞
〕

・
【
言

】
単

語
の

い
ろ

い
ろ

・
【
伝

】
書

写
6
章

　
空

間
図

形
○

　
保

健

1
　

い
ろ

い
ろ

な
立

体
2
　

立
体

の
見

方
と

調
べ

方
3
　

立
体

の
体

積
と

表
面

積

L
8
. 
そ

れ
ぞ

れ
の

冬
休

み

m
o
m

en
t 

b
y 

m
o
m

en
t〔

表
現

〕
・
【
読

】
少

年
の

日
の

思
い

出
C

1
①

第
4
章

 世
界

の
様

々
な

地
域

の
調

査
A

1
②

B
1
①

数
学

科
イ

(ア
)　

空
間

図
形

を
直

線
や

平
面

図
形

の
運

動
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
る

も
の

と
捉

え
た

り
，

空
間

図
形

を
平

面
上

に
表

現
し

て
平

面
上

の
表

現
か

ら
空

間
図

形
の

性
質

を
見

い
だ

し
た

り
す

る
こ

と
美

術
科

　
第

1
学

年
　

1
月

「
m

o
m

e
n
t 

b
y 

m
o
m

e
n
t」

A
表

現
（
2
）
（
3
）
・
B

鑑
賞

　
　

線
材

の
立

体
物

の
構

成
を

考
え

る
こ

と
か

ら
，

空
間

や
量

感
を

意
識

し
た

構
想

を
練

る
こ

と
や

，
回

転
す

る
動

き
に

よ
る

見
え

方
の

違
い

，
美

し
い

空
間

作
り

を
目

指
し

，
創

造
す

る
こ

と
の

意
味

を
見

い
だ

し
て

い
く
こ

と

　
3
章

 力
の

は
た

ら
き

【
発

見
！

日
本

の
魅

力
Ⅰ

～
箏

～
】

A
2
①

①
,③

C
1
①

美
術

科
A

表
現

（
2
）
（
3
）
・
B

鑑
賞

　
　

線
材

の
立

体
物

の
構

成
を

考
え

る
こ

と
か

ら
，

空
間

や
量

感
を

意
識

し
た

構
想

を
練

る
こ

と
や

，
回

転
す

る
動

き
に

よ
る

見
え

方
の

違
い

，
美

し
い

空
間

作
り

を
目

指
し

，
創

造
す

る
こ

と
の

意
味

を
見

い
だ

し
て

い
く
こ

と 数
学

科
　

第
1
学

年
　

1
2
月

「
空

間
図

形
」

イ
(ア

)　
空

間
図

形
を

直
線

や
平

面
図

形
の

運
動

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

る
も

の
と

捉
え

た
り

，
空

間
図

形
を

平
面

上
に

表
現

し
て

平
面

上
の

表
現

か
ら

空
間

図
形

の
性

質
を

見
い

だ
し

た
り

す
る

こ
と

。

B
1
②

Ｇ
　

ダ
ン

ス
「
Y

O
S
A

K
O

Iソ
ー

ラ
ン

」
○

調
理

実
習

Ⅰ
の

準
備

・
六

段
の

調
Ｅ

　
球

技
「
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
」

B
1
②

○
調

理
実

習
Ⅰ

の
実

施

7
章

　
資

料
の

散
ら

ば
り

と
代

表
値

「
大

地
の

成
り

立
ち

と
変

化
」

L
9
. 
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

の
観

光
地

か
ら

○
　

保
健

　
1
章

　
火

山
活

動
と

火
成

岩

1
月

1
月

月

A
2
②

①
,

②
,

③
,④

①
,②

A
2
①

①
,③

C
1
①

月

社
会

科
　

世
界

の
諸

地
域

北
ア

メ
リ

カ
の

地
域

的
特

色
を

大
観

し
理

解
す

る
こ

と
音

楽
科

　
第

2
学

年
　

1
0
月

「
コ

ー
ル

＆
レ

ス
ポ

ン
ス

」
ア

（
ウ

）
音

楽
表

現
の

共
通

性
や

固
有

性
イ

（
イ

）
音

楽
の

特
徴

と
そ

の
背

景
と

な
る

文
化

や
歴

史

・
【
読

】
説

明
を

比
べ

る
「
言

葉
の

ゆ
れ

を
考

え
る

」
「
電

子
レ

ン
ジ

の
発

想
」

「
花

の
形

に
秘

め
ら

れ
た

ふ
し

ぎ
」

月

A
1
①

A
2
①

A
3
②

①
,③

C
2
①

月

A
2
①

②
,

③

①
,

②
,

③
,④

①
,②

○
食

品
の

保
存

と
食

品
添

加
物

A
1
①

A
2
①

A
3
②

①
,③

C
2
①

体
系

表

Ｂ
１

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

４

世
界

の
様

々
な

地
域

の
調

査

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

Ｂ
１

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

３
・
４

Ｃ
１

①
②

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

３
・
４

平
面

図
形

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

等
）

体
系

表

Ｂ
１

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

３
・
４

Ｃ
１

①
②

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

３
・
４

空
間

図
形

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

等
）

体
系

表

Ｂ
１

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

３

m
om

en
t b

y 
m

om
en

t
（
タ

ブ
レ

ッ
ト

）
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

・
【
読

】
少

年
の

日
の

思
い

出
C

1
①

第
4
章

 近
世

の
日

本
C

1
①

1
　

資
料

の
分

析
L
9
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
7

【
表

現
力

を
高

め
よ

う
Ⅰ

】
Ｅ

　
球

技
「
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
」

B
1
②

○
調

理
実

習
Ⅱ

の
準

備

・
【
読

】
四

季
の

詩
第

1
節

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
人

の
来

航
の

背
景

と
2
　

資
料

の
活

用
P
ro

je
ｃ
t3

・
君

を
忘

れ
な

い
○

調
理

実
習

Ⅱ
の

実
施

・
【
言

】
熟

語
の

構
成

影
響

，
織

田
・
豊

臣
の

統
一

事
業

3
　

近
似

値
と

有
効

数
字

A
2
①

　
2
章

　
地

震
と

大
地

の
変

化
英

語
科

（
4
）
話

す
こ

と
〔
発

表
〕
　

イ
　

日
常

的
な

話
題

に
つ

い
て

，
事

実
や

自
分

の
考

え
，

気
持

ち
な

ど
を

整
理

し
，

簡
単

 な
語

句
や

文
を

用
い

て
ま

と
ま

り
の

あ
る

内
容

を
話

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
国

語
科

　
第

1
学

年
1
0
月

　
「
フ

リ
ッ

プ
を

用
い

て
お

気
に

入
り

の
古

典
を

紹
介

す
る

」
話

す
こ

と
（
1
）
ウ

 相
手

の
反

応
を

踏
ま

え
な

が
ら

，
自

分
の

考
え

が
分

か
り

や
す

く
伝

わ
る

よ
う

に
 表

現
を

工
夫

す
る

こ
と

。

・
蛍

の
光

し
り

と
り

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ
ン

〔
表

現
・
鑑

賞
〕

A
1
②

A
2
①

○
自

分
の

弁
当

を
考

え
る

・
【
言

】
漢

字
の

広
場

3
漢

字
の

音
と

訓
・
【
読

】
読

書
「
蜘

蛛
の

糸
」

・
【
書

】
読

書
記

録
を

書
く

・
【
話

・
聞

】
ア

イ
デ

ィ
ア

を
出

し
て

話
し

合
う

B
1
①

C
1
②

数
学

科
イ

(ア
)　

目
的

に
応

じ
て

デ
ー

タ
を

収
集

し
て

分
析

し
，

そ
の

デ
ー

タ
の

分
布

の
傾

向
を

読
み

取
り

，
批

判
的

に
考

察
し

判
断

す
る

こ
と

体
育

科
　

第
2
学

年
　

4
月

「
体

つ
く
り

運
動

」
○

　
運

動
　

イ
実

生
活

に
生

か
す

運
動

の
計

画
　

新
体

力
テ

ス
ト

な
ど

の
測

定
結

果
を

目
的

に
応

じ
て

デ
ー

タ
を

収
集

，
分

析
し

，
そ

の
デ

ー
タ

を
も

と
に

調
和

の
と

れ
た

体
力

の
向

上
を

図
っ

た
り

，
必

要
と

さ
れ

る
体

の
動

き
を

高
め

た
り

す
る

た
め

に
，

効
率

の
よ

い
組

合
せ

や
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

組
合

せ
で

運
動

の
計

画
を

立
て

て
取

り
組

む

C
1
①

○
1
年

生
の

総
復

習
○

　
保

健

・
【
話

・
聞

】
ア

イ
デ

ィ
ア

を
出

し
て

話
し

合
う

C
1
②

第
2
節

 江
戸

幕
府

の
政

治
の

特
色

　
2
章

　
地

震
と

大
地

の
変

化
【
ア

ジ
ア

に
お

け
る

日
本

の
魅

力
】

・
日

本
の

民
謡

A
2
①

①
,③

C
1
①

Ｅ
　

球
技

「
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
」

B
1
②

○
調

理
実

習
Ⅲ

の
計

画

音
楽

科
鑑

賞
ア

（
ウ

）
音

楽
表

現
の

共
通

性
や

固
有

性
。

イ
（
ウ

）
ア

ジ
ア

地
域

の
諸

民
族

の
音

楽
の

特
徴

と
多

様
性

社
会

科
　

1
年

世
界

の
諸

地
域

・
2
年

日
本

の
諸

地
域

ア
ジ

ア
の

地
域

的
特

色
を

大
観

し
理

解
す

る
こ

と

日
本

の
諸

地
域

の
地

域
的

特
色

を
捉

え
る

学
習

を
通

し
て

地
理

的
認

識
を

深
め

る
こ

と

・
【
書

】
図

表
を

用
い

て
報

告
文

を
書

く
A

2
①

一
年

間
の

ま
と

め
【
日

本
の

調
べ

を
味

わ
っ

て
Ⅰ

】
描

く
を

描
く

〔
表

現
〕

B
1
②

○
調

理
実

習
Ⅲ

の
実

施

　
3
章

　
大

地
の

歴
史

の
地

層
・
箏

を
用

い
た

旋
律

創
作

○
ま

と
め

2
月

2
月

A
1
①

①
,

③
,④

C
1
②

3
月

3
月

A
2
①

①
,③

①
,②

年
年

保
健

体
育

体
系

表 ３

Ａ
１

①
・
Ａ

２
①

Ｐ
ｒｏ

ｊｅ
ｃ
ｔ３

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

Ａ
２

①
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
３

資
料

の
分

析
と

整
理

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

等
）

体
系

表 ３

Ｂ
１

Ｃ
１

②

ア
ジ

ア
に

お
け

る
日

本
の

魅
力

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）
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研究成果物　横断的カリキュラム見取り表

　

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

2
　

　
　

年
情

活
2
　

　
　

年
情

活
2
　

　
　

年
情

活
2
　

　
　

年
情

活
2
　

　
　

年
情

活
2
　

　
　

年
情

活
2
　

　
　

年
情

活
2
　

　
　

　
年

情
活

2
　

　
　

年
情

活

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

第
3
節

 産
業

や
交

通
の

発
達

・
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

「
動

物
の

世
界

と
生

物
の

変
遷

」
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

【
情

景
を

思
い

浮
か

べ
な

が
ら

Ⅰ
】

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

〔
鑑

賞
〕

A
2
①

A
3
②

○
　

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

○
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・
【
話

・
聞

・
書

】
少

年
の

主
張

ｉｎ
附

中
A

2
①

第
4
節

 幕
府

政
治

の
行

き
詰

ま
り

1
章

　
式

の
計

算
1
章

　
生

物
の

細
胞

と
個

体
L
1
. 
S
p
ri

n
g 

V
aｃ

at
io

n
 i
n

・
春

に
Ｈ

　
体

育
理

論
A

　
体

つ
く

り
運

動
Ａ

２
①

○
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

基
本

Ⅰ

・
【
言

】
方

言
と

共
通

語
新

し
い

学
問

・
思

想
1
　

式
の

計
算

L
1
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
1

・
夏

の
日

の
贈

り
物

身
に

付
け

た
い

デ
ザ

イ
ン

〔
表

現
・
鑑

賞
〕

A
2
①

B
1
①

○
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

基
本

Ⅱ

・
【
読

】
季

節
を

う
た

う
C

1
①

2
　

文
字

式
の

利
用

・
【
読

】
「
夏

の
葬

列
」

B
1
②

2
章

　
動

物
の

行
動

の
し

く
み

・
【
読

】
「
夏

の
葬

列
」

B
1
②

第
2
編

 日
本

の
様

々
な

地
域

L
2
. 
S
o
ｃ
ｃ
er

 R
o
b
o
t

【
モ

チ
ー

フ
と

音
楽

】
・
交

響
曲

第
5
番

ハ
短

調
か

ら
Ｈ

　
体

育
理

論
○

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
利

用

社
会

科
ア

(イ
)　

我
が

国
の

国
土

の
位

置
，

世
界

各
地

と
の

時
差

，
領

域
の

範
囲

や
変

化
や

そ
の

特
色

な
ど

を
基

に
，

日
本

の
地

域
構

成
を

大
観

し
，

理
解

す
る

こ
と 数

学
科

　
第

1
学

年
　

4
月

「
正

の
数

，
負

の
数

」
ア

(ウ
)　

具
体

的
な

場
面

で
正

の
数

と
負

の
数

を
用

い
て

表
し

た
り

す
る

こ
と

イ
(イ

)　
正

の
数

と
負

の
数

を
具

体
的

な
場

面
で

活
用

す
る

こ
と

音
楽

科
鑑

賞
ア

（
ア

）
曲

や
演

奏
に

た
い

す
る

評
価

と
そ

の
根

拠
。

イ
（
ア

）
曲

想
と

音
楽

の
構

造
と

の
関

わ
り

国
語

科
　

1
年

芸
術

作
品

の
鑑

賞
文

を
書

く
根

拠
を

明
確

に
し

な
が

ら
，

自
分

の
考

え
が

伝
わ

る
文

章
に

な
る

よ
う

に
工

夫
す

る

・
【
言

】
活

用
の

な
い

自
立

語
第

1
章

 日
本

の
地

域
構

成
L
2
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
2

A
　

体
つ

く
り

運
動

○
フ

ァ
イ

ル
管

理
の

方
法

・
【
言

】
漢

字
の

広
場

1
第

2
章

 世
界

と
比

べ
た

日
本

の
地

域
的

特
色

【
作

曲
家

を
目

指
し

て
Ⅰ

～
お

菓
子

の
Ｃ

Ｍ
～

】
絵

を
読

み
解

く
〔
鑑

賞
〕

Ｇ
　

ダ
ン

ス
「
H

ip
　

H
o
p
」

○
ワ

ー
プ

ロ
の

基
本

操
作

・
【
書

】
新

聞
投

書
記

事
を

書
く

第
1
節

 自
然

環
境

2
章

　
連

立
方

程
式

A
2
①

・
お

菓
子

の
Ｃ

Ｍ
づ

く
り

○
　

保
健

・
【
読

】
随

筆
の

味
わ

い
「
枕

草
子

」
「
徒

然
草

」
数

学
科

イ
(イ

)　
連

立
二

元
一

次
方

程
式

を
具

体
的

な
場

面
で

活
用

す
る

こ
と

理
科

　
第

1
学

年
　

6
月

　
「
身

の
ま

わ
り

の
物

質
」

イ
　

水
溶

液
（
ア

）
　

物
質

の
溶

解
 　

物
質

が
水

に
溶

け
る

様
子

の
観

察
を

行
い

，
水

溶
液

の
中

で
は

溶
質

が
均

一
に

分
散

し
て

い
る

こ
と

を
見

い
だ

す
こ

と

B
1
③

○
自

己
紹

介
カ

ー
ド

制
作

第
2
学

年
　

横
断

的
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
見

取
り

表

4
月

4
月

5
月

①
,

②
,

③
,④

①
,②

A
2
①

①
,③

5
月

A
1
①

A
2
①

B
1
②

①
,②

体
育

科
　

「
体

つ
く
り

運
動

」
○

　
運

動
　

イ
実

生
活

に
生

か
す

運
動

の
計

画
　

新
体

力
テ

ス
ト

な
ど

の
測

定
結

果
を

目
的

に
応

じ
て

デ
ー

タ
を

収
集

，
分

析
し

，
そ

の
デ

ー
タ

を
も

と
に

調
和

の
と

れ
た

体
力

の
向

上
を

図
っ

た
り

，
必

要
と

さ
れ

る
体

の
動

き
を

高
め

た
り

す
る

た
め

に
，

効
率

の
よ

い
組

合
せ

や
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

組
合

せ
で

運
動

の
計

画
を

立
て

て
取

り
組

む
。

数
学

科
イ

(ア
)　

目
的

に
応

じ
て

デ
ー

タ
を

収
集

し
て

分
析

し
，

そ
の

デ
ー

タ
の

分
布

の
傾

向
を

読
み

取
り

，
批

判
的

に
考

察
し

判
断

す
る

こ
と

。

年
数

学

年
国

語
年

数
学

年
理

科

体
系

表

Ａ
２

①

体
つ

く
り

運
動

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

Ａ
３

①

３

世
界

と
比

べ
た

日
本

の 地
域

的
特

色

（
地

域
間

の
結

び
つ

き
）

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

２
①

４

鑑
賞

（
）

体
系

表 ４

Ｂ
１

連
立

方
程

式

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

・
【
言

】
話

し
言

葉
と

書
き

言
葉

A
1
②

第
2
節

 人
口

B
1
①

1
　

連
立

方
程

式
と

そ
の

解
き

方
　

3
章

　
動

物
の

生
命

維
持

の
し

く
み

L
3
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
3

Ｇ
　

ダ
ン

ス
「
H

ip
　

H
o
p
」

○
オ

リ
ジ

ナ
ル

名
刺

の
製

作

・
【
読

】
タ

オ
ル

第
3
節

 資
源

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
産

業
2
　

連
立

方
程

式
の

利
用

　
4
章

　
動

物
の

な
か

ま
A

2
①

P
ro

je
ｃ
t1

○
エ

ク
セ

ル
の

基
本

操
作

・
【
伝

】
書

写
3
章

　
1
次

関
数

　
5
章

　
生

物
の

変
遷

【
役

割
を

生
か

し
て

Ⅱ
】

・
春

に
　

他
・
ラ

ヴ
ァ

ー
ズ

・
コ

ン
チ

ェ
ル

ト
他

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

持
ち

歩
こ

う
〔
表

現
〕

○
エ

ク
セ

ル
の

応
用

操
作

・
【
読

】
近

代
の

短
歌

B
1
②

ｃ
o
n
ve

rs
at

io
n
 T

ip
s2

A
1
①

C
1
①

○
　

保
健

・
【
読

】
近

代
の

短
歌

B
1
②

第
4
節

 地
域

間
の

結
び

つ
き

A
3
①

1
　

1
次

関
数

「
化

学
変

化
と

原
子

分
子

」
Ｅ

　
球

技
「
テ

ィ
ー

ボ
ー

ル
」

○
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
の

構
成

・
【
読

】
ガ

イ
ア

の
知

性
2
　

1
次

関
数

と
方

程
式

　
1
章

　
分

解
と

化
合

○
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

の
世

界

・
【
言

】
漢

字
の

広
場

2
・
【
書

】
写

真
か

ら
物

語
創

作
す

る
3
　

1
次

関
数

の
利

用
フ

ァ
イ

ン
ダ

ー
を

覗
い

て
〔
表

現
〕

A
1
①

○
　

保
健

・
【
書

】
写

真
か

ら
物

語
創

作
す

る
第

5
章

 近
代

の
日

本
と

世
界

A
3
①

　
2
章

　
物

質
の

成
り

立
ち

【
発

見
！

日
本

の
魅

力
Ⅱ

～
郷

土
の

芸
能

～
】

一
歩

を
踏

み
出

す
靴

〔
表

現
・
鑑

賞
〕

Ｅ
　

球
技

「
テ

ィ
ー

ボ
ー

ル
」

○
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・
【
読

】
平

家
物

語
・
論

語
第

1
節

 欧
米

諸
国

の
近

代
化

と
ア

ジ
ア

進
出

・
長

崎
く

ん
ち

　
　

他
○

家
族

と
わ

た
し

・
【
伝

】
書

写
○

　
保

健

英
語

科
「
W

ri
ti
n
g 

T
ip

s」
（
5
）
書

く
こ

と
　

イ
　

日
常

的
な

話
題

に
つ

い
て

，
事

実
や

自
分

の
考

え
，

気
持

ち
な

ど
を

整
理

し
，

簡
単

な
語

句
や

文
を

用
い

て
ま

と
ま

り
の

あ
る

文
章

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
国

語
科

　
第

2
学

年
1
0
月

【
書

】
お

礼
の

手
紙

を
書

く
書

く
こ

と
（
1
）
ウ

根
拠

の
適

切
さ

を
考

え
て

説
明

や
具

体
例

を
加

え
た

り
，

表
現

の
効

果
を

考
え

て
描

写
し

た
り

す
る

な
ど

，
自

分
の

考
え

が
伝

わ
る

文
章

に
な

る
よ

う
に

工
夫

す
る

こ
と

。

音
楽

科
鑑

賞
ア

（
ウ

）
音

楽
表

現
の

共
通

性
や

固
有

性
イ

（
ウ

）
郷

土
の

伝
統

音
楽

の
特

徴

社
会

科
　

2
年

日
本

の
諸

地
域

日
本

の
諸

地
域

の
地

域
的

特
色

を
捉

え
る

学
習

を
通

し
て

地
理

的
認

識
を

深
め

る
こ

と

・
【
読

】
平

家
物

語
・
論

語
第

2
節

 開
国

と
明

治
維

新
4
章

　
平

行
と

合
同

3
章

　
酸

化
と

還
元

【
心

を
ひ

と
つ

に
】

Ｅ
　

球
技

「
テ

ィ
ー

ボ
ー

ル
」

○
幼

児
の

遊
び

を
体

験
す

る

・
【
伝

】
書

写
第

3
節

 立
憲

性
国

家
の

成
立

，
国

際
的

地
位

の
向

上
1
　

説
明

の
し

く
み

L
5
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
4

・
自

由
曲

　
　

他
C

　
陸

上
競

技
「
走

り
高

跳
び

」
B

1
②

○
お

も
ち

ゃ
づ

く
り

に
挑

戦

・
【
読

】
「
日

本
の

花
火

の
楽

し
み

」
A

2
①

第
4
節

 近
代

産
業

の
発

展
，

近
代

文
化

の
形

成
2
　

平
行

線
と

角
4
章

　
化

学
変

化
と

物
質

の
質

量
A

2
①

動
き

を
4
コ

マ
で

〔
鑑

賞
・
表

現
〕

②
,③

○
　

保
健

○
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
し

た
お

も
ち

ゃ

・
【
読

】
「
日

本
の

花
火

の
楽

し
み

」
A

2
①

第
3
編

 日
本

の
諸

地
域

B
1
①

3
　

合
同

な
図

形
【
コ

ー
ル

＆
レ

ス
ポ

ン
ス

】
C

　
陸

上
競

技
「
走

り
高

跳
び

」
B

1
②

○
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
し

た
お

も
ち

ゃ

・
【
読

】
メ

デ
ィ

ア
・
物

語
を

読
み

解
く

C
2
②

第
1
節

 自
然

環
境

を
中

核
と

し
た

考
察

4
章

　
化

学
変

化
と

物
質

の
質

量
L
6
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
5

・
ブ

ル
ー

ス
音

階
に

よ
る

即
興

演
奏

B
　

器
械

運
動

「
跳

び
箱

運
動

」
B

1
②

社
会

科
（
3
）
日

本
の

諸
地

域
自

然
条

件
の

成
立

条
件

を
，

地
域

の
広

が
り

や
地

域
内

の
結

び
付

き
，

人
々

の
対

応
な

ど
に

着
目

し
て

，
他

の
事

象
や

そ
こ

で
生

ず
る

課
題

と
有

機
的

に
関

連
付

け
て

多
面

的
・
多

角
的

に
考

察
す

る
こ

と
理

科
　

第
3
学

年
　

第
2
分

野
（
エ

）
自

然
の

恵
み

と
気

象
災

害 気
象

現
象

が
も

た
ら

す
恵

み
と

気
象

災
害

に
つ

い
て

調
べ

，
こ

れ
ら

を
天

気
の

変
化

や
日

本
の

気
象

と
関

連
付

け
て

理
解

す
る

こ
と

音
楽

科
ア

（
ウ

）
音

楽
表

現
の

共
通

性
や

固
有

性
イ

（
イ

）
音

楽
の

特
徴

と
そ

の
背

景
と

な
る

文
化

や
歴

史

社
会

科
　

1
年

世
界

の
諸

地
域

北
ア

メ
リ

カ
の

地
域

的
特

色
を

大
観

し
理

解
す

る
こ

と

月

A
2
①

①
,

②
,③

①
,②

月

9
月

A
2
②

B
1
①

,
②

,③
,

④ C
1
①

,
②

9
月

A
1
①

B
1
①

6
月

①
,

②
,

③
,④

①
,②

6
月

A
2
①

①
,

②
,③

A
2
①

①
,③

C
1
①

7
月

A
2
①

①
,

②
,

③
,④

①
,②

7
月

8
月

A
2
①

B
1
②

C
1
②

8
月

A
2
①

①
,③

C
1
①

A
2
①

①
,

③
,④

C
1
②

○
成

長
の

過
程

○
幼

児
の

遊
び

と
発

達
す

る
能

力

年
理

科

年
社

会

体
系

表

A2
①

ST
EP

3
「

W
rit

in
g 

Ti
ps

」

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

／
TV

or
ス

ク
リ

ー
ン

）

体
系

表

Ａ
２

①

Ｂ
１

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

４

発
見

！
日

本
の

魅
力
Ⅱ

～
郷

土
の

芸
能

～

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

Ａ
２

①
Ｂ

１
①

Ｃ
１

②

４

コ
ー

ル
＆

レ
ス

ポ
ン

ス

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

Ａ
３

①

世
界

と
比

べ
た

日
本

の

地
域

的
特

色

（
地

域
間

の
結

び
つ

き
）

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）
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研究成果物　横断的カリキュラム見取り表

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

・
【
書

】
お

礼
の

手
紙

を
書

く
第

2
節

 環
境

問
題

や
環

境
保

全
を

中
核

と
し

た
考

察
「
気

象
と

そ
の

変
化

」
P
ro

je
ｃ
t2

A
2
①

B
1
③

m
o
d
er

n
 k

ak
ej

ik
u
〔
表

現
〕

国
語

科
書

く
こ

と
（
1
）
ウ

根
拠

の
適

切
さ

を
考

え
て

説
明

や
具

体
例

を
加

え
た

り
，

表
現

の
効

果
を

考
え

て
描

写
し

た
り

す
る

な
ど

，
自

分
の

考
え

が
伝

わ
る

文
章

に
な

る
よ

う
に

工
夫

す
る

こ
と

。
英

語
科

　
第

2
学

年
8
月

「
W

ri
ti
n
g 

T
ip

s」
（
5
）
書

く
こ

と
　

イ
　

日
常

的
な

話
題

に
つ

い
て

，
事

実
や

自
分

の
考

え
，

気
持

ち
な

ど
を

整
理

し
，

簡
単

な
語

句
や

文
を

用
い

て
ま

と
ま

り
の

あ
る

文
章

を
書

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
　

社
会

科
日

本
の

諸
地

域
の

地
域

的
特

色
を

捉
え

る
学

習
を

通
し

て
地

理
的

認
識

を
深

め
る

こ
と

音
楽

科
　

第
2
学

年
　

8
月

「
長

崎
く
ん

ち
」

鑑
賞

ア
（
ウ

）
音

楽
表

現
の

共
通

性
や

固
有

性
イ

（
ウ

）
郷

土
の

伝
統

音
楽

の
特

徴

A
1
①

①
,②

・
【
読

】
「
水

の
山

　
富

士
山

」
5
章

　
三

角
形

と
四

角
形

　
1
章

　
空

気
中

の
水

の
変

化
A

2
①

・
【
伝

】
書

写
○

　
保

健

・
【
言

】
日

本
語

の
語

彙
第

3
節

 人
口

や
都

市
・
村

落
を

中
心

と
し

た
考

察
1
　

三
角

形
　

2
章

　
天

気
の

変
化

B
1
③

【
情

景
と

音
楽

Ⅱ
】

B
　

器
械

運
動

「
跳

び
箱

運
動

」
B

1
②

○
簡

単
な

画
像

処
理

・
【
読

】
「
学

ぶ
力

」
C

1
②

2
　

平
行

四
辺

形
・
ブ

ル
タ

ヴ
ァ

Ｅ
　

球
技

「
バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル

」
B

1
②

○
ま

と
め

・
【
話

・
聞

】
友

達
と

意
見

を
伝

え
合

う
。

デ
ィ

ベ
ー

ト
1

B
1
①

第
4
節

 歴
史

的
背

景
を

中
心

と
し

た
考

察
　

3
章

　
大

気
の

動
き

と
日

本
の

気
象

A
2
①

C
1
①

A
2
①

①
,

②
,③

C
1
①

音
楽

科
ア

（
ウ

）
曲

や
演

奏
に

対
す

る
評

価
と

そ
の

根
拠

イ
（
イ

）
音

楽
の

特
徴

と
そ

の
背

景
と

な
る

文
化

や
歴

史
社

会
　

1
年

世
界

の
諸

地
域

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

地
域

的
特

色
を

大
観

し
理

解
す

る
こ

と
国

語
科

　
B

　
書

く
こ

と
根

拠
を

明
確

に
し

な
が

ら
，

自
分

の
考

え
が

伝
わ

る
文

章
に

な
る

よ
う

に
工

夫
す

る

絵
巻

物
の

世
界

〔
鑑

賞
〕

A
2
①

○
幼

児
の

お
や

つ

・
【
書

】
意

見
文

を
読

み
合

う
【
表

現
力

を
高

め
よ

う
Ⅱ

】
・
【
伝

】
書

写
・
こ

の
地

球
の

ど
こ

か
で

○
　

保
健

・
【
書

】
意

見
文

を
読

み
合

う
第

5
節

 産
業

を
中

心
と

し
た

考
察

　
3
章

　
大

気
の

動
き

と
日

本
の

気
象

L
7
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
6

【
絵

画
と

音
楽

】
p
ea

ｃ
e 

p
ie

ｃ
e 

d
o
o
r〔

表
現

〕
A

2
①

B
1
①

Ｅ
　

球
技

「
バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル

」
B

1
②

○
お

や
つ

づ
く

り
に

挑
戦

・
【
言

】
敬

語
B

1
③

・
展

覧
会

の
絵

○
幼

児
と

の
か

か
わ

り
方

・
【
書

】
四

コ
マ

漫
画

か
ら

意
見

文
を

書
く

・
【
読

】
「
走

れ
メ

ロ
ス

」

C
1
①

「
電

気
の

世
界

」
音

楽
科

鑑
賞

ア
（
ア

）
曲

や
演

奏
に

た
い

す
る

評
価

と
そ

の
根

拠
。

イ
（
ア

）
曲

想
と

音
楽

の
構

造
と

の
関

わ
り

国
語

科
　

B
　

書
く
こ

と
根

拠
を

明
確

に
し

な
が

ら
，

自
分

の
考

え
が

伝
わ

る
文

章
に

な
る

よ
う

に
工

夫
す

る

ゲ
ル

ニ
カ

が
伝

え
る

こ
と

〔
鑑

賞
〕

A
1
②

B
1
②

C
1
①

○
　

保
健

○
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

○
賢

い
消

費
者

と
は

月

A
2
①

B
1
①

C
1
①

月

月
月

A
2
①

C
1
①

A
2
①

①
,③

C
1
①

月
月

A
2
②

①
,

②
,

③
,④

①
,②

年
社

会

体
系

表

Ａ
２

①

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な

が
ら

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

Ａ
２

①
Ｂ

１
Ｃ

１
②

４

絵
画

と
音

楽

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

Ｂ
１

③
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
３

言
葉

と
書

き
言

葉

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

A
2
①

第
6
節

 他
地

域
と

の
結

び
つ

き
を

中
心

と
し

た
考

察
　

1
章

　
静

電
気

と
電

流
Ｅ

　
球

技
「
バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル

」
B

1
②

○
消

費
生

活
の

流
れ

　
　

2
章

　
電

流
と

電
圧

A
2
①

L
8
. 
T

as
k 

&
 英

語
の

し
く

み
7

A
2
①

B
1
①

花
を

贈
る

〔
表

現
〕

Ｆ
　

武
道

「
柔

道
」

B
1
②

○
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

6
章

　
確

率
A

2
①

理
科

ア
　
電
流

（
ア
）
　
回
路
と
電
流
・
電
圧

回
路
を
つ
く
り
，
回
路
の
電
流

や
電
圧
を
測
定
す
る
実
験
を

行
い
，
回
路
の
各
点
を
流
れ
る

電
流
や
各
部
に
加
わ
る
電
圧

に
つ
い
て
の
規
則
性
を
見
い

だ
す
こ
と

（
イ
）
　
電
流
・
電
圧
と
抵
抗

金
属
線
に
加
わ
る
電
圧
と
電

流
を
測
定
す
る
実
験
を
行
い
，

電
圧
と
電
流
の
関
係
を
見
い

だ
す
と
と
も
に
金
属
線
に
は
電

気
抵
抗
が
あ
る
こ
と
を
見
い
だ

す
こ
と

数
学
科
　
第
1
学
年
　
7
月
「
方

程
式
」

イ
(イ
)　
一
元
一
次
方
程
式
を

具
体
的
な
場
面
で
活
用
す
る

こ
と

○
　

保
健

○
賢

い
消

費
者

と
は

・
【
言

】
活

用
の

あ
る

自
立

語
第

7
節

 生
活

・
文

化
を

中
心

と
し

た
考

察
1
　

確
率

　
2
章

　
電

流
と

電
圧

A
2
①

P
ro

je
ｃ
t3

Ｆ
　

武
道

「
柔

道
」

B
1
②

○
消

費
生

活
の

流
れ

○
消

費
者

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

・
【
読

】
読

書
「
坊

っ
ち

ゃ
ん

」
B

1
①

社
会
科
　
日
本
の
諸
地
域

日
本
の
諸
地
域
の
地
域
的
特

色
を
捉
え
る
学
習
を
通
し
て
地

理
的
認
識
を
深
め
る
こ
と

音
楽
科
　
第
1
学
年
　
3
月

「
日
本
の
民
謡
」

鑑
賞

ア
（
ウ
）
音
楽
表
現
の
共
通
性

や
固
有
性
。

イ
（
ウ
）
ア
ジ
ア
地
域
の
諸
民

族
の
音
楽
の
特
徴
と
多
様
性

【
日

本
の

調
べ

を
味

わ
っ

て
Ⅱ

】
A

2
①

B
1
①

①
,②

光
を

美
し

く
透

か
す

ラ
ン

プ
シ

ェ
ー

ド
〔
表

現
〕

①
,

②
,③

○
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

・
【
言

】
漢

字
の

広
場

2
　

3
章

　
電

流
と

磁
界

・
箏

を
用

い
た

旋
律

創
作

○
　

保
健

○
環

境
に

優
し

い
生

活

・
【
話

・
聞

】
話

を
聞

い
て

自
分

の
考

え
と

比
べ

る
○

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

光
と

影

・
【
話

・
聞

】
話

を
聞

い
て

自
分

の
考

え
と

比
べ

る
第

4
編

 身
近

な
地

域
の

調
査

B
1
①

○
2
年

生
の

総
復

習
命

と
人

々
の

暮
ら

し
〔
鑑

賞
〕

B
1
②

Ｆ
　

武
道

「
柔

道
」

○
わ

た
し

た
ち

と
衣

生
活

・
【
言

】
付

属
語

○
衣

服
の

着
こ

な
し

一
年

間
の

ま
と

め

○
衣

服
の

購
入

と
保

管
の

仕
方

3
月

3
月

1
月

・
【
書

】
四

コ
マ

漫
画

か
ら

意
見

文
を

書
く

1
月

A
2
①

②
,③

2
月

A
2
①

①
,③

C
1
②

2
月

年
音
楽

年
数
学

体
系
表

Ａ
２
①
、
Ｂ
１

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

電
流
と
電
圧

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
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研究成果物　横断的カリキュラム見取り表

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

3
　

　
　

年
情

活
3
　

　
　

年
情

活
3
　

　
　

年
情

活
3
　

　
　

年
情

活
3
　

　
　

年
情

活
3
　

　
　

年
情

活
3
　

　
　

年
情

活
3
　

　
　

　
年

情
活

3
　

　
　

年
情

活

第
7
章

 二
度

の
世

界
大

戦
と

日
本

・
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

「
生

物
の

連
続

性
」

オ
リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

【
情

景
を

思
い

浮
か

べ
な

が
ら

Ⅱ
】

オ
リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

〔
鑑

賞
〕

○
　

オ
リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

○
ア

イ
ロ

ン
が

け
の

練
習

・
【
話

・
聞

・
書

】
少

年
の

主
張

ｉｎ
附

中
A

2
①

第
1
節

 第
一

次
世

界
大

戦
と

民
族

独
立

の
動

き
B

1
①

1
章

　
式

の
計

算
　

1
章

　
生

物
の

成
長

L
1
. 
K

en
ta

’
s 

H
o
m

es
ta

y
・
Ｈ

ｅ
aｒ

ｔ　
＆

　
Ｈ

ｅ
aｒ

ｔ
Ｈ

　
体

育
理

論
A

　
体

つ
く

り
運

動
○

基
礎

縫
い

の
練

習

国
語

科
話

す
こ

と
（
1
）
エ

必
要

に
応

じ
て

記
録

し
た

り
質

問
し

た
り

し
な

が
ら

話
の

内
容

を
捉

え
，

共
通

点
や

相
違

 点
な

ど
を

踏
ま

え
て

，
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
。

英
語

科
　

第
3
学

年
1
1
月

「
L
e
ss

o
n
 6

 W
h
y 

d
o
 Y

o
u

H
av

e
 t

o
 W

o
rk

?」
（
4
）
話

す
こ

と
〔
発

表
〕
　

ウ
社

会
的

な
話

題
に

関
し

て
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
こ

と
に

つ
い

て
，

考
え

た
こ

と
 や

感
じ

た
こ

と
，

そ
の

理
由

な
ど

を
，

簡
単

な
語

句
や

文
を

用
い

て
話

す
こ

と
が

で
き

 る
よ

う
に

す
る

。

体
育

科
　

第
1
学

年
　

4
月

「
体

つ
く
り

運
動

」
○

　
運

動
　

イ
実

生
活

に
生

か
す

運
動

の
計

画
　

新
体

力
テ

ス
ト

な
ど

の
測

定
結

果
を

目
的

に
応

じ
て

デ
ー

タ
を

収
集

，
分

析
し

，
そ

の
デ

ー
タ

を
も

と
に

調
和

の
と

れ
た

体
力

の
向

上
を

図
っ

た
り

，
必

要
と

さ
れ

る
体

の
動

き
を

高
め

た
り

す
る

た
め

に
，

効
率

の
よ

い
組

合
せ

や
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

組
合

せ
で

運
動

の
計

画
を

立
て

て
取

り
組

む
。

数
学

科
イ

(ア
)　

目
的

に
応

じ
て

デ
ー

タ
を

収
集

し
て

分
析

し
，

そ
の

デ
ー

タ
の

分
布

の
傾

向
を

読
み

取
り

，
批

判
的

に
考

察
し

判
断

す
る

こ
と

。

・
【
読

】
批

評
「
春

に
」
・
「
未

知
へ

」
C

1
①

第
2
節

 大
正

デ
モ

ク
ラ

シ
ー

1
　

多
項

式
の

計
算

学
校

を
異

空
間

に
〔
表

現
・
鑑

賞
〕

2
　

因
数

分
解

　
2
章

　
生

物
の

殖
え

方

・
【
読

】
「
立

っ
て

く
る

春
」

第
3
節

 恐
慌

か
ら

戦
争

へ
A

3
①

3
　

式
の

計
算

の
利

用
【
音

に
込

め
ら

れ
た

思
い

】
A

　
体

つ
く

り
運

動
○

基
礎

縫
い

の
練

習

・
【
読

】
「
私

」
A

3
②

第
4
節

 第
二

次
世

界
大

戦
と

日
本

の
敗

戦
A

3
①

　
3
章

　
遺

伝
の

規
則

性
・
ア

ラ
ン

フ
ェ

ス
協

奏
曲

Ｈ
　

体
育

理
論

○
ブ

ッ
ク

カ
バ

ー
の

製
作

・
【
書

】
広

告
を

批
評

す
る

B
1
③

第
8
章

 現
代

の
日

本
と

世
界

音
楽

科
ア

（
ウ

）
曲

や
演

奏
に

対
す

る
評

価
と

そ
の

根
拠

イ
（
イ

）
音

楽
の

特
徴

と
そ

の
背

景
と

な
る

文
化

や
歴

史
社

会
　

1
年

世
界

の
諸

地
域

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

地
域

的
特

色
を

大
観

し
理

解
す

る
こ

と
国

語
科

　
B

　
書

く
こ

と
根

拠
を

明
確

に
し

な
が

ら
，

自
分

の
考

え
が

伝
わ

る
文

章
に

な
る

よ
う

に
工

夫
す

る

ア
ン

ト
ニ

ガ
ウ

デ
ィ

の
世

界
〔
鑑

賞
〕

B
1
②

C
　

陸
上

競
技

「
ハ

ー
ド

ル
走

」
B

1
②

・
【
伝

】
書

写
第

1
節

 第
二

次
世

界
大

戦
後

の
民

主
化

と
再

建
「
化

学
変

化
と

イ
オ

ン
」

A
2
①

L
2
. 
a 

S
ｃ
h
o
o
l 
T

ri
p
 t

o
 K

yo
to

Ａ
1
②

第
2
節

 世
界

の
多

極
化

と
日

本

・
【
言

】
漢

字
の

広
場

1
呉

音
・
漢

音
・
唐

音
第

3
節

 冷
戦

の
終

結
と

こ
れ

か
ら

の
日

本
A

3
①

2
章

　
平

方
根

　
1
章

　
水

溶
液

と
イ

オ
ン

【
作

曲
家

を
目

指
し

て
Ⅱ

～
学

校
C

Ｍ
～

】
C

　
陸

上
競

技
「
ハ

ー
ド

ル
走

」
B

1
②

○
ブ

ッ
ク

カ
バ

ー
の

製
作

・
【
読

】
「
新

し
い

博
物

学
」
の

時
代

A
2
①

オ
リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

1
　

平
方

根
・
学

校
C

Ｍ
づ

く
り

Ｆ
　

武
道

「
柔

道
」

B
1
②

○
ま

と
め

・
【
話

】
話

を
聞

い
て

自
分

の
表

現
に

生
か

す
・
【
伝

】
書

写

2
　

根
号

を
ふ

く
む

式
の

計
算

①
,

②
,

③
,④

①
,②

　
2
章

　
電

池
と

イ
オ

ン
音

楽
科

鑑
賞

ア
（
イ

）
生

活
や

社
会

に
お

け
る

音
楽

の
意

味
や

役
割

美
術

　
学

校
C

M
表

現
イ

伝
え

る
，

使
う

等
の

目
的

や
機

能
を

考
え

て
表

現
す

る
国

語
　

1
年

　
自

分
C

M
C

　
読

む
こ

と
ウ

目
的

に
応

じ
て

必
要

な
情

報
に

着
目

す
る

こ
と

an
sw

er
 a

rt
〔
鑑

賞
・
表

現
〕

①
,

②
,③

C
1
①

○
　

保
健

○
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

5
月

①
,

②
,

③
,④

①
,②

①
,②

①
,③

5
月

6
月

①
,②

①
,

②
,

③
,④

①
,②

6
月

第
3
学

年
　

横
断

的
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
見

取
り

表

4
月

A
1
①

A
2
①

①
,

③
,④

C
1
②

A
2
①

A
3
②

4
月

①
,

②
,③

C
1
①

年
数

学

年
社

会

年
国

語

体
系

表

Ａ
２

①

体
つ

く
り

運
動

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

）

体
系

表

Ａ
２

①
Ｃ

１
①

４

学
校

Ｃ
Ｍ

を
つ

く
ろ

う

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

／
実

物

投
影

機
）

体
系

表

Ａ
１

②
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
３

少
年

の
主

張
in

附
中

（
ＩＣ

レ
コ

ー
ダ

ー
）

体
系

表

Ａ
２

①

鑑
賞

音
に

こ
め

ら
れ

た
思

い （
）
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

・
【
言

】
漢

字
の

広
場

2
熟

字
訓

第
1
章

 私
た

ち
の

暮
ら

し
と

現
代

社
会

A
3
①

3
章

　
2
次

方
程

式
　

3
章

　
酸

・
ア

ル
カ

リ
と

イ
オ

ン
Ｆ

　
武

道
「
柔

道
」

B
1
②

○
電

気
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

用
と

変
換

社
会

科
ア

（
ア

）
現

代
日

本
の

特
色

と
し

て
少

子
高

齢
化

，
情

報
化

，
グ

ロ
ー

バ
ル

化
な

ど
が

見
ら

れ
る

こ
と

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

技
術

・
家

庭
科

　
第

2
学

年
7
月

Ｄ
情

報
の

技
術

（
1
）
ア

情
報

の
表

現
，

記
録

，
計

算
，

通
信

の
特

性
等

の
原

理
・
法

則
と

，
情

報
の

デ
ジ

タ
ル

化
や

処
理

の
自

動
化

，
シ

ス
テ

ム
化

，
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
等

に
関

わ
る

基
礎

的
な

技
術

の
仕

組
み

及
び

情
報

モ
ラ

ル
の

必
要

性
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と

国
語

科
読

む
こ

と
（
1
）
ウ

文
章

の
構

成
や

論
理

の
展

開
，

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
評

価
す

る
こ

と
。

・
風

の
中

の
青

春
　

　
他

技
術

科
（
1
）
ア

電
気

，
運

動
，

熱
の

特
性

等
の

原
理

・
法

則
と

，
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

や
伝

達
等

に
関

わ
る

基
礎

的
な

技
術

の
仕

組
み

及
び

保
守

点
検

の
必

要
性

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

理
科

ア
　

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

物
質

（
ア

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

様
々

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
そ

の
変

換
に

関
す

る
観

察
，

実
験

な
ど

を
通

し
て

，
日

常
生

活
や

社
会

で
は

様
々

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
変

換
を

利
用

し
て

い
る

こ
と

を
見

い
だ

し
て

理
解

す
る

こ
と

。
ま

た
，

人
間

は
，

水
力

，
火

力
，

原
子

力
，

太
陽

光
な

ど
か

ら
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
得

て
い

る
こ

と
を

知
る

と
と

も
に

，
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

の
有

効
な

利
用

が
大

切
で

あ
る

こ
と

を
認

識
す

る
こ

と
。

・
【
読

】
読

書
　

無
言

館
の

青
春

C
1
①

第
1
節

 私
た

ち
が

生
き

る
現

代
社

会
1
　

2
次

方
程

式
「
運

動
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
」

・
【
読

】
メ

デ
ィ

ア
・
情

報
を

編
集

す
る

し
か

け
C

2
②

第
2
節

 現
代

に
つ

な
が

る
伝

統
と

文
化

2
　

2
次

方
程

式
の

利
用

　
1
章

　
力

の
法

則

・
【
言

】
慣

用
句

・
こ

と
わ

ざ
・
四

字
熟

語
B

1
①

○
　

保
健

○
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

考
え

る

・
【
書

】
図

表
か

ら
文

章
を

書
く

A
2
①

第
3
節

 私
た

ち
が

つ
く

る
社

会
4
章

　
関

数
ｙ
＝

aｘ
2

B
　

器
械

運
動

数
学

科
イ

(イ
)　

関
数

 y
＝

ax
2
 を

用
い

て
具

体
的

な
事

象
を

捉
え

考
察

し
表

現
す

る
こ

と
理

科
　

第
3
学

年
　

9
月

　
「
運

動
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
」

イ
　

力
学

的
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
ア

）
仕

事
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
 　

仕
事

に
関

す
る

実
験

を
行

い
，

仕
事

と
仕

事
率

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

。
ま

た
，

衝
突

の
実

験
を

行
い

，
物

体
の

も
つ

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

量
は

物
体

が
他

の
物

体
に

な
し

う
る

仕
事

で
測

れ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と

A
2
①

①
,

②
,

③
,④

①
,②

「
シ

ン
ク

ロ
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

運
動

」

1
　

関
数

ｙ
＝

aｘ
2

2
　

い
ろ

い
ろ

な
関

数
の

利
用

　
2
章

　
力

と
運

動
A

1
①

○
　

保
健

・
根

拠
を

あ
げ

て
述

べ
る

。
デ

ィ
ベ

ー
ト
2

B
1
①

第
2
章

 人
権

を
尊

重
す

る
日

本
国

憲
法

A
3
②

5
章

　
相

似
な

図
形

　
2
章

　
力

と
運

動
L
4
. 
T

o
d
ay

’
s 

N
ew

s
【
Ｗ

ｏ
ｒｌ

ｄ
　

ｏ
ｆ　

Ｍ
ｕ

ｓｉ
c】

B
　

器
械

運
動

○
電

気
機

器
の

保
守

点
検

9
月

国
語

科
話

す
こ

と
（
1
）
オ

話
題

や
展

開
を

捉
え

な
が

ら
話

し
合

い
，

互
い

の
発

言
を

結
び

付
け

て
考

え
を

ま
 と

め
る

こ
と

。
英

語
科

　
第

3
学

年
1
2
月

「
「
L
e
ss

o
n
 6

 W
h
y 

d
o
 Y

o
u

H
av

e
 t

o
 W

o
rk

?」
（
3
）
話

す
こ

と
〔
や

り
取

り
〕
　

ウ
社

会
的

な
話

題
に

関
し

て
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
こ

と
に

つ
い

て
，

考
え

た
こ

と
 や

感
じ

た
こ

と
，

そ
の

理
由

な
ど

を
，

簡
単

な
語

句
や

文
を

用
い

て
述

べ
合

う
こ

と
が

 で
き

る
よ

う
に

す
る

。

・
諸

民
族

の
音

楽
「
シ

ン
ク

ロ
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

運
動

」
○

は
ん

だ
ご

て
の

使
い

方
と

練
習

8
月

8
月

9
月

A
1
①

A
2
①

①
,

③
,④

C
1
②

A
2
①

B
1
①

C
1
①

7
月

A
1
②

A
2
①

①
,

③
,④

C
1
②

7
月

①
,

②
,

③
,④

①
,②

学
校

C
M

を
つ

く
る

〔
表

現
・
鑑

賞
〕

3
年

音
楽

鑑
賞

ア
（
イ

）
生

活
や

社
会

に
お

け
る

音
楽

の
意

味
や

役
割

国
語

　
1
年

　
自

分
C

M
C

　
読

む
こ

と
ウ

目
的

に
応

じ
て

必
要

な
情

報
に

着
目

す
る

こ
と

①
,②

A
2
①

①
,

②
,③

C
1
①

年
技

術

体
系

表

Ａ
３

①

Ｃ
２

①

私
た

ち
の

暮
ら

し
と

現

代
社

会

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

Ａ
２

①

Ｃ
１

①

４

学
校

Ｃ
Ｍ

を
つ

く
ろ

う

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

／
実

物

投
影

機
）

体
系

表

Ｂ
１

３

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換

に
関

す
る

技
術

（
PC

／
タ

ブ
レ

ッ
ト

）

体
系

表

Ａ
２

①

関
数

ｙ＝
aｘ

2
（
タ

ブ
レ

ッ
ト

等
）
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研究成果物　横断的カリキュラム見取り表

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

・
話

す
こ

と
，

考
え

る
こ

と
第

1
節

 民
主

主
義

を
支

え
る

憲
法

1
　

相
似

な
図

形
　

3
章

　
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
仕

事

理
科

イ
　

力
学

的
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
ア

）
仕

事
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
 　

仕
事

に
関

す
る

実
験

を
行

い
，

仕
事

と
仕

事
率

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

。
ま

た
，

衝
突

の
実

験
を

行
い

，
物

体
の

も
つ

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

量
は

物
体

が
他

の
物

体
に

な
し

う
る

仕
事

で
測

れ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
。

数
学

科
　

第
3
学

年
　

8
月

「
関

数
ｙ
＝

aｘ
2
 」

イ
(イ

)　
関

数
 y

＝
ax

2
 を

用
い

て
具

体
的

な
事

象
を

捉
え

考
察

し
表

現
す

る
こ

と
。

保
健

体
育

科
　

第
2
学

年
　

1
月

　
「
武

道
　

柔
道

 」

A
2
①

【
表

現
力

を
高

め
て

Ⅲ
】

・
花

の
街

　
　

他
A

3
②

楽
し

い
世

界
へ

ご
招

待
〔
鑑

賞
・
表

現
〕

・
【
言

】
文

の
組

み
立

て
第

2
節

 憲
法

が
保

障
す

る
基

本
的

人
権

2
　

平
行

線
と

比
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
変

換
と

利
用

」
理

科
ア

　
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
物

質
（
ア

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

様
々

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
そ

の
変

換
に

関
す

る
観

察
，

実
験

な
ど

を
通

し
て

，
日

常
生

活
や

社
会

で
は

様
々

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
変

換
を

利
用

し
て

い
る

こ
と

を
見

い
だ

し
て

理
解

す
る

こ
と

。
ま

た
，

人
間

は
，

水
力

，
火

力
，

原
子

力
，

太
陽

光
な

ど
か

ら
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
得

て
い

る
こ

と
を

知
る

と
と

も
に

，
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

の
有

効
な

利
用

が
大

切
で

あ
る

こ
と

を
認

識
す

る
こ

と
。

技
術

科
（
1
）
ア

電
気

，
運

動
，

熱
の

特
性

等
の

原
理

・
法

則
と

，
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

や
伝

達
等

に
関

わ
る

基
礎

的
な

技
術

の
仕

組
み

及
び

保
守

点
検

の
必

要
性

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

○
　

保
健

第
3
節

 わ
た

し
た

ち
の

平
和

主
義

3
　

相
似

な
図

形
の

面
積

と
体

積
　

1
章

　
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
移

り
変

わ
り

・
【
言

】
文

の
組

み
立

て
第

3
章

 わ
た

し
た

ち
の

暮
ら

し
と

民
主

政
治

A
2
①

　
1
章

　
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
移

り
変

わ
り

B
　

器
械

運
動

○
携

帯
ラ

ジ
オ

の
製

作

・
【
読

】
「
お

く
の

ほ
そ

道
」

第
1
節

 民
主

政
治

と
日

本
の

暮
ら

し
　

2
章

　
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

と
そ

の
利

用
【
音

楽
の

約
束

】
「
シ

ン
ク

ロ
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

運
動

」

・
【
読

】
詩

歌
の

味
わ

い
第

2
節

 司
法

権
の

独
立

と
裁

判
「
地

球
と

宇
宙

」
・
著

作
権

に
つ

い
て

未
来

に
つ

な
ぐ

〔
鑑

賞
〕

B
1
②

Ｅ
　

球
技

「
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
」

B
1
②

・
【
書

】
和

歌
の

鑑
賞

文
を

書
く

B
1
②

　
1
章

　
天

体
の

1
日

の
動

き
【
aｒ

ｔ　
ｏ
ｆ　

m
ｕ
ｓｉ

c】
ア

イ
ー

ダ
　

勧
進

帳
○

　
保

健

・
【
読

】
初

恋
第

3
節

 地
方

自
治

と
住

民
の

参
加

6
章

　
円

re
m

ak
e 

re
st

yl
e〔

表
現

・
鑑

賞
〕

Ｅ
　

球
技

「
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
」

○
携

帯
ラ

ジ
オ

の
製

作

・
我

が
輩

は
犬

で
は

な
い

第
4
章

 私
た

ち
と

経
済

1
　

円
周

角
の

定
理

　
2
章

　
天

体
の

1
年

の
動

き
○

電
気

の
安

全
な

利
用

・
文

法
的

に
考

え
る

・
漢

字
の

広
場

2
第

1
節

 消
費

生
活

と
市

場
経

済
2
　

円
周

角
の

定
理

の
利

用
A

1
①

A
2
①

①
,③

C
1
①

【
耳

を
す

ま
せ

ば
】

月

A
1
①

A
2
①

B
1
①

C
2
①

月

月
①

,
②

,
③

,④
C

1
②

①
,②

A
2
①

①
,

②
,③

C
1
②

B
1
②

月

A
2
①

①
,②

①
,

②
,③

C
1
①

9
月

①
,②

A
2
①

①
,

②
,③

C
1
①

A
2
②

①
,

②
,

③
,④

①
,②

年

保
健

体
育

体
系

表

Ｂ
１

３

デ
ィ

ベ
ー

ト
を

し
よ

う

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

Ａ
２

①
、

Ｂ
１

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

３

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

仕
事

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

・
【
読

】
読

書
・
最

後
の

一
句

・
【
書

】
自

己
Ｐ

Ｒ
文

を
読

み
合

う
B

1
①

A
2
①

第
2
節

 生
産

の
し

く
み

と
企

業
・

金
融

　
3
章

　
太

陽
と

月
英

語
科

「
L
e
ss

o
n
 6

 W
h
y 

d
o
 Y

o
u

H
av

e
 t

o
 W

o
rk

?」
（
4
）
話

す
こ

と
〔
発

表
〕
　

ウ
社

会
的

な
話

題
に

関
し

て
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
こ

と
に

つ
い

て
，

考
え

た
こ

と
 や

感
じ

た
こ

と
，

そ
の

理
由

な
ど

を
，

簡
単

な
語

句
や

文
を

用
い

て
話

す
こ

と
が

で
き

 る
よ

う
に

す
る

。
国

語
科

　
第

3
学

年
4
月

少
年

の
主

張
 i
n
 附

中
話

す
こ

と
（
1
）
エ

必
要

に
応

じ
て

記
録

し
た

り
質

問
し

た
り

し
な

が
ら

話
の

内
容

を
捉

え
，

共
通

点
や

相
違

点
な

ど
を

踏
ま

え
て

，
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
。

・
カ

ン
ト
リ
ー

ロ
ー

ド
○

　
保

健

・
【
書

】
自

己
Ｐ

Ｒ
文

を
読

み
合

う
A

2
①

第
3
節

 財
政

と
政

府
の

役
割

7
章

　
三

平
方

の
定

理
①

,
②

,
③

,④

①
,②

　
4
章

　
太

陽
系

と
宇

宙
の

広
が

り
英

語
科

「
L
e
ss

o
n
 6

 W
h
y 

d
o
 Y

o
u

H
av

e
 t

o
 W

o
rk

?」
（
3
）
話

す
こ

と
〔
や

り
取

り
〕
　

ウ
社

会
的

な
話

題
に

関
し

て
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
こ

と
に

つ
い

て
，

考
え

た
こ

と
 や

感
じ

た
こ

と
，

そ
の

理
由

な
ど

を
，

簡
単

な
語

句
や

文
を

用
い

て
述

べ
合

う
こ

と
が

 で
き

る
よ

う
に

す
る

。
国

語
科

　
第

3
学

年
9
月

「
根

拠
を

あ
げ

て
述

べ
る

。
デ

ィ
ベ

ー
ト

2
」

話
す

こ
と

（
1
）
オ

話
題

や
展

開
を

捉
え

な
が

ら
話

し
合

い
，

互
い

の
発

言
を

結
び

付
け

て
考

え
を

ま
 と

め
る

こ
と

。

【
a 

ca
p
p
el

la
】

Ｅ
　

球
技

「
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
」

B
1
②

○
ま

と
め

・
【
読

】
「
故

郷
」

C
1
①

第
5
章

 安
心

し
て

暮
ら

せ
る

社
会

1
　

三
平

方
の

定
理

A
1
①

・
仰

げ
ば

尊
し

　
　

他
自

分
の

時
間

結
晶

の
か

た
ち

〔
表

現
〕

○
住

ま
い

と
そ

の
働

き

・
【
読

】
言

葉
の

力
第

1
節

 労
働

と
社

会
保

障

第
2
節

 こ
れ

か
ら

の
日

本
経

済
の

課
題

2
　

三
平

方
の

定
理

の
利

用
「
自

然
と

人
間

」
○

　
保

健

・
【
読

】
読

み
比

べ
，

批
評

す
る

歴
史

は
失

わ
れ

た
過

去
か

A
2
①

第
6
章

 国
際

社
会

に
生

き
る

わ
た

し
た

ち
A

2
①

8
章

　
標

本
調

査
A

2
①

　
1
章

　
生

物
と

環
境

【
発

見
！

日
本

の
魅

力
Ⅲ

】
・
越

天
楽

・
能

・
文

楽
1
5
歳

の
靴

〔
表

現
〕

Ｅ
　

球
技

「
バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル

」
B

1
②

○
健

康
に

，
安

全
に

す
む

た
め

に

国
語

科
読

む
こ

と
（
1
）
ウ

文
章

の
構

成
や

論
理

の
展

開
，

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
評

価
す

る
こ

と
。

社
会

科
　

第
3
学

年
7
月

「
私

た
ち

の
暮

ら
し

と
現

代
社

会
」

A
（
2
）
ア

（
ア

）
　

現
代

社
会

の
見

方
・
考

え
方

の
基

礎
と

な
る

枠
組

み
と

し
て

，
対

立
と

合
意

，
効

率
と

公
正

な
ど

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

。

第
1
節

 国
際

社
会

を
支

え
る

し
く

み
1
　

標
本

調
査

辞
書

に
つ

い
て

い
っ

し
ょ

に
学

ぼ
う

。

音
楽

科
鑑

賞
ア

（
ウ

）
音

楽
表

現
の

共
通

性
や

固
有

性
イ

（
ウ

）
我

が
国

の
伝

統
音

楽
の

特
徴

か
ら

生
ま

れ
る

音
楽

の
多

様
性

社
会

1
年

第
3
，

4
章

中
世

・
近

代
の

日
本

の
文

化
の

特
色

を
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
し

表
現

す
る

こ
と

美
術

　
2
年

　
絵

巻
物

の
世

界
鑑

賞
イ

（
イ

）
日

本
の

美
術

作
品

か
ら

伝
統

や
文

化
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
感

じ
取

る
国

語
科

　
B

　
書

く
こ

と
根

拠
を

明
確

に
し

な
が

ら
，

自
分

の
考

え
が

伝
わ

る
文

章
に

な
る

よ
う

に
工

夫
す

る

○
自

分
の

部
屋

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

イ
ト
し

よ
う

第
2
節

 国
際

社
会

が
抱

え
る

課
題

2
　

標
本

調
査

の
利

用
　

2
章

　
人

間
と

環
境

○
　

保
健

月

①
,

②
,③

1
月

A
2
①

①
,

③
,④

C
1
②

A
1
①

①
,

②
,

③
,④

C
1
①

1
月

①
,

②
,③

月
①

,②
A

2
①

①
,

②
,③

C
1
②

月

年
社

会

体
系

表

Ａ
１

①

３

Le
ss

on
 ５

・
６

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

Ａ
１

①

４

Le
ss

on
５

．
６

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

２
①

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

４

鑑
賞

（
）

体
系

表

Ａ
２

①
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
３

歴
史

は
失

わ
れ

た
過

去

か
（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）
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研究成果物　横断的カリキュラム見取り表

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

・
【
読

】
読

書
・
最

後
の

一
句

・
【
書

】
自

己
Ｐ

Ｒ
文

を
読

み
合

う
B

1
①

A
2
①

第
2
節

 生
産

の
し

く
み

と
企

業
・

金
融

　
3
章

　
太

陽
と

月
英

語
科

「
L
e
ss

o
n
 6

 W
h
y 

d
o
 Y

o
u

H
av

e
 t

o
 W

o
rk

?」
（
4
）
話

す
こ

と
〔
発

表
〕
　

ウ
社

会
的

な
話

題
に

関
し

て
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
こ

と
に

つ
い

て
，

考
え

た
こ

と
 や

感
じ

た
こ

と
，

そ
の

理
由

な
ど

を
，

簡
単

な
語

句
や

文
を

用
い

て
話

す
こ

と
が

で
き

 る
よ

う
に

す
る

。
国

語
科

　
第

3
学

年
4
月

少
年

の
主

張
 i
n
 附

中
話

す
こ

と
（
1
）
エ

必
要

に
応

じ
て

記
録

し
た

り
質

問
し

た
り

し
な

が
ら

話
の

内
容

を
捉

え
，

共
通

点
や

相
違

点
な

ど
を

踏
ま

え
て

，
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
。

・
カ

ン
ト
リ
ー

ロ
ー

ド
○

　
保

健

・
【
書

】
自

己
Ｐ

Ｒ
文

を
読

み
合

う
A

2
①

第
3
節

 財
政

と
政

府
の

役
割

7
章

　
三

平
方

の
定

理
①

,
②

,
③

,④

①
,②

　
4
章

　
太

陽
系

と
宇

宙
の

広
が

り
英

語
科

「
L
e
ss

o
n
 6

 W
h
y 

d
o
 Y

o
u

H
av

e
 t

o
 W

o
rk

?」
（
3
）
話

す
こ

と
〔
や

り
取

り
〕
　

ウ
社

会
的

な
話

題
に

関
し

て
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
こ

と
に

つ
い

て
，

考
え

た
こ

と
 や

感
じ

た
こ

と
，

そ
の

理
由

な
ど

を
，

簡
単

な
語

句
や

文
を

用
い

て
述

べ
合

う
こ

と
が

 で
き

る
よ

う
に

す
る

。
国

語
科

　
第

3
学

年
9
月

「
根

拠
を

あ
げ

て
述

べ
る

。
デ

ィ
ベ

ー
ト

2
」

話
す

こ
と

（
1
）
オ

話
題

や
展

開
を

捉
え

な
が

ら
話

し
合

い
，

互
い

の
発

言
を

結
び

付
け

て
考

え
を

ま
 と

め
る

こ
と

。

【
a 

ca
p
p
el

la
】

Ｅ
　

球
技

「
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
」

B
1
②

○
ま

と
め

・
【
読

】
「
故

郷
」

C
1
①

第
5
章

 安
心

し
て

暮
ら

せ
る

社
会

1
　

三
平

方
の

定
理

A
1
①

・
仰

げ
ば

尊
し

　
　

他
自

分
の

時
間

結
晶

の
か

た
ち

〔
表

現
〕

○
住

ま
い

と
そ

の
働

き

・
【
読

】
言

葉
の

力
第

1
節

 労
働

と
社

会
保

障

第
2
節

 こ
れ

か
ら

の
日

本
経

済
の

課
題

2
　

三
平

方
の

定
理

の
利

用
「
自

然
と

人
間

」
○

　
保

健

・
【
読

】
読

み
比

べ
，

批
評

す
る

歴
史

は
失

わ
れ

た
過

去
か

A
2
①

第
6
章

 国
際

社
会

に
生

き
る

わ
た

し
た

ち
A

2
①

8
章

　
標

本
調

査
A

2
①

　
1
章

　
生

物
と

環
境

【
発

見
！

日
本

の
魅

力
Ⅲ

】
・
越

天
楽

・
能

・
文

楽
1
5
歳

の
靴

〔
表

現
〕

Ｅ
　

球
技

「
バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル

」
B

1
②

○
健

康
に

，
安

全
に

す
む

た
め

に

国
語

科
読

む
こ

と
（
1
）
ウ

文
章

の
構

成
や

論
理

の
展

開
，

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
評

価
す

る
こ

と
。

社
会

科
　

第
3
学

年
7
月

「
私

た
ち

の
暮

ら
し

と
現

代
社

会
」

A
（
2
）
ア

（
ア

）
　

現
代

社
会

の
見

方
・
考

え
方

の
基

礎
と

な
る

枠
組

み
と

し
て

，
対

立
と

合
意

，
効

率
と

公
正

な
ど

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

。

第
1
節

 国
際

社
会

を
支

え
る

し
く

み
1
　

標
本

調
査

辞
書

に
つ

い
て

い
っ

し
ょ

に
学

ぼ
う

。

音
楽

科
鑑

賞
ア

（
ウ

）
音

楽
表

現
の

共
通

性
や

固
有

性
イ

（
ウ

）
我

が
国

の
伝

統
音

楽
の

特
徴

か
ら

生
ま

れ
る

音
楽

の
多

様
性

社
会

1
年

第
3
，

4
章

中
世

・
近

代
の

日
本

の
文

化
の

特
色

を
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
し

表
現

す
る

こ
と

美
術

　
2
年

　
絵

巻
物

の
世

界
鑑

賞
イ

（
イ

）
日

本
の

美
術

作
品

か
ら

伝
統

や
文

化
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
感

じ
取

る
国

語
科

　
B

　
書

く
こ

と
根

拠
を

明
確

に
し

な
が

ら
，

自
分

の
考

え
が

伝
わ

る
文

章
に

な
る

よ
う

に
工

夫
す

る

○
自

分
の

部
屋

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

イ
ト
し

よ
う

第
2
節

 国
際

社
会

が
抱

え
る

課
題

2
　

標
本

調
査

の
利

用
　

2
章

　
人

間
と

環
境

○
　

保
健

月

①
,

②
,③

1
月

A
2
①

①
,

③
,④

C
1
②

A
1
①

①
,

②
,

③
,④

C
1
①

1
月

①
,

②
,③

月
①

,②
A

2
①

①
,

②
,③

C
1
②

月

年
社

会

体
系

表

Ａ
１

①

３

Le
ss

on
 ５

・
６

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

Ａ
１

①

４

Le
ss

on
５

．
６

（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

体
系

表

２
①

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

４

鑑
賞

（
）

体
系

表

Ａ
２

①
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｐ
３

歴
史

は
失

わ
れ

た
過

去

か
（
Ｐ

Ｃ
／

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

音
楽

美
術

保
体

技
家

・
【
読

】
読

み
比

べ
，

批
評

す
る

文
化

と
し

て
の

科
学

技
術

A
2
①

第
3
節

 持
続

可
能

な
社

会
の

実
現

に
向

け
て

○
3
年

間
の

総
復

習
　

3
章

　
自

然
の

恵
み

と
災

害
C

1
①

【
記

憶
に

残
る

音
楽

を
】

Ｅ
　

球
技

「
バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル

」
○

自
分

の
部

屋
を

管
理

し
よ

う

理
科

（
エ
）
自
然
の
恵
み
と
気
象
災

害 気
象
現
象
が
も
た
ら
す
恵
み
と

気
象
災
害
に
つ
い
て
調
べ
，
こ

れ
ら
を
天
気
の
変
化
や
日
本

の
気
象
と
関
連
付
け
て
理
解

す
る
こ
と
。

社
会
科
　
第
2
学
年
1
0
月
「
日

本
の
諸
地
域
」

（
3
）
日
本
の
諸
地
域

自
然
条
件
の
成
立
条
件
を
，

地
域
の
広
が
り
や
地
域
内
の

結
び
付
き
，
人
々
の
対
応
な
ど

に
着
目
し
て
，
他
の
事
象
や
そ

こ
で
生
ず
る
課
題
と
有
機
的
に

関
連
付
け
て
多
面
的
・
多
角

的
に
考
察
す
る
こ
と
。

　

・
旅

立
ち

の
日

に
　

　
他

・
【
言

】
敬

語
Ⅱ

B
1
③

「
科

学
・
技

術
の

発
展

と
環

境
の

保
全

」

・
漢

字
の

広
場

3
　

1
章

　
科

学
・
技

術
の

発
展

C
2
①

記
憶

に
残

し
た

い
風

景
と

言
葉

〔
鑑

賞
・
表

現
〕

A
1
①

B
1
②

・
【
話

・
聞

】
話

し
合

う
こ

と
考

え
る

こ
と

　
2
章

　
科

学
・
技

術
の

利
用

と
環

境
の

保
全

C
2
①

○
　

保
健

・
【
話

・
聞

】
話

し
合

う
こ

と
考

え
る

こ
と

○
ま

と
め

・
【
書

】
自

分
の

作
品

集
を

つ
く

る
3
年

間
の

ま
と

め

2
月

B
1
②

2
月

3
月

3
月

年
社
会

体
系
表

Ｃ
１
①

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

自
然
の
恵
み
と
災
害

（
Ｐ
Ｃ
／
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

情報活用能力育成の体系表フォーム（小学校用）

具体的項目 学年 教科等 単元 活用するICT 具体的項目 学年 教科等

・コンピュータ起動や終了、デジタルカメラなどの基本
操作

3～６
３
３
３
４

学活
社会
社会
総合
総合

パソコン室の使い方
わたしたちの大好きなまち
働く人とわたしたちのくらし
総合自由学習～○○のひみつ
総合自由学習～○○の１年・○○の変化

ipad/実物投影機
ipad/実物投影機 ・キーボードなどによる文字の正しい入力方法

３～６

４

学活
国語
総合
総合

・電子ファイルの呼び出しや保存
４

５～６
総合
学活

総合自由学習～○○の１年・○○の変化
パソコン室の使い方

・電子ファイルの検索
５
６

総合
総合

・画像編集・ペイント系アプリケーションの操作 ・映像編集アプリケーションの操作

・インターネット上の情報の閲覧・検索

３
４
４
４
４
５
５
６
６
６

総合
総合
社会
社会
社会
社会
総合
社会
社会
総合

・情報の基本的な特徴 社会

・コンピュータの存在
３
４

3～６

総合
総合
学活

総合自由学習～○○のひみつ
総合自由学習～○○の１年・○○の変化
パソコン室の使い方

・身近な生活におけるコンピュータの活用

３～６
３
４
４
４
４
５
６

学活
総合
総合
社会
社会
社会
総合
総合

・コンピュータの動作とプログラムの関係

・大きな事象の分解と組み合わせの体験
・基本的な問題解決の手順

１
１
１
２
２

算数
算数
算数
算数
算数

いくつといくつ
10よりおおきいかず
おおきいかず
100より大きい数をしらべよう
1000より大きい数をしらべよう

Ipad/アニメーション
ipad/アニメーション
ipad/アニメーション

・単純な繰り返し・条件分岐、データや変数などを含んだプ
ログラムの作成、評価、改善

３
３
４
４
４
５
５
５
５
６

算数
算数
算数
算数
算数
算数
算数
算数
算数
算数

・手順を図示する方法 算数

・身近なところから様々な情報を収集する方法

２
２
３

３
３
３
３
３
３
４
４

生活
生活
算数
総合
国語
国語
社会
社会
社会
総合
総合
総合

学校のまわりをたんけんしよう
できることいっぱい
見やすく整理して表そう（ぼうグラフと表）
総合自由学習～○○のひみつ
発見ノート
図書館へ行こう～本で調べよう
わたしたちの大好きなまち
働く人とわたしたちのくらし
変わるわたしたちのくらし
残そう　花いっぱい運動　フラワーロード
総合自由学習～○○の１年・○○の変化
釧路市「石炭」のひみつを探ろう

ipad/アニメーション

ipad/実物投影機
ipad/実物投影機
ipad/実物投影機

・調査や資料等による基本的な情報の収集の方法

４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６

算数
国語
国語
社会
社会
社会
理科
理科
国語
国語
社会
社会
社会
社会
社会
総合
総合
総合

・比較、順序などの情報と情報との関係

１
１
１
１
２
２
２
３
３

３
３
４
４
４
４
５

算数
算数
算数
算数
算数
算数
算数
算数
算数
国語
国語
国語
理科
社会
社会
算数
総合
総合

なんばんめ
どちらがながい
どちらがおおい
どちらがひろい
長さをはかろう（長さのたんい）
水のかさをはかろう（水のかさのたんい）
長さをはかろう（長いものの長さのたんい）
長さをはかろう（長いものの長さのたんい）
重さを数で表そう（重さのたんいとはかり方）
理由や例をあげて説明しよう～生き物のとくちょうをくらべてかこう
たまごの見分け方をしょうかいしよう～どちらが生たまごでしょう
くらべて発見しよう
基本的には全単元を通じて行う
健康なくらしとまちづくり
昔から今へとつづくまちづくり
広さを調べよう（面積のはかり方と表し方）
釧路市「石炭」のひみつを探ろう
阿寒湖畔の森林を守り隊

Ipad/アニメーション
Ipad/アニメーション
ipad/アニメーション
ipad/アニメーション

PC/実物投影機
ipad/実物投影機

・考えと理由、全体と中心などの情報と情報との関係

４
４
５
５
５
５

国語
理科
国語
算数
社会
総合

・絵や図を用いた情報の整理の方法

１
２

３
３
３
３
３
４
４
４
４
４

算数
算数
国語
国語
社会
社会
社会
総合
国語
国語
社会
社会
総合

ずを使って考えよう
図をつかって考えよう（たし算とひき算）
絵文字について説明しよう～くらしと絵文字
調べてほうこくしよう～町の行事について調べよう
わたしたちの大好きなまち
働く人とわたしたちのくらし
変わるわたしたちのくらし
残そう　花いっぱい運動　フラワーロード
話の組み立てを考えて発表しよう～写真をもとに話そう
学級新聞をつくろう
安全なくらしとまちづくり
昔から今へとつづくまちづくり
釧路市「石炭」のひみつを探ろう

ipad/アニメーション
ipad/アニメーション

実物投影機

ipad/実物投影機
ipad/実物投影機
ipad/実物投影機

実物投影機/ipad

・観点を決めた表やグラフを用いた情報の整理の方法

２
３

４
４
５
５
５
５

算数
算数
国語
理科
理科
社会
社会
社会
社会

・情報の概要を捉える方法 国語 大事なことをまとめよう～めだか ・情報の全体的な特徴を捉える方法

２
３

４
４

算数
算数
国語
理科
理科

・情報を組み合わせて表現する方法 国語 「便利」について考えよう～「便利」ということ ・自他の情報を組み合わせて表現する方法 ５
５

国語
社会
総合

・相手を意識したプレゼンテーションの方法 ３
３
４
４

国語
国語
国語
国語
総合
社会
総合

すじみちを立てて発表しよう～たからものをしょうかいしよう
調べたことをほうこくしよう～見学したことをしらせよう
絵文字について説明しよう～くらしと絵文字
調べてほうこくしよう～町の行事について調べよう
残そう　花いっぱい運動　フラワーロード
昔から今へとつづくまちづくり
釧路市「石炭」のひみつを探ろう

実物投影機/ipad

実物投影機
・目的を意識したプレゼンテーションの方法

４
４
４
４
５
５

国語
国語
国語
国語
社会
総合
総合

・問題解決における情報の大切さ ４
４

総合
社会
総合

残そう　花いっぱい運動　フラワーロード
昔から今へとつづくまちづくり
釧路市「石炭」のひみつを探ろう

・目的に応じて情報活用の見通しを立てる手順
４
５
５
５

国語
算数
社会
総合
総合

・情報の活用を振り返り、できるようになったこと ４
４

総合
社会
総合

残そう　花いっぱい運動　フラワーロード
昔から今へとつづくまちづくり
釧路市「石炭」のひみつを探ろう

・情報の活用を振り返り、改善点を見出す手順
５

総合
総合

ステップ１ ステップ２

②情報と情報技
術の特性の理解

③記号の組合せ
方の理解

分類

①情報収集、整
理、分析、表
現、発信の理解

②情報活用の評
価・改善のため
の理論や方法の
理解

知
識
及
び
技
能

①情報技術に関
する技能

１
情報と情報技術を
適切に活用するた
めの知識と技能

２
問題解決・探究に
おける情報活用の
方法の理解
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研究成果物　小学校体系表

単元 活用するICT 具体的項目 学年 教科等 単元 活用するICT

パソコン室の使い方
ローマ字
総合自由学習～○○のひみつ
総合自由学習～○○の１年・○○の変化

・キーボードなどによる文字の正確な入力

総合自由学習～○○の未来
総合自由学習～○○の真理を追究しよう

・電子ファイルのフォルダ管理

・目的に応じたアプリケーションの選択と操作

総合自由学習～○○のひみつ
総合自由学習～○○の１年・○○の変化
安全なくらしとまちづくり
健康なくらしとまちづくり
昔から今へと続くまちづくり
国土の自然とともに生きる
総合自由学習～○○の未来
日本の歴史
暮らしの中の政治
総合自由学習～○○の真理を追究しよう

・電子的な情報の送受信やAND、ORなどの論理演算子を用
いた検索

くらしを支える情報 ・情報の特徴 社会 くらしを支える情報

・情報を伝える主なメディアの特徴 社会 くらしを支える情報 PC/ipad

パソコン室の使い方
総合自由学習～○○のひみつ
総合自由学習～○○の１年・○○の変化
安全なくらしとまちづくり
健康なくらしとまちづくり
昔から今へとつづくまちづくり
総合自由学習～○○の未来
総合自由学習～○○の真理を追究しよう

・社会におけるコンピュータの活用

５
５
５
５
５
５
６
６
６

社会
社会
社会
社会
社会
理科
社会
社会
理科

わたしたちのくらしと国土
食料生産を支える人々
工業生産を支える人々
くらしを支える情報
国土の自然とともに生きる
川と災害
日本の歴史
暮らしの中の政治
地しんや火山と災害

・手順とコンピュータの動作の関係

10000より大きい数を調べよう（大きい数のしくみ）
はしたの大きさの表し方を考えよう（小数）
1億より大きい数を調べよう（大きい数のしくみ）
小数のしくみを調べよう（小数のしくみ）
どのように変わるか調べよう（変わり方調べ）
整数と小数
比例
合同な図形
分数と小数，整数の関係
比例と反比例

・意図した処理を行うための最適なプログラムの作成、評
価、改善

算数 並べ方と組み合わせ

並べ方と組み合わせ
・図示（フローチャートなど）による単純な手順（アルゴリ
ズム）の表現方法

算数 並べ方と組み合わせ

グラフや表を使って調べよう（折れ線グラフと表）
図書館へ行こう～分類をもとに本を見つけよう
ぶんたんして図鑑をつくろう～「不思議かん」をつくろう
安全なくらしとまちづくり
健康なくらしとまちづくり
昔から今へとつづくまちづくり
天気による気温の変化
ものの温度と体積
「情報ノート」をつくろう
新聞を読もう
わたしたちのくらしと国土
食料生産を支える人々
工業生産を支える人々
くらしを支える情報
国土の自然とともに生きる
総合自由学習～○○の未来
阿寒湖畔の森林を守り隊
総合自由学習～○○の真理を追究しよう

ipad/アニメーション

・調査や実験・観察等による情報の収集の方法

５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６

国語
国語
理科
理科
理科
理科
国語
国語
社会
社会
算数
総合
総合

「町じまん」を一つ選んですいせんしよう～「わが町ベストスリー」を決めよう
多様な情報を読み取り、自分の考えを深めよう～世界遺産　白神山地からの提言
ふりこ
台風接近
天気の変化
もののとけ方
資料をくふうして効果的に発表しよう～ひみつを調べて発表しよう
考えや意見をノートにまとめよう
日本の歴史
暮らしの中の政治
資料の調べ方
北海道の歴史から学ぶ
地球のたからを明日へとどけよう

・情報メディアからの情報の収集と検証の方法

わかったことを説明しよう～花を見つける手がかり
基本的には全単元を通じて行う
新聞記事を書いて、言葉と事実について考えよう～言葉と事実
合同な図形
国土の自然とともに生きる
阿寒湖畔の森林を守り隊

ipad/実物投影機

・原因と結果など情報と情報との関係

５
５
６
６
６
６
６

国語
理科
国語
社会
理科
総合
総合

多様な情報を読み取り、自分の考えを深めよう～世界遺産　白神山地からの提言
基本的には全単元で行う
活動を報告する文章を書いて、文集にまとめよう～クラスで活動報告をしよう
日本の歴史
基本的には全単元で行う
北海道の歴史から学ぶ
地球のたからを明日へとどけよう

わかりやすくあらわそう（表とグラフ）
見やすく整理して表そう（ぼうグラフと表）
ポスターを使って発表しよう～調べてわかったことを発表しよう
天気による気温の変化
ものの温度と体積
わたしたちのくらしと国土
食料生産を支える人々
工業生産を支える人々
国土の自然とともに生きる

ipad/アニメーション
ipad/アニメーション

・目的に応じた表やグラフを用いた情報の整理の方法

４
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６

算数
国語
国語
国語
国語
算数
理科
理科
国語
国語
社会
算数
算数
総合
総合

グラフや表を使って調べよう（折れ線グラフと表）
「情報ノート」をつくろう
しょうかいポスターを作ろう
多様な情報を読み取り、自分の考えを深めよう～世界遺産　白神山地からの提言
資料をくふうして効果的に発表しよう～ひみつを調べて発表しよう
比例
ふりこ
もののとけ方
学校案内パンフレットをつくろう
説得力のある文章を書こう～意見文を書こう
日本の歴史
比例と反比例
資料の調べ方
北海道の歴史から学ぶ
地球のたからを明日へとどけよう

ipad/アニメーション

わかりやすくあらわそう（表とグラフ）
見やすく整理して表そう（ぼうグラフと表）
興味をもったことをしょうかいしよう～ウミガメの命をつなぐ
天気による気温の変化
ものの温度と体積

ipad/アニメーション
ipad/アニメーション

・情報の傾向と変化を捉える方法

４
５
５
５
６
６

算数
算数
理科
理科
算数
算数

どのように変わるか調べよう（変わり方調べ）
比例
ふりこ
もののとけ方
比例と反比例
資料の調べ方

新聞記事を書いて、言葉と事実について考えよう～言葉と事実
国土の自然とともに生きる
阿寒湖畔の森林を守り隊

・複数の表現手段を組み合わせて表現する方法

５
５
５
５
６
６
６
６
６

国語
国語
国語
国語
国語
国語
社会
算数
総合

多様な情報を読み取り、自分の考えを深めよう～世界遺産　白神山地からの提言
まんがに対する考えを文章に表そう～まんがの方法
資料をくふうして効果的に発表しよう～ひみつを調べて発表しよう
活動を報告する文章を書いて、文集にまとめよう～クラスで活動報告をしよう
引用して話そう
説得力のある文章を書こう～意見文を書こう
日本の歴史
資料の調べ方
北海道の歴史から学ぶ

課題にそってほうこく文を書こう～見学したことを報告しよう
興味をもったことをしょうかいしよう～ウミガメの命をつなぐ
「便利」について考えよう～「便利」ということ
ポスターを使って発表しよう～調べてわかったことを発表しよう
国土の自然とともに生きる
阿寒湖畔の森林を守り隊
学年・学校を創造しよう！～附小高学年プロジェクト

・聞き手とのやりとりを含む効果的なプレゼンテーション方
法

５
５
５
６
６
６

国語
国語
国語
国語
国語
国語

しょうかいポスターを作ろう
資料をくふうして効果的に発表しよう～ひみつを調べて発表しよう
活動を報告する文章を書いて、文集にまとめよう～クラスで活動報告をしよう
引用して話そう
学校案内パンフレットをつくろう
説得力のある文章を書こう～意見文を書こう

「便利」について考えよう～「便利」ということ
グラフや表を使って調べよう（折れ線グラフと表）
国土の自然とともに生きる
阿寒湖畔の森林を守り隊
学年・学校を創造しよう！～附小高学年プロジェクト

ipad/アニメーション
・問題解決のための情報の活用の計画を立てる手順

５
６
６
６
６
６

算数
国語
国語
算数
総合
総合

合同な図形
考えや意見をノートにまとめよう
伝えたいことをすいせん文にまとめよう～森林の働きと健康
資料の調べ方
北海道の歴史から学ぶ
地球のたからを明日へとどけよう

阿寒湖畔の森林を守り隊
学年・学校を創造しよう！～附小高学年プロジェクト

・情報及び情報技術の活用を振り返り、改善点を見出す手順

５
６
６
６

国語
国語
総合
総合

資料をくふうして効果的に発表しよう～ひみつを調べて発表しよう
考えや意見をノートにまとめよう
北海道の歴史から学ぶ
地球のたからを明日へとどけよう

想定される
学習内容

ステップ２ ステップ３

基
本
的
な
操
作
等

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

問
題
解
決
・
探
究
に
お
け
る
情
報
活
用

PC/ipad
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

具体的項目 学年 教科等 単元 活用するICT 具体的項目 学年 教科等

ステップ１ ステップ２
分類

・情報社会での情報技術の活用 社会

・人の作った物を大切にすることや他者に伝えてはいけ
ない情報があること

3～６ 学活 パソコン室の使い方 ・自分の情報や他人の情報の大切さ 3～６ 学活

3～６ 学活 パソコン室の使い方 ・生活の中で必要となる基本的な情報セキュリティ

・情報の発信や情報をやりとりする場合の責任 3～６ 学活

・事象と関係する情報を見つけようとする

１
２

３
３
３
３
４
４
４
５

算数
算数
学活
社会
社会
理科
総合
学活
社会
総合
学活

基本的には全単元を通じて行う
基本的には全単元を通じて行う
校内みどりの学校
わたしたちの大好きなまち
働く人とわたしたちのくらし
基本的には全単元を通じて行う
残そう　花いっぱい運動　フラワーロード
厚岸みどりの学校
安全なくらしとまちづくり
釧路市「石炭」のひみつを探ろう
厚岸みどりの学校

ipad/実物投影機
ipad/実物投影機

・情報同士のつながりを見つけようとする

３
４
４
４
４
５
５
５
５
５

５

算数
算数
社会
社会
理科
社会
社会
社会
社会
社会
総合
総合

・情報を複数の視点から捉えようとする
４ 社会

総合
昔から今へとつづくまちづくり
釧路市「石炭」のひみつを探ろう

・新たな視点を受け入れて検討しようとする
５

５

社会
総合
総合

・問題解決における情報の大切さを意識して行動する ・目的に応じて情報の活用の見通しを立てようとする

４
５

５

算数
社会
総合
総合

・情報の活用を振り返り、できるようになったことを見つけようと
する

４ 社会
総合

昔から今へとつづくまちづくり
釧路市「石炭」のひみつを探ろう

・情報の活用を振り返り、改善点を見出そうとする
５

５

社会
総合
総合

・人の作った物を大切にし、他者に伝えてはいけない情報を守ろう
とする

・自分の情報や他人の情報の大切さを踏まえ、尊重しようと
するする。

・コンピュータなどを利用するときの基本的なルールを踏まえ。行
動しようとする 3～６ 学活 パソコン室の使い方

・情報の発信や情報をやりとりする場合にもルール・マナー
があることを踏まえ、守ろうとする

3～６ 学活

・情報メディアの利用による健康への影響を踏まえ．行動し
ようとする

・情報や情報技術を適切に使おうとする ・情報通信ネットワークを協力して使おうとする

・情報や情報技術を生活に活かそうとする

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

３
３
３
３
４
４
４
５

算数
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
図工
算数
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
図工
図工
図工
学活
社会
社会
理科
総合
学活
社会
総合
学活

基本的には全単元を通じて行う
かたつむり
たんと　うんでリズムをつくろう
しろくまのジェンカ
どれみのキャンディー
いいおとみつけて
おどるこねこ
どんどんならべて
基本的には全単元を通じて行う
小さなはたけ
ぴょんぴょこロックンロール
朝のリズム
虫のこえ
ゆかいな時計
いい音見つけて
森のたんけんたい
夕やけ小やけ
音のスケッチ/おまつりの音楽をつくろう
ざいりょうから　ひらめき
ひかりのプレゼント
虫めがねで
校内みどりの学校
わたしたちの大好きなまち
働く人とわたしたちのくらし
基本的には全単元を通じて行う
残そう　花いっぱい運動　フラワーロード
厚岸みどりの学校
安全なくらしとまちづくり
釧路市「石炭」のひみつを探ろう
厚岸みどりの学校

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５

５
６

算数
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
図工
図工
図工
図工
算数
社会
社会
理科
音楽
音楽
音楽
音楽
図工
図工
図工
図工
図工
社会
社会
社会
社会
社会
総合
総合
学活

ICレコーダー

ipad/実物投影機
ipad/実物投影機

３
情報モラル・セ
キュリティなどに
ついての理解

②情報モラル・
セキュリティの
理解

・コンピュータなどを利用するときの基本的なルール

知
識
及
び
技
能

①情報技術の役
割・影響の理解

学び
に向
かう
力、
人間
性等

２
情報モラル・セキュ
リティなどについて
の態度

②情報社会に参画
しようとする態度

①責任をもって適
切に情報を扱おう
とする態度

①多角的に情報を
検討しようとする
態度

１
問題解決・探究にお
ける情報活用の態度

②試行錯誤し、改
善しようとする態
度

※事象を情報とそ
の結び付きの視点
から捉え、情報及
び情報技術を適切
かつ効果的に活用
し、問題を発見・
解決し、自分の考
えを形成していく
力

①必要な情報を収
集、整理、分析、
表現する力
②新たな意味や価
値を創造する力
③受け手の状況を
踏まえて発信する
力
④自らの情報活用
を評価・改善する
力　　　　　　等

※体験や活動から疑問を持ち、解決の手順を見通したり分解して、
どのような手順の組み合わせが必要かを考えて実行する

・身近なところから課題に関する様々な情報を収集し、絵や図など
を用いて、情報を整理する
・情報の概要を捉え、分解・整理し、自分の言葉でまとめる
・相手を意識し、わかりやすく表現することができる
・問題解決における情報の大切さを意識しながら情報活用を振り返
り、できるようになったことに気付くことができる　等

※収集した情報から課題を見つけ、解決に向けた活動を実現
するために情報の活用の見通しを立て、実行する

・調査や資料等から情報を収集し、情報同士のつながりを見
つけたり、観点を決めた表やグラフ等や習得した「考えるた
めの技法」を用いて情報を整理する力
・情報を抽象化するなどして全体的な特徴や要点を捉え、新
たな考えや意味を見出す
・根拠を持って結果を予想する
・表現方法を相手に合わせて選択し、相手や目的に応じ、自
他の情報を組み合わせて適切に表現する
・自らの情報の活用を振り返り、手順の組み合わせをどのよ
うに改善していけば良いのかを考える　　　等

思考
力、
判断
力、
表現
力等

１
問題解決・探究にお
ける情報を活用する
力（プログラミング
的思考・情報モラ
ル・セキュリティを
含む）
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研究成果物　小学校体系表

単元 活用するICT 具体的項目 学年 教科等 単元 活用するICT
想定される
学習内容

ステップ２ ステップ３

くらしを支える情報 ・情報社会での情報技術の働き 社会 くらしを支える情報

・情報化に伴う産業や国民生活の変化 社会 くらしを支える情報

パソコン室の使い方 ・情報に関する自分や他者の権利 3～６ 学活 パソコン室の使い方

・通信ネットワーク上のルールやマナー

・情報を守るための方法

・情報技術の悪用に関する危険性

パソコン室の使い方 ・発信した情報や情報社会での行動が及ぼす影響

・情報メディアの利用による健康への影響

基本的には全単元を通じて行う
基本的には全単元を通じて行う
健康なくらしとまちづくり
昔から今へとつづくまちづくり
基本的には全単元を通じて行う
わたしたちのくらしと国土
食料生産を支える人々
工業生産を支える人々
くらしを支える情報
国土の自然とともに生きる
阿寒湖畔の森林を守り隊
学年・学校を創造しよう！～附小高学年プロジェクト

・情報を構造的に理解しようとする

５
５
６
６
６
６
６

算数
理科
算数
社会
理科
総合
総合

基本的には全単元を通じて行う
基本的には全単元を通じて行う
基本的には全単元を通じて行う
日本の歴史
基本的には全単元を通じて行う
北海道の歴史から学ぶ
地球のたからを明日へとどけよう

国土の自然とともに生きる
阿寒湖畔の森林を守り隊
学年・学校を創造しよう！～附小高学年プロジェクト

・複数の視点を想定して検討しようとする

６
６
６
６

社会
算数
総合
総合

日本の歴史
資料の調べ方
北海道の歴史から学ぶ
地球のたからを明日へとどけよう

グラフや表を使って調べよう（折れ線グラフと表）
国土の自然とともに生きる
阿寒湖畔の森林を守り隊
学年・学校を創造しよう！～附小高学年プロジェクト

ipad/アニメーション

・複数の視点を想定して検討しようとする

６
６
６
６

社会
算数
総合
総合

日本の歴史
資料の調べ方
北海道の歴史から学ぶ
地球のたからを明日へとどけよう

・情報及び情報技術を工夫し創造しようとする

国土の自然とともに生きる
阿寒湖畔の森林を守り隊
学年・学校を創造しよう！～附小高学年プロジェクト

・情報及び情報技術の活用を振り返り、改善点を見出そうと
する

６
６
６

社会
総合
総合

日本の歴史
北海道の歴史から学ぶ
地球のたからを明日へとどけよう

・情報に関する自分や他者の権利があることを踏まえ、尊重
しようとする

パソコン室の使い方
・通信ネットワーク上のルールやマナーを踏まえ、尊重しよ
うとする

・生活の中で必要となる情報セキュリティについて踏まえ、
行動しようとする

・発信した情報や情報社会での行動が及ぼす影響を踏まえ、
行動しようとする

・情報メディアの利用による健康への影響を意識して行動し
ようとする

・情報通信ネットワークは共用のものであるという意識を
持って行動しようとする

・情報や情報技術をより良い人生や社会づくりに活かそうと
する

基本的には全単元を通じて行う
春の小川/この山光る
茶つみ
まほうのチャチャチャ
日本や世界の子どもの歌
十五夜さんのもちつき
マンガニ、雨とおどろう
校ていで
色・形いいかんじ！
大すきなものがたり
ここがお気に入り
基本的には全単元を通じて行う
健康なくらしとまちづくり
昔から今へとつづくまちづくり
基本的には全単元を通じて行う
ひびけ歌声～サウンドオブミュージック
ひょうしとせんりつ～トルコ行進曲/ラバースコンチェルト/メヌエット
せんりつと音色～とんび
日本のリズム・世界のリズム～もみじ
見つけたよためしたよ
光とかげから生まれる形
光のさしこむ絵
すみですみか
からだでかんしょう
わたしたちのくらしと国土
食料生産を支える人々
工業生産を支える人々
くらしを支える情報
国土の自然とともに生きる
阿寒湖畔の森林を守り隊
学年・学校を創造しよう！～附小高学年プロジェクト
常呂みどりの学校

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

算数
理科
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
音楽
図工
図工
図工
図工
体育
体育
体育
体育
算数
社会
社会
理科
音楽
音楽
音楽
音楽
図工
図工
図工
図工
体育
体育
体育
体育
体育
総合
総合

基本的には全単元を通じて行う
基本的には全単元を通じて行う
スキルアップ～クラップフレンズ
こきょうの人々
星笛
アンサンブルのみりょく～いろいろな合唱
気持ちを合わせて～君をのせて
音のスケッチ
スキーの歌
コマコマアニメーション
あんなところでこんなところで
物語から広がる世界
光のハーモニー
短距離走・リレー・ハードル走
鉄棒運動
跳び箱・マット運動
走り高跳び
基本的には全単元を通じて行う
日本の歴史
暮らしの中の政治
基本的には全単元を通じて行う
ボディサウンドでリズムアンサンブルを楽しもう
ひびき合いを生かして～カノン
演奏のみりょく～われは海の子
音楽に思いをこめて
想像のつばさを広げて
味わってみよう和の形
光のちょうこく
わたしの大切な風景
短距離走・リレー
走り幅跳び
ハードル走
鉄棒運動
マット運動
北海道の歴史から学ぶ
地球のたからを明日へとどけよう

ICレコーダー

ipad/ICレコーダー

ICレコーダー
ICレコーダー

実物投影機

ICレコーダー
ICレコーダー
ICレコーダー

ipad/ICレコーダー
アニメーション
ICレコーダー
実物投影機

ICレコーダー

実物投影機

※問題を焦点化し、ゴールを明確にし、シミュレーションや
試作等を行いながら問題解決のための情報活用の計画を立
て、調整しながら実行する

・目的に応じた情報メディアを選択し、調査や実験等を組み
合わせながら情報収集し、目的に応じた表やグラフ、「考え
るための技法」を適切に選択・活用し、情報を整理する
・情報の傾向と変化を捉え、類似点や規則性を見つけ他との
転用や応用を意識しながら問題に対する解決策を考察する
・目的や意図に応じて複数の表現手段を組み合わせて表現
し、聞き手とのやりとりを含めて効果的に表現する
・情報及び情報技術の活用を振り返り、改善点を論理的に考
える　　等

情
報
モ
ラ
ル
・

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

問
題
解
決
・
探
究
に
お
け
る
情
報
活
用

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情
報
モ
ラ
ル
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

問
題
解
決
・
探
究
に
お
け
る
情
報
活
用

情
報
モ
ラ
ル
・

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

情
報
活
用
能
力
育
成
の
体
系
表
フ
ォ
ー
ム
（
中
学
校
用
）

具
体

的
項

目
学

年
教

科
等

単
元

活
用

す
る

IC
T

具
体

的
項

目
学

年
教

科
等

単
元

活
用

す
る

IC
T

英
語

W
ri
ti
n

g
 T

ip
s
１

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

英
語

W
ri
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n
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1

・
２

P
C

/
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ブ
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ト

美
術

カ
メ
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ッ

ト
技

・
家
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に
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す
る

技
術

全
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技
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家
情
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に

関
す

る
技

術

英
語

L
e
s
s
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8
・

9
P

C
/
タ
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ト

美
術

自
分

の
宝

場
所

タ
ブ

レ
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技

・
家

デ
ィ
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タ

ル
化

に
つ

い
て

技
・
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コ
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ピ
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タ
の
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み

英
語

P
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英
語

L
e
s
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n

４
・

５
・

6
P
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英
語

L
e
s
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１
・

４
・

5
P

C
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語
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術
全

般
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P
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英
語

L
e
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１
P

C
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タ
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美
術

対
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す
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２
枚

タ
ブ

レ
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美
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わ
う

タ
ブ

レ
ッ

ト

美
術

新
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P

C
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ト

美
術

し
り

と
り

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
P

C
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タ
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ッ
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/
実

物
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影
機

美
術

P
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ブ
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ト

/
実
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影
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技
・
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遊
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6
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ク
ラ

ウ
ド
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働

作
業

英
語

P
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/
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語
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と
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Ｉ
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の

安
全

・
適

切
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

制
作

、
動

作
の

確
認

及
び

デ
バ

ッ
グ

等
技

・
家

制
御

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
ろ

う

・
図

示
（

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
な

ど
）

に
よ

る
単

純
な

手
順

（
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
）

の
表

現
方

法
技

・
家

計
測

制
御

の
仕

組
み

を
知

ろ
う

・
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

図
等

の
統

一
モ

デ
リ

ン
グ

言
語

に
よ

る
設

計
方

法

・
電

子
的

な
情

報
の

送
受

信
や

A
N

D
、

O
R

な
ど

の
論

理
演

算
子

を
用

い
た

検
索

・
情

報
の

特
徴

・
情

報
を

伝
え

る
メ

デ
ィ

ア
の

種
類

及
び

特
徴

・
社

会
に

お
け

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
や

情
報

シ
ス

テ
ム

の
活

用

想
定

さ
れ

る
学

習
内

容

知 識 及 び 技 能

１ 情
報

と
情

報
技

術
を

適
切

に
活

用
す

る
た

め
の

知
識

と
技

能

ス
テ

ッ
プ

４

①
情

報
技

術
に

関
す

る
技

能

②
情

報
と

情
報

技
術

の
特

性
の

理
解

③
記

号
の

組
合

せ
方

の
理

解

ス
テ

ッ
プ

３

・
キ

ー
ボ

ー
ド

な
ど

に
よ

る
十

分
な

速
さ

で
正

確
な

文
字

の
入

力

・
電

子
フ

ァ
イ

ル
の

運
用

（
圧

縮
・

パ
ス

ワ
ー

ド
に

よ
る

暗
号

化
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

等
）

・
目

的
に

応
じ

た
適

切
な

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
選

択
と

操
作

・
情

報
の

流
通

に
つ

い
て

の
特

徴

・
情

報
を

伝
え

る
主

な
メ

デ
ィ

ア
の

特
徴

・
社

会
に

お
け

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

活
用

・
手

順
と

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
動

作
の

関
係

・
キ

ー
ボ

ー
ド

な
ど

に
よ

る
文

字
の

正
確

な
入

力

・
電

子
フ

ァ
イ

ル
の

フ
ォ

ル
ダ

管
理

・
目

的
に

応
じ

た
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

選
択

と
操

作

分
類

基 本 的 な 操 作 等

プ ロ グ ラ ミ ン グ

38－ －
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具
体

的
項

目
学

年
教

科
等

単
元

活
用

す
る

IC
T

具
体

的
項

目
学

年
教

科
等

単
元

活
用

す
る

IC
T

想
定

さ
れ

る
学

習
内

容

ス
テ

ッ
プ

４
ス

テ
ッ

プ
３

分
類

国
語

★
図

表
を

用
い

て
報

告
す

る
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

国
語

★
図

表
な

ど
の

資
料

か
ら

文
章

を
書

く
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

国
語

少
年

の
in

附
中

Ｉ
Ｃ

レ
コ

ー
ダ

ー

保
健

食
生

活
と

健
康

社
会

世
界

の
地

域
構

成
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

保
健

生
活

習
慣

病
と

そ
の

予
防

数
学

資
料

の
分

析
と

整
理

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

数
学

資
料

の
分

析
と

整
理

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

全
数

学
確

率
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

全
数

学
標

本
調

査
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

理
科

動
物

の
な

か
ま

タ
ブ

レ
ッ

ト

理
科

化
学

変
化

と
イ

オ
ン

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

理
科

地
震

や
火

山
に

よ
る

災
害

タ
ブ

レ
ッ

ト

美
術

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
タ

ブ
レ

ッ
ト

音
楽

新
し

い
仲

間
と

と
も

に
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
iP

o
d

英
語

P
ro

je
c
t1

・
２

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

音
楽

Ｓ
Ｏ

Ｕ
Ｎ

Ｄ
　

Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｃ

Ｋ
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

英
語

L
e
s
s
o
n

５
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

音
楽

曲
想

を
生

か
し

て
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
iP

o
d

音
楽

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
Ⅰ

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
iP

o
d

音
楽

役
割

を
生

か
し

て
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
iP

o
d

音
楽

作
曲

家
を

目
指

し
て

Ⅰ
～

お
菓

子
の

Ｃ
Ｍ

～
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

音
楽

ア
ジ

ア
に

お
け

る
日

本
の

魅
力

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

音
楽

役
割

を
生

か
し

て
Ⅱ

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
iP

o
d

美
術

本
物

は
ど

っ
ち

タ
ブ

レ
ッ

ト
 P

C
音

楽
発

見
！

日
本

の
魅

力
Ⅱ

～
郷

土
の

芸
能

～
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

美
術

表
そ

う
と

し
て

い
た

こ
と

は
な

ん
だ

っ
た

の
か

タ
ブ

レ
ッ

ト
 P

C
音

楽
コ

ー
ル

＆
レ

ス
ポ

ン
ス

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

美
術

新
し

い
和

の
模

様
タ

ブ
レ

ッ
ト

 P
C

音
楽

絵
画

と
音

楽
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

美
術

本
の

一
節

か
ら

タ
ブ

レ
ッ

ト
音

楽
鑑

賞
　

モ
チ

ー
フ

と
音

楽

美
術

海
外

研
修

に
出

か
け

よ
う

音
楽

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
Ⅱ

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
iP

o
d

美
術

優
し

さ
の

形
音

楽
役

割
を

生
か

し
て

Ⅲ
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
iP

o
d

体
育

マ
ッ

ト
運

動
タ

ブ
レ

ッ
ト

音
楽

Ｗ
ｏ

ｒ
ｌ

ｄ
　

ｏ
ｆ

　
Ｍ

ｕ
ｓ

ｉ
ｃ

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

体
育

短
距

離
走

タ
ブ

レ
ッ

ト
音

楽
Ａ

ｒ
ｔ

　
ｏ

ｆ
　

Ｍ
ｕ

ｓ
ｉ

ｃ
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

体
育

リ
レ

ー
タ

ブ
レ

ッ
ト

音
楽

作
曲

家
を

目
指

し
て

Ⅱ
～

学
校

Ｃ
Ｍ

～
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

体
育

走
り

幅
跳

タ
ブ

レ
ッ

ト
音

楽
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
iP

o
d

体
育

Y
O

S
A

K
O

Iソ
ー

ラ
ン

タ
ブ

レ
ッ

ト
音

楽
発

見
！

日
本

の
魅

力
Ⅲ

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

体
育

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

タ
ブ

レ
ッ

ト
音

楽
鑑

賞
　

音
に

込
め

ら
れ

た
思

い

体
育

サ
ッ

カ
ー

タ
ブ

レ
ッ

ト
美

術
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

タ
ブ

レ
ッ

ト

理
科

植
物

の
世

界
タ

ブ
レ

ッ
ト

美
術

身
に

付
け

た
い

デ
ザ

イ
ン

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
実

物
投

影
機

理
科

天
気

の
変

化
タ

ブ
レ

ッ
ト

美
術

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

持
ち

歩
く

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
実

物
投

影
機

理
科

地
球

と
宇

宙
タ

ブ
レ

ッ
ト

美
術

絵
巻

物
の

世
界

体
育

ダ
ン

ス
タ

ブ
レ

ッ
ト

美
術

花
を

贈
る

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
実

物
投

影
機

体
育

跳
び

箱
運

動
タ

ブ
レ

ッ
ト

美
術

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
タ

ブ
レ

ッ
ト

体
育

T
ボ

ー
ル

タ
ブ

レ
ッ

ト
美

術
学

校
C

M
を

つ
く

る
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
実

物
投

影
機

体
育

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

タ
ブ

レ
ッ

ト
美

術
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
実

物
投

影
機

体
育

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

タ
ブ

レ
ッ

ト

体
育

柔
道

タ
ブ

レ
ッ

ト

体
育

走
り

高
跳

び
タ

ブ
レ

ッ
ト

体
育

柔
道

タ
ブ

レ
ッ

ト

体
育

ハ
ー

ド
ル

走
タ

ブ
レ

ッ
ト

体
育

シ
ン

ク
ロ

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
タ

ブ
レ

ッ
ト

体
育

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

タ
ブ

レ
ッ

ト

体
育

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

タ
ブ

レ
ッ

ト

国
語

★
文

書
の

構
成

や
表

現
の

特
徴

を
捉

え
て

読
む

国
語

歴
史

は
失

わ
れ

た
過

去
か

Ｐ
Ｃ

／
タ

ブ
レ

ッ
ト

国
語

★
日

本
の

花
火

の
楽

し
み

数
学

資
料

の
分

析
と

整
理

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

社
会

わ
た

し
た

ち
の

暮
ら

し
と

民
主

政
治

英
語

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

社
会

国
際

社
会

に
生

き
る

わ
た

し
た

ち

英
語

タ
ブ

レ
ッ

ト
／

ｽ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ

英
語

数
学

確
率

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

数
学

標
本

調
査

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

・
調

査
や

実
験

・
観

察
等

に
よ

る
情

報
の

収
集

の
方

法

・
情

報
メ

デ
ィ

ア
か

ら
の

情
報

の
収

集
と

検
証

の
方

法

・
意

見
と

根
拠

、
具

体
と

抽
象

な
ど

情
報

と
情

報
と

の
関

係

知 識 及 び 技 能

２ 問
題

解
決

・
探

究
に

お
け

る
情

報
活

用
の

方
法

の
理

解

①
情

報
収

集
、

整
理

、
分

析
、

表
現

、
発

信
の

理
解

・
調

査
の

設
計

方
法

・
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
な

ど
か

ら
の

効
果

的
な

情
報

の
検

索
と

検
証

の
方

法

・
原

因
と

結
果

な
ど

情
報

と
情

報
と

の
関

係

問 題 解 決 ・ 探 究 に お け る 情 報 活 用

情
報
活
用
能
力
育
成
の
体
系
表
フ
ォ
ー
ム
（
中
学
校
用
）

具
体

的
項

目
学

年
教

科
等

単
元

活
用

す
る

IC
T

具
体

的
項

目
学

年
教

科
等

単
元

活
用

す
る

IC
T

英
語

W
ri
ti
n

g
 T

ip
s
１

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

英
語

W
ri
ti
n

g
 T

ip
s
1

・
２

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

美
術

カ
メ

レ
オ

ン
を

隠
せ

タ
ブ

レ
ッ

ト
技

・
家

情
報

に
関

す
る

技
術

全
般

技
・

家
情

報
に

関
す

る
技

術

英
語

L
e
s
s
o
n

8
・

9
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

美
術

自
分

の
宝

場
所

タ
ブ

レ
ッ

ト
技

・
家

デ
ィ

ジ
タ

ル
化

に
つ

い
て

技
・

家
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

仕
組

み

英
語

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

英
語

L
e
s
s
o
n

４
・

５
・

6
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

英
語

L
e
s
s
o
n

１
・

４
・

5
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

音
楽

コ
ー

ル
＆

レ
ス

ポ
ン

ス
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

英
語

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

技
・

家
情

報
に

関
す

る
技

術
全

般

英
語

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

英
語

L
e
s
s
o
n

１
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

美
術

対
比

す
る

２
枚

タ
ブ

レ
ッ

ト

美
術

季
節

を
味

わ
う

タ
ブ

レ
ッ

ト

美
術

新
し

い
和

の
模

様
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

美
術

し
り

と
り

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
実

物
投

影
機

美
術

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

/
実

物
投

影
機

技
・

家
情

報
に

関
す

る
技

術

技
・

家
植

物
や

環
境

を
観

察

技
・

家
幼

児
の

生
活

と
遊

び

英
語

L
e
s
s
o
n

５
・

6
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

技
・

家
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

仕
組

み
・

ク
ラ

ウ
ド

を
用

い
た

協
働

作
業

英
語

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

国
語

★
話

し
言

葉
と

書
き

言
葉

Ｉ
Ｃ

レ
コ

ー
ダ

ー
技

・
家

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
仕

組
み

国
語

花
の

形
に

秘
め

ら
れ

た
ふ

し
ぎ

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

社
会

世
界

各
地

の
人

々
の

生
活

と
環

境
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

社
会

歴
史

の
と

ら
え

方
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

社
会

古
代

ま
で

の
日

本
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

社
会

世
界

の
諸

地
域

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

技
・

家
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

仕
組

み

英
語

L
e
s
s
o
n

8
・

9
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

国
語

★
写

真
と

言
葉

が
生

み
出

す
世

界
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

技
・

家
デ

ィ
ジ

タ
ル

作
品

の
特

徴
英

語
L
e
s
s
o
n

n
１

・
2

・
４

・
５

・
6

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

英
語

P
ro

je
c
t1

・
２

P
C

/
タ

ブ
レ

ッ
ト

技
・

家
デ

ィ
ジ

タ
ル

作
品

の
特

徴

・
表

現
、

記
録

、
計

算
の

原
理

・
法

則

技
・

家
情

報
に

関
す

技
術

を
未

来
に

生
か

そ
う

技
・

家
デ

ィ
ジ

タ
ル

作
品

の
特

徴

社
会

世
界

の
様

々
な

地
域

の
調

査
P

C
/
タ

ブ
レ

ッ
ト

技
・

家
情

報
に

関
す

る
技

術
・

情
報

の
デ

ジ
タ

ル
化

や
処

理
の

自
動

化
の

仕
組

み
技

・
家

計
測

制
御

の
仕

組
み

を
知

ろ
う

・
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
成

と
、

情
報

を
利

用
す

る
た

め
の

基
本

的
な

仕
組

み
技

・
家

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
仕

組
み

・
情

報
の

シ
ス

テ
ム

化
に

関
わ

る
基

礎
的

な
技

術
の

仕
組

み
技

・
家

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
仕

組
み

・
意

図
し

た
処

理
を

行
う

た
め

の
最

適
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

作
成

、
評

価
、

改
善

技
・

家
制

御
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

ろ
う

・
問

題
発

見
・

解
決

の
た

め
の

安
全

・
適

切
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

制
作

、
動

作
の

確
認

及
び

デ
バ

ッ
グ

等
技

・
家

制
御

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
ろ

う

・
図

示
（

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
な

ど
）

に
よ

る
単

純
な

手
順

（
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
）

の
表

現
方

法
技

・
家

計
測

制
御

の
仕

組
み

を
知

ろ
う

・
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

図
等

の
統

一
モ

デ
リ

ン
グ

言
語

に
よ

る
設

計
方

法

・
電

子
的

な
情

報
の

送
受

信
や

A
N

D
、

O
R

な
ど

の
論

理
演

算
子

を
用

い
た

検
索

・
情

報
の

特
徴

・
情

報
を

伝
え

る
メ

デ
ィ

ア
の

種
類

及
び

特
徴

・
社

会
に

お
け

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
や

情
報

シ
ス

テ
ム

の
活

用

想
定

さ
れ

る
学

習
内

容

知 識 及 び 技 能

１ 情
報

と
情

報
技

術
を

適
切

に
活

用
す

る
た

め
の

知
識

と
技

能

ス
テ

ッ
プ

４

①
情

報
技

術
に

関
す

る
技

能

②
情

報
と

情
報

技
術

の
特

性
の

理
解

③
記

号
の

組
合

せ
方

の
理

解

ス
テ

ッ
プ

３

・
キ

ー
ボ

ー
ド

な
ど

に
よ

る
十

分
な

速
さ

で
正

確
な

文
字

の
入

力

・
電

子
フ

ァ
イ

ル
の

運
用

（
圧

縮
・

パ
ス

ワ
ー

ド
に

よ
る

暗
号

化
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

等
）

・
目

的
に

応
じ

た
適

切
な

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
選

択
と

操
作

・
情

報
の

流
通

に
つ

い
て

の
特

徴

・
情

報
を

伝
え

る
主

な
メ

デ
ィ

ア
の

特
徴

・
社

会
に

お
け

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

活
用

・
手

順
と

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
動

作
の

関
係

・
キ

ー
ボ

ー
ド

な
ど

に
よ

る
文

字
の

正
確

な
入

力

・
電

子
フ

ァ
イ

ル
の

フ
ォ

ル
ダ

管
理

・
目

的
に

応
じ

た
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

選
択

と
操

作

分
類

基 本 的 な 操 作 等

プ ロ グ ラ ミ ン グ
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

具
体
的
項
目

学
年

教
科
等
単
元

活
用
す
る
IC
T

具
体
的
項
目

学
年

教
科
等

単
元

活
用
す
る
IC
T

想
定
さ
れ
る

学
習
内
容

ス
テ
ッ
プ
４

ス
テ
ッ
プ
３

分
類

国
語

★
フ
リ
ッ
プ
を
用
い
て
報
告
す
る

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

国
語

★
図
表
を
用
い
て
提
案
す
る

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

数
学

比
例
と
反
比
例

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

数
学

１
次
関
数
、
ｙ
＝
a
x
^2

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

理
科

水
溶
液
の
性
質

タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

状
態
変
化
と
温
度

タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

植
物
の
な
か
ま

タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

地
震
と
大
地
の
変
化

タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

化
学
変
化
と
物
質
の
質
量

タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

空
気
中
の
水
の
変
化

タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

電
流
と
電
圧

タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
仕
事

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

数
学

資
料
の
分
析
と
整
理

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

英
語

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

光
の
性
質
・
音
の
性
質

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

数
学

確
率

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

理
科

天
気
の
変
化
・
大
気
の
動
き
と
日
本
の
気
象

タ
ブ
レ
ッ
ト

数
学

標
本
調
査

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

英
語

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

国
語

★
物
語
を
読
み
解
く

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

数
学

確
率

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

数
学

資
料
の
分
析
と
整
理

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

数
学

標
本
調
査

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

国
語

★
お
気
に
入
り
の
一
品
を
紹
介
す
る

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

Ａ
ｒ
ｔ
　
ｏ
ｆ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

英
語

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

作
曲
家
を
目
指
し
て
Ⅱ
～
学
校
Ｃ
Ｍ
～

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

英
語

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

発
見
！
日
本
の
魅
力
Ⅲ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

・
安
全
・
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
表
現
・
発
信
の
方
法

数
学

平
面
図
形

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

音
楽

役
割
を
生
か
し
て
Ⅲ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

音
楽

Ａ
ｒ
ｔ
　
ｏ
ｆ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

作
曲
家
を
目
指
し
て
Ⅱ
～
学
校
Ｃ
Ｍ
～

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

音
楽

発
見
！
日
本
の
魅
力
Ⅲ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

数
学

平
行
と
合
同

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

数
学

三
角
形
と
四
角
形

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

数
学

相
似
な
図
形

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

技
・
家

制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
ろ
う

・
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
を
振
り
返
り
、
改
善
点
を
見
出
す
手
順

・
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
を
効
率
化
の
視
点
か
ら
評
価
し
改
善
す
る
手
順

美
術

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

Ｐ
Ｃ

技
・
家

情
報
に
関
す
る
技
術

技
・
家

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術

社
会

世
界
と
比
べ
た
日
本
の
地
域
的
特
色

（
地
域
間
の
結
び
つ
き
）

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

社
会

近
代
の
日
本
と
世
界

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

技
・
家

情
報
に
関
す
る
技
術

社
会

恐
慌
か
ら
戦
争
へ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

社
会

第
二
次
世
界
大
戦
と
日
本
の
敗
戦

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

社
会

冷
戦
の
終
結
と
こ
れ
か
ら
の
日
本

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

社
会

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
現
代
社
会

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

技
・
家

情
報
に
関
す
る
技
術

技
・
家

情
報
を
安
全
利
利
用
し
よ
う

国
語

★
私

社
会

人
権
を
尊
重
す
る
日
本
国
憲
法

音
楽

音
楽
の
約
束

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

英
語

L
e
s
s
o
n
４
・
５
・
8
・
9

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

音
楽
の
約
束

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

技
・
家

情
報
に
関
す
る
技
術

音
楽

音
楽
の
約
束

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

音
楽

音
楽
の
約
束

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

音
楽

音
楽
の
約
束

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

・
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

・
聞
き
手
と
の
や
り
と
り
を
含
む
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方
法

・
情
報
社
会
で
の
情
報
技
術
の
働
き

・
目
的
に
応
じ
た
表
や
グ
ラ
フ
を
用
い
た
情
報
の
整
理
の
方
法

・
目
的
に
応
じ
て
情
報
の
傾
向
と
変
化
を
捉
え
る
方
法

知 識 及 び 技 能

２ 問
題
解
決
・
探
究
に

お
け
る
情
報
活
用
の

方
法
の
理
解

３ 情
報
モ
ラ
ル
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
に

つ
い
て
の
理
解

①
情
報
収
集
、
整
理
、

分
析
、
表
現
、
発
信
の

理
解

②
情
報
活
用
の
評
価
・

改
善
の
た
め
の
理
論
や

方
法
の
理
解

②
情
報
モ
ラ
ル
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
理
解

・
情
報
の
傾
向
と
変
化
を
捉
え
る
方
法

・
複
数
の
表
現
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現
す
る
方
法

・
情
報
化
に
よ
る
社
会
へ
の
影
響
と
課
題

・
情
報
に
関
す
る
個
人
の
権
利
と
そ
の
重
要
性

・
表
や
グ
ラ
フ
を
用
い
た
統
計
的
な
情
報
の
整
理
の
方
法

・
問
題
解
決
の
た
め
の
情
報
の
活
用
の
計
画
を
立
て
る
手
順

・
情
報
シ
ス
テ
ム
の
種
類
、
目
的
、
役
割
や
特
性

・
情
報
化
に
伴
う
産
業
や
国
民
生
活
の
変
化

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
の
対
策
・
対
応

・
仮
想
的
な
空
間
の
保
護
・
治
安
維
持
の
た
め
の
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

重
要
性

・
情
報
社
会
に
お
け
る
自
分
の
責
任
や
義
務

①
情
報
技
術
の
役
割
・

影
響
の
理
解

・
情
報
に
関
す
る
自
分
や
他
者
の
権
利

・
健
康
の
面
に
配
慮
し
た
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
方

・
社
会
は
互
い
に
ル
ー
ル
・
法
律
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

・
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

・
情
報
を
守
る
た
め
の
方
法

・
情
報
技
術
の
悪
用
に
関
す
る
危
険
性

・
発
信
し
た
情
報
や
情
報
社
会
で
の
行
動
が
及
ぼ
す
影
響

・
情
報
を
統
合
し
て
表
現
す
る
方
法

・
W
e
b
ペ
ー
ジ
、
S
N
S
等
に
よ
る
発
信
・
交
流
の
方
法

・
条
件
を
踏
ま
え
て
情
報
の
活
用
の
計
画
を
立
て
最
適
化
す
る
手
順

情 報 モ ラ ル ・ 情 報 セ キ ュ リ テ ィ問 題 解 決 ・ 探 究 に お け る 情 報 活 用
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研究成果物　中学校体系表

具
体
的
項
目

学
年

教
科
等
単
元

活
用
す
る
IC
T

具
体
的
項
目

学
年

教
科
等

単
元

活
用
す
る
IC
T

想
定
さ
れ
る

学
習
内
容

ス
テ
ッ
プ
４

ス
テ
ッ
プ
３

分
類

国
語

お
礼
の
手
紙
を
書
く

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

社
会

日
本
の
諸
地
域

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

国
語

★
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
し
よ
う

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

数
学

正
負
の
数
、
文
字
と
式
、
方
程
式
、
比
例
と
反
比
例
、
平
面
図

形
、
空
間
図
形
、
式
の
計
算
、
連
立
方
程
式
、
１
次
関
数
、
平

行
と
合
同
、
三
角
形
と
四
角
形
、
多
項
式
、
平
方
根
、
２
次
方

程
式
、
関
数
ｙ
＝
a
x
^2
、
相
似
な
図
形
、
円
、
三
平
方
の
定
理

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

数
学

正
負
の
数
、
文
字
と
式
、
方
程
式
、
比
例
と
反
比
例
、
平
面
図

形
、
空
間
図
形
、
式
の
計
算
、
連
立
方
程
式
、
１
次
関
数
、
平

行
と
合
同
、
三
角
形
と
四
角
形
、
多
項
式
、
平
方
根
、
２
次
方

程
式
、
関
数
ｙ
＝
a
x
^2
、
相
似
な
図
形
、
円
、
三
平
方
の
定
理

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

理
科

植
物
の
な
か
ま

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

社
会

第
一
次
世
界
大
戦
と
民
族
独
立
の
動
き

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

動
物
の
な
か
ま

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

英
語

L
e
s
s
o
n
５
・
６

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

天
気
の
変
化
・
大
気
の
動
き
と
日
本
の
気
象

ダ
ジ
ッ
ク
ア
ー
ス

（
デ
ジ
タ
ル
地
球
儀
）

英
語

P
ro
je
c
t1
・
２

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

電
流
と
電
圧

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

社
会

古
代
ま
で
の
日
本

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

地
球
と
宇
宙

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

社
会

世
界
の
様
々
な
地
域
の
調
査

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

力
の
法
則

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

社
会

中
世
の
日
本

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

新
し
い
仲
間
と
と
も
に

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

社
会

世
界
と
比
べ
た
日
本
の
地
域
的
特
色
（
人
口
）

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

社
会

日
本
の
諸
地
域
・
身
近
な
地
域
の
調
査

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

曲
想
を
生
か
し
て

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

音
楽

作
曲
家
を
目
指
し
て
Ⅰ
～
お
菓
子
の
Ｃ
Ｍ
～

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

役
割
を
生
か
し
て

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

音
楽

役
割
を
生
か
し
て
Ⅱ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

音
楽

パ
タ
ー
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

発
見
！
日
本
の
魅
力
Ⅱ
～
郷
土
の
芸
能
～

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
魅
力

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

コ
ー
ル
＆
レ
ス
ポ
ン
ス

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

美
術

カ
メ
レ
オ
ン
を
隠
せ

タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

音
楽

絵
画
と
音
楽

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

美
術

本
物
は
ど
っ
ち

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

音
楽

役
割
を
生
か
し
て
Ⅲ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

美
術

自
分
の
宝
場
所

タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

美
術

対
比
す
る
２
枚

タ
ブ
レ
ッ
ト

美
術

季
節
を
味
わ
う

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

美
術

新
し
い
和
の
模
様

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

美
術

本
の
一
節
か
ら

タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

美
術

フ
チ
ュ
ウ
ブ
ル
美
術
館
を
つ
く
る

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

美
術

優
し
さ
の
形

音
楽

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
　
ｏ
ｆ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

美
術

タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

Ａ
ｒ
ｔ
　
ｏ
ｆ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

美
術

描
く
を
描
く

タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

作
曲
家
を
目
指
し
て
Ⅱ
～
学
校
Ｃ
Ｍ
～

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

技
・
家

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
計
測
制
御

音
楽

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

技
・
家

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
に
関
す
る
技
術

音
楽

発
見
！
日
本
の
魅
力
Ⅲ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

技
・
家

作
業
手
順
を
考
え
て
製
作
し
よ
う

美
術

身
に
付
け
た
い
デ
ザ
イ
ン

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

美
術

絵
を
読
み
解
く

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

美
術

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
ち
歩
く

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

美
術

動
き
を
４
コ
マ
で

タ
ブ
レ
ッ
ト

美
術

花
を
贈
る

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

美
術

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

美
術

学
校
を
異
空
間
に

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

美
術

ア
ン
ト
ニ
ガ
ウ
デ
ィ
の
世
界

美
術

タ
ブ
レ
ッ
ト

美
術

タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

美
術

自
分
の
時
間
結
晶
の
形

P
C
/
実
物
投
影
機

１ 問
題
解
決
・
探
究
に

お
け
る
情
報
を
活
用

す
る
力
（
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
的
思
考
・
情

報
モ
ラ
ル
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
含
む
）

思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力 等

※
事
象
を
情
報
と
そ
の

結
び
付
き
の
視
点
か
ら

捉
え
、
情
報
及
び
情
報

技
術
を
適
切
か
つ
効
果

的
に
活
用
し
、
問
題
を

発
見
・
解
決
し
、
自
分

の
考
え
を
形
成
し
て
い

く
力

①
必
要
な
情
報
を
収

集
、
整
理
、
分
析
、
表

現
す
る
力

②
新
た
な
意
味
や
価
値

を
創
造
す
る
力

③
受
け
手
の
状
況
を
踏

ま
え
て
発
信
す
る
力

④
自
ら
の
情
報
活
用
を

評
価
・
改
善
す
る
力

等

※
問
題
を
焦
点
化
し
、
ゴ
ー
ル
を
明
確
に
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
試
作

等
を
行
い
な
が
ら
問
題
解
決
の
た
め
の
情
報
活
用
の
計
画
を
立
て
、
調
整
し

な
が
ら
実
行
す
る

・
目
的
に
応
じ
た
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
選
択
し
、
調
査
や
実
験
等
を
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
情
報
収
集
し
、
目
的
に
応
じ
た
表
や
グ
ラ
フ
、
「
考
え
る
た
め
の

技
法
」
を
適
切
に
選
択
・
活
用
し
、
情
報
を
整
理
す
る

・
情
報
の
傾
向
と
変
化
を
捉
え
、
類
似
点
や
規
則
性
を
見
つ
け
他
と
の
転
用

や
応
用
を
意
識
し
な
が
ら
問
題
に
対
す
る
解
決
策
を
考
察
す
る

・
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
複
数
の
表
現
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現
し
、
聞

き
手
と
の
や
り
と
り
を
含
め
て
効
果
的
に
表
現
す
る

・
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
を
振
り
返
り
、
改
善
点
を
論
理
的
に
考
え
る

等

※
問
題
の
解
決
に
向
け
、
条
件
を
踏
ま
え
て
情
報
活
用
の
計
画
を
立
て
最
適
化

し
、
解
決
に
向
け
た
計
画
を
複
数
立
案
し
、
評
価
・
改
善
し
な
が
ら
実
行
す
る

・
調
査
を
設
計
し
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
効
果
的
に
情
報
検

索
・
検
証
し
、
目
的
や
状
況
に
応
じ
て
統
計
的
に
整
理
し
た
り
、
「
考
え
る
た
め

の
技
法
」
を
組
み
合
わ
せ
て
活
用
し
た
り
し
て
整
理
す
る

・
目
的
に
応
じ
て
情
報
の
傾
向
と
変
化
を
捉
え
、
問
題
に
対
す
る
多
様
な
解
決
策

を
明
ら
か
に
す
る

・
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
情
報
を
統
合
し
て
表
現
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

W
e
b
ペ
ー
ジ
、
S
N
S
な
ど
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
表
現
・
発
信
、
創
造
す

る ・
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
を
効
率
化
の
視
点
か
ら
評
価
し
、
意
図
す
る
活
動

を
実
現
す
る
た
め
に
手
順
の
組
み
合
わ
せ
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
け
ば
、
よ

り
意
図
し
た
活
動
に
近
づ
く
の
か
を
論
理
的
に
考
え
る
　
　
　
等

問 題 解 決 ・ 探 究 に お け る 情 報 活 用

プ ロ グ ラ ミ ン グ

情 報 モ ラ ル ・ 情 報 セ キ ュ リ テ ィ
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具
体
的
項
目

学
年

教
科
等
単
元

活
用
す
る
IC
T

具
体
的
項
目

学
年

教
科
等

単
元

活
用
す
る
IC
T

想
定
さ
れ
る

学
習
内
容

ス
テ
ッ
プ
４

ス
テ
ッ
プ
３

分
類

国
語

★
ベ
ン
チ

国
語

★
坊
っ
ち
ゃ
ん

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

数
学

正
負
の
数
、
文
字
と
式
、
方
程
式
、
比
例
と
反
比
例
、
平
面
図

形
、
空
間
図
形
、
式
の
計
算
、
連
立
方
程
式
、
１
次
関
数
、
平

行
と
合
同
、
三
角
形
と
四
角
形
、
多
項
式
、
平
方
根
、
２
次
方

程
式
、
関
数
ｙ
＝
a
x
^2
、
相
似
な
図
形
、
円
、
三
平
方
の
定
理

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

数
学

正
負
の
数
、
文
字
と
式
、
方
程
式
、
比
例
と
反
比
例
、
平
面
図

形
、
空
間
図
形
、
式
の
計
算
、
連
立
方
程
式
、
１
次
関
数
、
平

行
と
合
同
、
三
角
形
と
四
角
形
、
多
項
式
、
平
方
根
、
２
次
方

程
式
、
関
数
ｙ
＝
a
x
^2
、
相
似
な
図
形
、
円
、
三
平
方
の
定
理

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

美
術

カ
メ
レ
オ
ン
を
隠
せ

タ
ブ
レ
ッ
ト

社
会

近
世
の
日
本

理
科

地
震
と
大
地
の
変
化

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

英
語

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

天
気
の
変
化
・
大
気
の
動
き
と
日
本
の
気
象

タ
ブ
レ
ッ
ト

技
・
家

情
報
に
関
す
る
技
術
を
未
来
に
生
か
そ
う

英
語

電
子
辞
書

国
語

★
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
話
し
合
う

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

国
語

★
学
ぶ
力

数
学

正
負
の
数
、
文
字
と
式
、
方
程
式
、
比
例
と
反
比
例
、
式
の
計

算
、
連
立
方
程
式
、
１
次
関
数
、
多
項
式
、
平
方
根
、
２
次
方

程
式
、
関
数
ｙ
＝
a
x
^2

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

数
学

正
負
の
数
、
文
字
と
式
、
方
程
式
、
比
例
と
反
比
例
、
式
の
計

算
、
連
立
方
程
式
、
１
次
関
数
、
多
項
式
、
平
方
根
、
２
次
方

程
式
、
関
数
ｙ
＝
a
x
^2

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

社
会

中
世
の
日
本

音
楽

作
曲
家
を
目
指
し
て
Ⅰ
～
お
菓
子
の
Ｃ
Ｍ
～

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

曲
想
を
生
か
し
て

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

音
楽

役
割
を
生
か
し
て
Ⅱ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

音
楽

役
割
を
生
か
し
て

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

音
楽

発
見
！
日
本
の
魅
力
Ⅱ
～
郷
土
の
芸
能
～

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

パ
タ
ー
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

コ
ー
ル
＆
レ
ス
ポ
ン
ス

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
魅
力

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

絵
画
と
音
楽

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

美
術

海
外
研
修
に
出
か
け
よ
う

音
楽

役
割
を
生
か
し
て
Ⅲ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

美
術

フ
チ
ュ
ウ
ブ
ル
美
術
館
を
つ
く
る

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
　
ｏ
ｆ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

理
科

自
然
の
恵
み
と
災
害

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

Ａ
ｒ
ｔ
　
ｏ
ｆ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

技
・
家

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
に
関
す
る
技
術

音
楽

作
曲
家
を
目
指
し
て
Ⅱ
～
学
校
Ｃ
Ｍ
～

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

音
楽

発
見
！
日
本
の
魅
力
Ⅲ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

美
術

一
歩
を
踏
み
出
す
靴

美
術

学
校
を
異
空
間
に

タ
ブ
レ
ッ
ト

美
術

タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

美
術

学
校
C
M
を
つ
く
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

数
学

正
負
の
数
、
文
字
と
式
、
方
程
式
、
比
例
と
反
比
例
、
平
面
図

形
、
空
間
図
形
、
式
の
計
算
、
連
立
方
程
式
、
１
次
関
数
、
平

行
と
合
同
、
三
角
形
と
四
角
形
、
多
項
式
、
平
方
根
、
２
次
方

程
式
、
関
数
ｙ
＝
a
x
^2
、
相
似
な
図
形
、
円
、
三
平
方
の
定
理

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

数
学

正
負
の
数
、
文
字
と
式
、
方
程
式
、
比
例
と
反
比
例
、
平
面
図

形
、
空
間
図
形
、
式
の
計
算
、
連
立
方
程
式
、
１
次
関
数
、
平

行
と
合
同
、
三
角
形
と
四
角
形
、
多
項
式
、
平
方
根
、
２
次
方

程
式
、
関
数
ｙ
＝
a
x
^2
、
相
似
な
図
形
、
円
、
三
平
方
の
定
理

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

音
楽

役
割
を
生
か
し
て

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

技
・
家

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
計
測
制
御

音
楽

パ
タ
ー
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

作
曲
家
を
目
指
し
て
Ⅰ
～
お
菓
子
の
Ｃ
Ｍ
～

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
魅
力

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

役
割
を
生
か
し
て
Ⅱ

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト
/
iP
o
d

音
楽

コ
ー
ル
＆
レ
ス
ポ
ン
ス

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

絵
画
と
音
楽

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

美
術

タ
ブ
レ
ッ
ト
/
実
物
投
影
機

英
語

P
ro
je
c
t1
・
２

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

・
情
報
及
び
情
報
技
術
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
す
る

英
語

L
e
s
s
o
n
1
・
4

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

・
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
を
振
り
返
り
、
改
善
点
を
見
出
そ
う
と
す
る

英
語

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

・
情
報
及
び
情
報
技
術
の
活
用
を
効
率
化
の
視
点
か
ら
評
価
し
改
善
し
よ
う
と
す

る
技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

英
語

L
e
s
s
o
n
５

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

音
楽
の
約
束

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

英
語

L
e
s
s
o
n
４
・
５
・
8
・
9

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

社
会

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
民
主
政
治

理
科

科
学
・
技
術
の
発
展

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

音
楽

音
楽
の
約
束

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

・
仮
想
的
な
空
間
の
保
護
・
治
安
維
持
の
た
め
の
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

重
要
性
を
意
識
し
、
行
動
し
よ
う
と
す
る

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

社
会

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
現
代
社
会

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

・
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
を
意
識
し
て
行
動
し
よ
う

と
す
る

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

・
健
康
の
面
に
配
慮
し
た
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
方
を
意
識
し
て
行
動
す

る
技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

技
・
家

情
報
に
関
す
る
技
術
を
未
来
に
生
か
そ
う

音
楽

音
楽
の
約
束

技
・
家

情
報
を
安
全
に
利
用
し
よ
う

国
語

★
情
報
を
編
集
す
る
し
か
け

P
C
/
タ
ブ
レ
ッ
ト

音
楽

音
楽
の
約
束

理
科

科
学
・
技
術
の
利
用
と
環
境
の
保
全

技
・
家

情
報
に
関
す
る
技
術
を
未
来
に
生
か
そ
う

技
・
家

情
報
に
関
す
る
技
術
を
未
来
に
生
か
そ
う

１ 問
題
解
決
・
探
究
に

お
け
る
情
報
活
用
の

態
度

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
の
対
策
・
対
応
を
考
え
、
行
動
し
よ
う
と

す
る

・
情
報
社
会
に
お
け
る
自
分
の
責
任
や
義
務
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
し
よ
う
と
す

る

①
多
角
的
に
情
報
を
検

討
し
よ
う
と
す
る
態
度

②
試
行
錯
誤
し
、
改
善

し
よ
う
と
す
る
態
度

・
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
踏
ま
え
、
尊
重
し
よ
う
と

す
る

①
責
任
を
も
っ
て
適
切

に
情
報
を
扱
お
う
と
す

る
態
度

・
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
公
共
性
を
意
識
し
て
行
動
し
よ
う
と
す
る

２ 情
報
モ
ラ
ル
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
に

つ
い
て
の
態
度

学 び に 向 か う 力 、 人 間 性 等

・
情
報
や
情
報
技
術
を
よ
り
良
い
人
生
や
社
会
づ
く
り
に
活
か
そ
う
と
す
る

・
情
報
や
情
報
技
術
を
多
様
な
観
点
か
ら
評
価
、
選
択
、
管
理
・
運
用
、
改
良
、

応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
生
活
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
活
か
そ

う
と
す
る

・
条
件
を
踏
ま
え
て
情
報
の
活
用
の
計
画
を
立
て
最
適
化
し
よ
う
と
す
る

・
情
報
に
関
す
る
個
人
の
権
利
と
そ
の
重
要
性
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る

・
社
会
は
互
い
に
ル
ー
ル
・
法
律
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
行
動
し
よ
う
と
す
る

・
複
数
の
視
点
を
想
定
し
て
検
討
し
よ
う
と
す
る

・
情
報
に
関
す
る
自
分
や
他
者
の
権
利
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
尊
重
し
よ

う
と
す
る

・
生
活
の
中
で
必
要
と
な
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
踏
ま
え
、
行
動

し
よ
う
と
す
る

・
発
信
し
た
情
報
や
情
報
社
会
で
の
行
動
が
及
ぼ
す
影
響
を
踏
ま
え
、
行
動

し
よ
う
と
す
る

・
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
共
用
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

行
動
し
よ
う
と
す
る

・
事
象
を
情
報
と
そ
の
結
び
つ
き
の
視
点
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る

・
複
数
の
視
点
を
想
定
し
て
検
討
し
よ
う
と
す
る

・
物
事
を
批
判
的
に
考
察
し
よ
う
と
す
る

・
情
報
を
構
造
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る

問 題 解 決 ・ 探 究 に お け る 情 報 活 用 情 報 モ ラ ル ・ 情 報 セ キ ュ リ

プ ロ グ ラ ミ ン グ
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全体計画

社会との関わりを意識して課題を追究したり解
決する活動において，資料から読み取った情報
を基にして社会的事象の特色や意味などにつ
いて比較したり関連付けたり多面的・多角的に
考察したりして表現できるようにする。

音楽科

コンピュータや教育機器を活用し，音や音楽
を聴覚だけではなく視覚的に捉えたり，感覚的
に捉えることのほか，音楽科における資質能力
を育むために，インターネットを活用し，世界の
多様な音楽情報を整理・分析・活用できるように
する。

美術科

情報や気持ちをわかりやすく美しく的確に伝
える効果と美しさとの調和を考え表現の構想を
総合的に練ることができる力を育成する。また，
コンピュータ，カメラなどの情報機器を，表現や
鑑賞の活動で使う用具の一つとして扱えるよう
にする。

数学科

数学を活用して，与えられた情報について論
理的に考察したり，数量や図形などの性質を見
いだし統合的・発展的に考察し，数学的な表現
を用いてそれらを簡潔・明瞭・的確に表現できる
ようにする。

理科

自然の事象の中に問題を見いだし，目的意識
を持って観察・実験を主体的に行い，課題を解
決する過程で，データを記録・整理して分析す
る活動などを通して，科学的な思考力・表現力
を身につけることができるようにする。

技術・
家庭科

生活や社会の中から情報の技術に関わる問題を見いだして課題を設定し解決する力，よりよい生活や
持続可能な社会の構築に向けて，適切かつ誠実に情報の技術を工夫し創造できるようにする。

保 健
体育科

運動の合理的な実践を通して，運動の楽しさ
や喜びを味わい，運動に関する特性や魅力，一
般原則や科学的な知識などの情報を理解し，
課題解決のために活用するなどして，運動を豊
かに実践できるようにする。

英語科

外国語で聞いたり読んだりして得た知識や情
報，考えなどを的確に理解することができるよう
にする。また，コミュニケーションを行う目的や場
面，状況などに応じて，情報を整理しながら考え
などを形成し，それらを表現できるようにする。

平成30年度 情報教育 全体計画
北海道教育大学附属釧路中学校

各教科における指導の重点

国語科

話や文章に含まれている情報と情報との関係
についてさまざまな視点から理解を深めるととも
に，情報の整理の仕方や出典の示し方など，情
報の信頼性の確かめ方を理解し，必要に応じて
使うことができるようにする。

社会科

学校教育目標

・たくましく生きる人間

・創造することのできる人間

・個性をつくりあげていく人間

・共に高まろうとする人間

・広く豊かな心を持つ人間

・日本国憲法

・教育基本法

・学校教育法

・学校教育法施行規則

・学習指導要領 等

教師の願い

生徒の実態

社会の要請

地 域 性
めざす理想の人間（授業）

(1)文化（教科・教材）に対して即

事的な態度が培われるような人

間(授業)

(2)情報や体験を介して深く限り

なくかかわっていけるような人間

(授業)

(3)学ぶことを自分たちの生き方

にかかわらせるような人間(授業)

(4)価値の諸面を包括的にかか

わっていけるような人間(授業)

学校経営方針
(1)学ぶことと研究することを，たえず媒介にしながら教育する学校

(2)教育的概念は，すべて科学的仮説まで彫刻し，厳しくそれを実証していく学校

(3)教師の力量が，すべて授業に凝縮されるような学校

(4)教師は教育に，生徒は学習に，それぞれ「楽しくてしかたない」といった気風をもった学校

(5)真理を追求することでは，誰もが平等かつ自由であるような学校

情報教育の目標と情報活用能力の3観点
情報活用能力（情報及び情報手段を主体的に選択し，活用していくための個人の基礎
的な資質）を育成すること
【情報活用能力の実践力】

課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて，必要な情報を主体的に収集・判断・

表現・処理・創造し，受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力

【情報の科学的な理解】

情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と，情報を適切に扱ったり，自らの情報活用を評価・

改善するための基礎的な理論や方法の理解

【情報社会に参画する態度】

社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し，情報モラルの

必要性や情報に対する責任について考え，望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度

本校の情報教育で育てたい資質や能力及び態度

○様々な情報手段から情報を適切に読み取り，活用することができる人間

○情報モラルを尊重し，自ら得た情報を適切に活用できる人間

○情報の意義や価値を考え，自らも主体的に情報を発信できる人間

○他者と共に情報を創造的に活用していく人間

【Ａ：情報活用の実践力】

(1)課題や目的に応じた適切な活用

(2)必要な情報の主体的な収集・判

断・表現・処理・創造

(3)受け手の状況などを踏まえた発

信・伝達

【Ｂ：情報の科学的な理解】

(1)情報活用の基盤となる情報手段

の特性の理解

(2)情報を適切に扱ったり，自らの情

報活用を評価・改善するための基

礎的な理論や方法の理解

【Ｃ：情報社会に参画する態度】

(1)社会生活の中で情報や情報技

術が果たしている役割や及ぼして

いる影響の理解

(2)情報モラルの必要性や情報に対

する責任

(3)望ましい情報社会の創造に参画

しようとする態度

各学年の指導の重点

【第2学年】

・学習活動で収集した情報を自分の考えに沿っ

て新たな資料にまとめることができる。

・具体的な課題を設定して，その解決のための

手段としてコンピュータを活用できるように，実践

的な学習を行う。

・自分の発信する情報について，安全性やマ

ナーの視点から見直しより分かりやすい情報を

発信しようとする。

【第1学年】

・情報機器の基本的操作方法を身につけ，情報

活用の実践力の基礎を身に付ける。

・情報の真偽を確かめながら情報を収集すること

ができる。

・さまざまなメディアを活用して，情報を得る能力

を養う。

・情報モラルに反する情報に対し,基本的な対応

の仕方を理解する。

【第3学年】

・著作権，肖像権，知的財産権等の意味を理解

し,その権利を意識しながら情報を加工しようとす

る。

・インターネットや携帯電話を利用した犯罪があ

ることを理解し,適切に対応しようとする。

・個人情報に配慮して情報を発信しようとする。

・自らの課題を設定するなどして，より実践的な

学習を展開する。

【道徳】
○インターネット上のコミュニケーションは誤解を生む

危険があることを理解する。

○相手の顔が見えないメールでのコミュニケーションの

特性を知る。

○個人情報を保護することの大切さを理解し，尊重す

る態度を育む。

○知的財産権を尊重することの大切さを理解し尊重す

る態度を育む。

【総合的な学習の時間】
○「情報収集」の学習過程で，課題の解決に必要な情

報をインターネット等を利用して収集できる力を身につ

ける。

○「整理・分析」の学習過程で，情報をコンピュータを

使って比較したり，必要とする情報や信頼できる情報を

選び取る。また，「まとめ・表現」の学習過程で，調査し

た結果をレポート，新聞，ポスター等にまとめていく。

○インターネットを活用すると共に，不適切な情報に正

しく対処できる方法等を学び，情報モラルの必要性や

マナーの大切さに気付いていく。

○協同的な学習活動や，校外の人と交流する学習を

通じて，情報を多面的に活用したり，協力して情報を活

用したりすることの大切さを理解する。

【特別活動】
○学級活動や生徒会活動等で情報機器を効果的に活

用する能力を養う。

○学業と進路に関わる情報収集のために情報機器を

活用する能力や態度の育成する。
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

情報活用能力調査（生徒用）

年 組 番 名前

○ 学校での学習についての質問です。家でのことではありませんので注意しましょう。

☆次のことについて、もっとも近いものを１つ選んで番号に○をつけてください。

１．インターネットで必要な情報を検索して調べるためにコンピュータやiPadを使う。

４．ほぼ毎日利用している ３．時々利用している ２．ほとんど利用していない １．全く利用したことがない

２．発表するためのスライドや資料を作るためにコンピュータやiPadを使う。

４．ほぼ毎日利用している ３．時々利用している ２．ほとんど利用していない １．全く利用したことがない

３．インターネットで必要な情報を検索して調べることは得意である。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない

４．コンピュータやiPadを使って、発表するためのスライドや資料を作ることは得意である。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない

５．コンピュータやiPadを使った授業では、情報機器を使用しない授業より興味や関心を持って取り組むこ

とができている。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない

６．わからないことがあったら、辞書やインターネットなどの調べる方法を考えて、いろいろな方法で調べ

るようにしている。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない

７．調べものをするとき、できるだけ多くの資料を集めてから、自分の探していることを見つけるようにし

ている。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない

８．文章を読んだだけではわからないとき、図や表に書き直してみるようにしている。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない

９．いろいろな資料を比べて共通点やちがいを見つけ出すようにしている。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない

10．いろいろなことを人とはちがった面から考えたり、自分なりの考えを持つようにしたりしている。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない

(裏面に続く)
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アンケート

11．課題に取り組むとき、筋道を立てて考えるよりは、思いつきで結論を出すことが多い。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない

12．意見があわないときは、両方の意見を聞いてから、どちらの意見が正しいのかを自分なりに決めるよう

にしている。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない

13．学習活動の後は、よかったことや悪かったことについて、ふり返るようにしている。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない

14．自分の聞いた話や集めた資料が本当に正しいのかについて、よく考えるようにしている。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない

15．調べたことをもとに新しいものをつくりだしたり、自分の考えを出したりするようにしている。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない

16．問題を見つけたときは、解決方法を考えるようにしている。

４．当てはまる ３．どちらかといえば当てはまる ２．どちらかといえば当てはまらない １．当てはまらない
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平成30年度　次世代の教育情報化推進事業

情報活用能力調査（教師用）

担当教科 名前

○ 本調査は、生徒の情報活用能力育成に向けた学習指導の改善に向けて、実施いたします。

☆下記のことについて、もっとも近いものを１つ選んで番号に○をつけてください。すべての回答が終わり

ましたら、８月３日（金）までにアンケート調査担当の氏家までお渡しください。よろしくお願いします。

あなたは次のことについて、今年度の４月から７月にかけて行った授業について、生徒にどの程度指導を

行いましたか。最も近いものを１つ選んで○をつけてください。

１．インターネットで必要な情報を検索して調べるためにコンピュータやiPadを使うこと。

４．週１回以上 ３．月１回以上 ２．ほとんど利用していない １．全く利用したことがない

２．発表するためのスライドや資料を作るためにコンピュータやiPadを使うこと。

４．週１回以上 ３．月１回以上 ２．ほとんど利用していない １．全く利用したことがない

３．目的に応じて、辞書やインターネットなどの情報収集方法を検討し、実際に情報収集させること。

４．週１回以上 ３．月１回以上 ２．ほとんど利用していない １．全く利用したことがない

４．インターネットで収集した情報の客観性、信頼性、妥当性を読み取らせること。

４．週１回以上 ３．月１回以上 ２．ほとんど利用していない １．全く利用したことがない

５．いろいろな情報を比較・関連付けさせたり、多角的に考察させたりするなどして判断させること。

４．週１回以上 ３．月１回以上 ２．ほとんど利用していない １．全く利用したことがない

６．コンピュータやiPadなどを活用して、生徒同士が教え合い学び合う学習（協働学習）を行わせること。

４．週１回以上 ３．月１回以上 ２．ほとんど利用していない １．全く利用したことがない

７．集めた情報と自分の知識・経験をもとに、新たな情報や価値ある情報を創造し提案させること。

４．週１回以上 ３．月１回以上 ２．ほとんど利用していない １．全く利用したことがない

８．コンピュータやiPadなどを活用して、生徒に課題発見・解決型の学習を行わせること。

４．週１回以上 ３．月１回以上 ２．ほとんど利用していない １．全く利用したことがない

９．学習活動の記録や成果物を活用して、学習や活動について振り返りながら、新たな課題や改善点に気づ

かせること。

４．週１回以上 ３．月１回以上 ２．ほとんど利用していない １．全く利用したことがない

(裏面に続く)
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アンケート

あなたは次のことについて、生徒にどの程度指導することができますか。最も近いものを１つ選んで○を

つけてください。

10. インターネットで必要な情報を検索して調べるためにコンピュータやiPadを使うこと。

４．指導できる ３．どちらかというと指導できる ２．どちらかというと指導できない １．指導できない

11. 発表するためのスライドや資料を作るためにコンピュータやiPadを使うこと。

４．指導できる ３．どちらかというと指導できる ２．どちらかというと指導できない １．指導できない

12. 目的に応じて、辞書やインターネットなどの情報収集方法を検討し、実際に情報収集させること。

４．指導できる ３．どちらかというと指導できる ２．どちらかというと指導できない １．指導できない

13．インターネットで収集した情報の客観性、信頼性、妥当性を読み取らせること。

４．指導できる ３．どちらかというと指導できる ２．どちらかというと指導できない １．指導できない

14．いろいろな情報を比較・関連付けさせたり、多角的に考察させたりするなどして判断させること。

４．指導できる ３．どちらかというと指導できる ２．どちらかというと指導できない １．指導できない

15．コンピュータやiPadなどを活用して、生徒同士が教え合い学び合う学習（協働学習）を行わせること。

４．指導できる ３．どちらかというと指導できる ２．どちらかというと指導できない １．指導できない

16．集めた情報と自分の知識・経験をもとに、新たな情報や価値ある情報を創造し提案させること。

４．指導できる ３．どちらかというと指導できる ２．どちらかというと指導できない １．指導できない

17. コンピュータやiPadなどを活用して、生徒に課題発見・解決型の学習を行わせること。

４．指導できる ３．どちらかというと指導できる ２．どちらかというと指導できない １．指導できない

18. 学習活動の記録や成果物を活用して、学習や活動について振り返りながら、新たな課題や改善点に気づ

かせること。

４．指導できる ３．どちらかというと指導できる ２．どちらかというと指導できない １．指導できない
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本報告書は，北海道教育大学が文部科学省より委託を受けた

「平成30年度次世代の教育情報化推進事業」について，北海道

教育大学附属釧路中学校が推進校として取り組んだ研究成果を

まとめたものです。
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